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2011年10月 1日，埋蔵文化財調査室は熊本大学学内共同教育1洲究施設として改組され，

埋蔵文化財調査センター ResearchCenter for Buried Cultural Properties（以下 「センタ ー」

という ．）となった前身である埋蔵文化財調査室 （以下 「調査室）という． ）の17年に及

ぶ活動成果の賜物である．

センターになって何が変わったのか調査室は学内の埋蔵文化財調査委員会のもとにお

かれた実働組織であったがセンターはその内に全学組織の運営委員会をおく独立の組織

であるこれからは運営委員会との二人三脚が不可欠だ．業務内容も変わった調査室で

は辿跡の発掘調査が主要業務であったが今後はそれに加えて，辿物や辿跡の情報を活用

し本学の教育研究に寄与することが期待される．スタッフの数はそのままなので職員の繁

忙度は増すが， もとより調査成呆の活用は調査室時代からその必要性を認識していた業務

である．昨年度計画していた熊本大学「地下の文化財」パンフレット （黒髪町辿跡群編）

をさっそく完成させた． A3版表裂カラー刷りの美しい辿跡案内である大学関係者はも

ちろん，大学を訪れる高校生や一般の方々に，キャンパスの逍跡散歩の手引きとして活用

していただこう．

2011年4月，調査室の活動を長年担ってこられた小吠Ifl弘己准教授が文学部教授として異

動されたため，本年は有期刑用職員を投入 して業務を遂行 し，構内 9地区において合計46

箇所の調壺を実施した （黒愛北地区9箇所， 黒愛南地区 9箇所，本荘北地区13箇所．同中

地区7箇所．大江地区 4箇所， 宇留毛地区 1箇所，京町地区 3箇所）．

本荘北地区の臨床医学教育研究センター整備事業に伴う発掘調査は成呆が多かった．隣

接する9601調査地点と同様，明治から大正 ・昭和時代の約430の墓が検出され．添え られ

た辿品から当時の庶民の生活がよみがえった 出土した辿体は約400体，これだけまと

まった近現代人骨は貨重であるとして，土井ケ浜辿跡人類学ミュ ージアム （山口県下1及l

市）の松下孝幸名巻館長ならびにスタッフの方々が調査に協力された．人骨が人類学の質

料として生かされることになったのは大学の調壷ならではのことであったこの成呆は

2012年度に報告される予定である．

今年も施設企画ユニッ トにはお泄話になった．とくにセンター設立にご尽力くださった

谷口学長ほか役員各位，改組を支えてくださった経営企画本部，運営基盤管理部をはじめ

とする事務局の方々にあつくお礼申し上げる．

2013年1月

埋蔵文化財調査センタ ー長

文 学 部 教 授 木 下 尚子
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1.本柑は熊本大学構内において， 2011年4月1日から2012年3月末

日まで行われた埋蔵文化財の調査および熊本大学埋蔵文化財調査セ

ンターの活動内容に関する年次報告世であるただし1121調査地点

については2012年6月4日まで． 1145調査地点については2012年8

月23日までの内容を掲載した．

2.構内辿跡の調査は，昨年度に引き続き，年次と調査順を表す調査

番号で表すこととし，出土辿物や記録類もこの番号で監理・管理し

ている．

3.遣跡略号は地区ごとにローマ字3文字で以下のように表記した．

黒嬰町辿跡黒髪南地区 (KKS)．同北地区 (KKN)，本庄追跡医学

部構内 (HJM)，同病院構内 (HJH)．医学部保健学科構内 (KHJ).

京町台遺跡教育学部附属小中学校構内 (KMS)．大江遣跡群薬学部

構内 (HJP).

4.調査地点配置図および辿構図の座椋は，世界測地系による．

5.辿物への注記は，巡跡略号＋調査番号＋出土遣栂（位泄）の順で

行った．

6.本曹に掲載した遣物やその他の出土遣物および調査にかかわる記

録類はすべて熊本大学埋蔵文化財調査センターにて保管している．

7.本害の執雉は．付篇および抄録を村田が． I章および英文サマ

リー・ハングルサマリーを大坪•田中聡ーが， II 章を大坪•石丸・

中田裕樹・嘉村哲也が行った．

8.本曹の絹集は大坪が行った．
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写真53 作業風屎（北より） 22 写真98 包含層検出状況（掘削完了） （東より） 31 

写其54 管路掘削状況（南より） 22 写真99 作業風屎（北西より） 31 

写真55 既設管接続部掘削状況（東より） 22 写真100 北側ピット掘削状況（南より） 31 

写其56 II①区掘削風景（南東より） 22 写真101 南側ピット掘削状況（東より） 31 

写真57 II①掘削後（南東より） 24 写真102 作業風景（第1スパン） （北より） 32 

写真58 II区②掘削風景（北東より） 24 写真103 作業風県（第5スパン） （東南より） 32 

写真59 II区②西隅土坑掘削後（東より） 24 写真104 包含層検出状況（第1スパン） （東より）―--32

写真60 n区②掘削後（西より） 24 写真105 包含層検出状況（第2スパン） （西より）—32

写真61 II区③掘削風景（南東より） 25 写其106 包含層検出状況（第1スパン） （東より）一—•32

写真62 II区③西側土坑掘り上げ後（南より）一-2 5 写真107 包含附検出状況（第4スパン） （北より）—33

写真63 II区③東側土坑検出面（東より） 25 写真108 包含層検出状況（第5スパン） （東より）一ー33

写真64 II区③迫構面検出状況（東より） 25 写真109 作業風県（西より） 33 

写真65 II区③甕棺出土状況（北より） 25 写真110 完掘状況（南より） 33 

写真66 II区③甕棺取り上げ後（北より） 25 写真111 東側拡張部掘削状況（北より） 33 

写真67 n区④掘削状況（南西より） 25 写真112 掘削状況（南西より） 34 

写真68 II区④包含層上面土坑検出面（南より）一ー26 写真113 作業風殿（南西より） 34 

写真69 完掘状況（南より） 26 写真114 遺構面検出状況（西より） 34 



写真115 遺構面検出状況（西より） 34 写真158 作業風県（南より） 43 

写真ll6 W区④南側掘削風屎（北より） 34 写真159 包含層検出状況（南より） 43 

写其117 IV区④南側掘削後（南より） 34 写真160 包含層検出状況（南より） 43 

写真ll8 W区④南側北寄り掘削後（西より） 35 写真161 作業風県（北より） 44 

写其ll9 W区④南側南寄り掘削後（西より） 35 写真162 第1スパン包含層検出状況（南より） 44 

写真120 作業風景（西より） 35 写真163 第1スパン逍構完掘状況（南より） 44 

写真121 資料館前東西管路掘削状況（西より） 35 写真164 第4スパン掘削状況（北より） 44 

写真122 1号館北南北管路掘削状況（南より） 35 写真165 作業風屎（北より） 44 

写真123 作業風景（東より） 35 写真166 第2スパン遺構検出状況（西より） 45 

写其124 遺構面掘削状況（東より） 36 写真167 第4スパン完掘状況（西より） 45 

写真125 東端ピット掘削状況（北より） 36 写真168 第5スパン完掘状況（南より） 45 

写真126 東端掘削状況（東より） 36 写真169 作業風屎（南より） 45 

写真127 西半掘削状況（西より） 36 写真170 道路横断部掘削状況（南より） 45 

写真128 作業風景（東より） 36 写真171 植え込み西側部掘削状況（北より） 45 

写真129 資料館東側遺構掘削状況（南より） 37 写真172 V区①掘削風景（南東より） 46 

写真130 道路・事務局南緑地帯部逍構掘削状況（北より） 写真173 V区①掘削後（北西より） 46 

37 写真174 作業風県（南より） 46 

写真131 桝部ピット掘削状況（西より） 37 写真175 掘削状況（南より） 46 

写其132 作業風景（東より） 37 写真176 作業風娯（南東より） 46 

写真133 工学部研究汽料館南管路掘削状況（東より） 写真177 掘削状況（東より） 46 

37 写真178 桝部分作業風尿（西より） 47 

写真134 作業風景（北より） 38 写真179 大桝東墜土層状況（西より） 47 

写真135 第4スパン迫構確認状況（南より） 38 写真180 小桝部分完掘状況（西より） 47 

写其136 第6スパン逍構掘削状況（西より） 38 写真181 9号館東側雨水管路掘削状況（北より）一―-47

写真137 第7スパン辿構面確認状況（南より） 38 写真182 作業風景（北より） 47 

写真138 作業風景（北東より） 39 写其183 掘削状況（西より） 47 

写真139 ⑪-1掘削状況（南より） 39 写真184 調在風屎（北より） 48 

写真140 ⑪-3掘削状況（北西より） 39 写真185 包含層完掘状況（南より） 48 

写真141 作業風景（東より） 39 写真186 管路全体掘削状況（西より） 48 

写真142 掘削状況（南より） 39 写真187 雨水管路掘削状況（西より） 48 

写真143 掘削状況（東より） 39 写真188 桝部分掘削状況（西より） 48 

写真144 作業風景（南東より） 40 写真189 調在区全景・北側桝部包含層検出状況（南より）

写真145 東西トレンチ東半掘削状況（西より） 40 49 

写真146 東西トレンチ西半掘削状況（東より） 40 写真190 北側桝部分掘削状況（東より） 49 

写真147 第2スパン包含附検出状況（北西より）一―-41 写真191 作業風景（東より） 49 

写真148 第10スパンピット完掘状況（西より） 41 写真192 掘削状況（西より） 49 

写真149 第11スパン包含陪検出状況（北より） 41 写真193 作業風景（北東より） 49 

写真150 第2スパン包含附検出状況（南より） 41 写真194 掘削状況（東より） 49 

写真151 第3スパン追構検出状況（西より） 42 写真195 掘削状況（北より） 50 

写真152 第4スパン迫構検出状況（南より） 42 写真196 掘削状況（南より） 50 

写真153 掘削状況（南東より） 42 写真197 作業風屎（東より） 50 

写真154 遺構面検出状況（南より） 42 写真198 掘削状況（西より） 50 

写真155 第1スパン作業風屎（西より） 42 写真199 掘削状況（北より） 50 

写真156 第1スパン完掘状況（東より） 43 写真200 作業風屎（北東より） 50 

写真157 第2スパン包含層検出状況（南より） 43 写真201 掘削状況（北より） 52 



写真202 畝検出状況（南より） 52 写真247 作業風景（東より） 59 

写真203 作業風景（西より） 52 写真248 掘削状況（東より）

゜写真204 掘削状況（南より） 52 写其249 調査風景（南より） 60 

写真205 掘削状況（東より） 52 写真250 掘削状況（南より） 60 

写真206 調査風屎（西より） 52 写真251 掘削状況（北より）

゜写其207 掘削状況（北より） 53 写真252 調査風景（北西より）

゜写真208 桝部分掘削状況（南より） 53 写其253 南東部掘削状況（東より） 1 

写真209 管路部分掘削状況（南より） 53 写其254 VIII⑨ー⑩間掘削状況（西より） 61 

写真210 掘削状況（南より） 53 写真255 作業風景（東より） 1 

写真211 掘削状況（西より） 53 写其256 掘削状況（西より） 1 

写真212 トレンチ 1作業風景（北より） 54 写真257 作業風景（西より） 1 

写真213 トレンチ 1掘削状況（北より） 54 写真258 掘削状況（西より） 1 

写真214 トレンチ 2遠景（南より） 54 写真259 作業状況（東より） 2 

写其215 トレンチ 2掘削状況（南より） 54 写真260 掘削状況（東より） 2 

写真216 共用棟黒髭 3東側掘削状況（南より） 54 写其261 作業風景（南より） 2 

写真217 工学部研究棟 I南西隅掘削状況（西より）ー54 写真262 掘削状況（北より） 2 

写真218 W区③掘削状況（南東より） 55 写其263 東側ポンプ付近掘削状況（北より） 62 

写真219 vn区③掘削後（北西より） 55 写其264 調査センター前東側掘削状況（西より）―-63

写真220 vn区③掘削後（南西より） 55 写真265 調査センター前西側掘削状況（東より )-63

写真221 W区④掘削後（南東より） 55 写真266 掘削状況（北より） 3 

写真222 W区⑤掘削後（西より） 55 写真267 北側基礎撤去作業風屎（南東より） 63 

写真223 vn区⑥掘削後（東より） 55 写真268 基礎北側掘削状況（北西より） 63 

写真224 VII区⑦掘削風娯（南より） 56 写真269 道止水工事掘削状況（西より） 64 

写真225 VII区⑦掘削後（西より） 56 写真270 北西通路試掘状況（北より） 4 

写真226 掘削状況（南西より） 56 写真271 基礎掘削状況（南より） 64 

写真227 作業風景（南東より） 56 写真272 畑地3住居址確認状況（南西より） 65 

写真228 掘削状況（西より） 56 写真273 畑地2漉き取り状況（北東より） 65 

写真229 調査風景（東より） 56 写真274 畑地3漉き取り状況（南西より） 65 

写真230 南北掘削状況（北より） 57 写其275 石列撤去・掘削状況（西より） 65 

写真231 東西掘削状況（東より） 57 写其276 縁石撤去・掘削状況（東より） 66 

写真232 調査風景（西より） 57 写其277 樹木①撤去作業風散（南より） 66 

写真233 第2スパン地山検出状況（東より） 57 写真278 側溝掘削 lスパン掘削状況（南より） 66 

写真234 第3スパン地山検出状況（西より） 57 写真279 桝①迫構検出状況（南より） 6 

写其235 珊区①掘削風景（南より） 57 写其280 溝掘削11スパン作業風景（南より） 66 

写真236 VIII区①掘削後（南より） 58 写真281 溝掘削11スパン掘削状況（南より） 67 

写真237 VIll区①掘削後（西より） 58 写其282 作業風景（南西より） 7 

写真238 VIlI区②東側掘削後（西より） 58 写其283 スロープ本体トレンチ掘削状況（南より）ー67

写真239 珊区②掘削後（北西より） 58 写真284 排水管設置部掘削状況（北東より） 67 

写真240 珊区③掘削状況（南東より） 58 写真285 遺跡遠景（南より） 8 

写真241 VIII区⑤掘削風景（北より） 58 写真286 ST-11子ども埋葬検出状況（南より） 68 

写真242 珊区掘削後（南より） 59 写真287 ST132.144坐位埋葬検出状況（南より)-68 

写真243 珊区⑥掘削後（西より） 59 写真288 ST-287仰臥埋葬検出状況（西より） 70 

写真244 VIll区⑦掘削後（北より） 59 写其289 ST149副葬品出土状況（南西より） 70 

写真245 作業風景（西より） 59 写其290 住居址2完掘後（南より） 70 

写真246 掘削状況（西より） 59 写其291 住居址3検出状況（北東より） 70 



写真292 調査区南東墓道部分遠景（南より） 70 写真335 地下環水槽東側掘削後（東より） 79 

写真293 作業風景（北より） 70 写其336 共同溝裏掘削後（東より） 79 

写真294 掘削状況（北より） 71 写真337 I区基礎外周北側掘削後（西より） 80 

写真295 総合研究棟・図書講義棟北側掘削状況（東より） 写真338 I区基礎外周東側南半部掘削後（北より）

71 80 

写真296 総合研究棟東側掘削状況（北より） 71 写真339 I区基礎外周南側東半部掘削後（西より）

写真297 遺構確認状況（北より） 71 80 

写真298 既設配線確認状況（北より） 72 写真340 1区基礎外周東側北半部掘削後（南より）

写真299 調査区全景（北より） 72 80 

写真300 管理棟南側ガス管部掘削状況（東より）一-72 写真341 I区基礎外周南側西半部掘削後（東より）

写真301 管理棟南側配管東端部遺構検出状況（東より） 80 

72 写真342 I区低木抜き取り状況（南東より） 80 

写真302 給水管切替既設管確認状況（北より） 72 写真343 I区門扉西側基礎抜き取り後（北東より）ー81

写真303 給水管切替掘削状況（東より） 72 写真344 I区基礎下確認状況（南東より） 81 

写真304 排水槽新設部掘削風景（北より） 73 写真345 II区掘削風景（東より） 81 

写真305 溝状追構掘り上げ状況（東より） 73 写真346 II区基礎間地山残存状況（北東より） 81 

写真306 1114①調査区全景（東より） 73 写真347 II区基礎捨てコン上掘削後（南より） 81 

写真307 管理棟南ガス管掘削状況（東より） 73 写真348 II区北側基礎外側地山検出状況（北より）ー82

写真308 ③地点作業風景（北西より） 74 写真349 m区建物外周南側掘削後東寄り（西より）

写真309 ③地点掘削状況（北より） 74 82 

写真310 ④地点作業風景（東より） 74 写真350 m区樹木撤去後（南東より） 82 

写真311 ④地点掘削状況（南より） 74 写真351 m区建物外周北側掘削後（東より） 82 

写真312 移植先①作業風景（東より） 74 写真352 m区建物底部検出面（西より） 82 

写真313 移植先①掘削状況（南より） 75 写真353 N区西側スパン掘削風景（北東より） 83 

写真314 移植先②掘削状況（東より） 75 写真354 N区南東隅および中央基礎間の地山確認面

写真315 移植元①作業風景（南東より） 75 （南より） 83 

写真316 移植元①掘削状況（西より） 75 写真355 N区西側スパン中央部分掘削後（南より）ー83

写真317 移植先③掘削状況（西より） 75 写真356 N区北東隅から中央基礎間の南北掘削後

写真318 移植元③掘削状況（南より） 75 （北より） 83 

写真319 移植元③掘削状況（北より） 76 写真357 N区北側スパン完掘後（東より） 83 

写真320 樹木⑧撤去後（北東より） 76 写真358 IV区建物外周南側スパンの西側掘削後

写真321 樹木⑨撤去後（南東より） 76 （南より） 84 

写真322 スロープ中央作業風景（東より） 76 写真359 N区建物外周北側掘削後（西より） 84 

写真323 スロープ南側掘削状況（東より） 76 写真360 IV区建物外周北側スパンの東側掘削後

写真324 平屋脇スロープ北側掘削状況（北より）—77 （南西より） 84 

写真325 平屋内試掘作業風景（南より） 77 写真361 スロープ北側掘削後（西より） 84 

写真326 平屋内試掘掘削状況（南より） 77 写真362 不明基礎掘削後（南より） 85 

写真327 作業風景（北西より） 77 写其363 廊下c掘削風景（東より） 85 

写真328 建物西側試掘状況（西より） 77 写真364 廊下c掘削後（西より） 85 

写真329 作業風景（北より） 78 写真365 I区掘削風景（東より） 86 

写真330 抜根後状況（東より） 78 写真366 I区建物北側外周掘削後（西より） 86 

写真331 旧中央診療棟南樹木①撤去後（北より）—78 写真367 1 区建物内側中央部分掘削後（北より）—86

写真332 旧中央診療棟南樹木②撤去後（南より）一一-78 写真368 I区梁内部掘削後（北より） 86 

写真333 作業風景（南東より） 79 写真369 II区掘削風景（東より） 87 
写真334 土間北側掘削後（東より） 79 写真370 II区共同溝南側掘削後（東より） 87 



写真371 n区給気塔西側掘削後（北西より） 87 写真409 ③地点東側掘削後（北西より） 96 

写真372 II区発掘調査区完掘後（南より） 87 写真410 ④地点掘削後東側（東より） 97 

写真373 m区配管・桝撤去東寄り掘削風県（西より） 写其411 ④地点掘削後西側（西より） 97 

87 写真412 作業風屎（東より） 7 

写真374 m区配管・桝撤去束端掘削後（南東より） 写真413 東側掘削後（東より） 7 

88 写其414 西側掘削後（東より） 97 

写真375 皿区配管・桝撤去西寄り掘削後（東より）ー88 写真415 作業風屎（東より） 98 

写真376 m区基礎撤去掘削後（洒より） 88 写真416 掘削状況（南より） 98 

写真377 作業風景（研究施設新館側）（東より）―88 写真417 ソテツ移植先掘削風景（北西より） 99 

写真378 本館南側掘削状況（洒より） 88 写真418 樹木移植先掘削後（東より） 99 

写真379 道路横断部掘削状況（東より） 90 写真419 外灯移設元掘削後（北より） 99 

写真380 ソテツ①作業風屎（東より） 90 写真420 シダレザクラ新植地点掘削後（北より）—99

写真381 ソテツ①撤去状況（東より） 90 写真421 外灯移設先作業風景（北西より） 100 

写真382 小樹③撤去状況（西より）

゜
写真422 外灯移設先溝完掘後（南より） 100 

写真383 A棟基礎南側5~9スパン掘り上げ状況 写真423 樹木新植地点掘削後（北西より） 100 

（東より） 1 写真424 集水桝新設地点掘削後（西より） 100 

写真384 南側東から9・ 10スパン Hピット掘り上げ 写真425 側溝新設地点削後（西より） 100 

（南より） l 写真426 西側集水桝新設掘削後（南東より） 101 

写真385 建物外周部北側7スパン H （南より） 91 写真427 外灯配線地点掘削後（東より） 101 

写真386 20スパン北側溝硬化面除去後（南西より）＿91 写真428 掲示板設骰箇所掘削風景（東より） 101 

写真387 20スパン北側発掘風県（北より） 91 写真429 掲示板股骰箇所掘削後（東より） 101 

写真388 A棟南東隅 U字溝掘削後（洒より） 92 写真430 作業風屎（南より） 102 

写真389 ケヤキ 1掘削風県（南東より） 92 写真431 掘削状況（南より） 102 

写真390 ケヤキ 1撤去後（北洒より） 92 写其432 掘削風屎（北より） 102 

写真391 車庫土間撤去風県（南洒より） 92 写真433 東端集水桝掘削後（北西より） 102 

写真392 アスファルト撤去後（西より） 93 写真434 中央部 U字溝掘削後（東より） 103 

写真393 B棟東から3スパン H南側掘削後（北より） 写真435 新設フェンス最北箇所掘削風景（南より）

3 104 

写真394 B棟北壁外側西から3スパン H掘削後 写真436 最北箇所銅管部分掘削状況（南西より）

（南西より） 4 104 

写真395 B棟北西部伐根風蚊（洒より） 94 写真437 北から4番目基礎部分掘削後（西より）

写真396 D棟掘削風景（南洒より） 4 104 

写真397 D棟東側北から3スパン H掘削後（西より） 写真438 北から4番目鋼管部分掘削後（南西より）

14 104 

写真398 D棟1号溝完掘後（西より） 94 写真439 囲障東側地点掘削風景（西より） 105 

写真399 タンク掘削風屎（東より） 5 写真440 囲障東側地点掘削後（北東より） 105 

写真400 タンク西側側面掘削後（南より） 95 写真441 中地点掘削後（西より） 105 

写真401 給水管引き込み南側掘削後（西より） 95 写真442 西側地点掘削後（北より） 105 

写真402 給水管引き込み掘削後（南より） 95 

写真403 給水管引き込み北側掘削後（南より） 95 

写真404 排水管付け替え掘削後（南より） 95 

写真405 ①地点西側掘削後（南より） 96 く表目次＞

写真406 ①地点南側延長部掘削後（東より） 96 表 l 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一覧 l 

写真407 ③地点掘削風屎（北東より） 96 表2 2011年度調在一院 3 

写真408 ③地点南側掘削後（南西より） 96 
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I第 1章本年度の調査概要 I 

本年度は．表2のと おり ．発掘揺l壺10件． 立会調究45

件を実施したまた．熊本市文化振典課による試掘調壺

が 1件実施された．

本年度実施した主な発掘調究は．本荘：北地区における

臨床医学教育研究センター整備1i業に伴う調査 (1104調

究地点）．第 6病棟とりこ わしに関わる各種工事に伴う

調3'f(1112 ・ 1113 ・ 1114調査地点）． 中央診療棟とりこ

わしに伴 う調査 (1129調究地点）．本荘中地区の医学部

基礎研究棟 (A・B ・ D棟）とり こわし工事に伴う調究

(1106 ・ 1130調森地点）．黒嬰北地区の文法学部講義棟便

所妍築等改修工事に伴う調究 (1116調査地点）．馬嬰南

地区基幹 ・環境整備工事に伴う (JM究 (1121調査地点）で

ある．臨床医学教育研究センター整備事業に伴う調究以

外は．立会調査から切替えた調究である．

臨床医学教育研究セ ンター整備事業に伴う調壺は，隣

接する9601調査地点の成呆から，多数の近現代の埋葬人

竹の検出が予想された古代の辿構はこれら近現代の硲

城による破壊のため．辿存率は非常に低いと思われたが

試掘により包含陪を確認できたため．調査を実施するこ

と となった当初．調究対象は古代の辿梢 ・追物とし．

近現代の硲城 ・人骨については専門業者によ る撤去 ・処

理等を検討したが．人骨を形質人類学の査科として活か

す方針を採った土井ヶ浜辿跡人類学 ミ ュー ジアム • 松

下孝幸氏（同館名脊館長）に人骨の鑑定依頼と寄贈を 111

し出．快諾を得た．人骨の取り上げについても実施して

いただき．多大な協力を頂いた．調査の結果．約430基

の近現代硲から約4001本の人骨が検出された．臨城から

は湖葬品として．さまざまな故人の愛用品が出土した．

隣接する9601調査地点では徳利と猪口．煙管．六追銭．

数珠焼き物などがあったが． 1104調壺地点はこれらに

加え究物やレコード． 玩具類など種類が増えた．これら

は調査対象外とされやすい時期の生活雑貨ではあるが．

当時の世相や生活を直接われわれに伝える辿物である．

これらの募城の隙間に．古代の住居址が数基残されてい

た本荘北地区北側における辿跡の分布は．敷地いっぱ

いに及ぶことが確認されたと 言え よう． 1112・ 1113 ・ 

1114 ・ 1129調森地点における調査成果は，本荘北地区の

辿柚密度の高さおよび辿存状態の良さを示し． 工事規

校によらない文化財への注意喚起を促すものである．

本荘北 ・南地区での建物解体に伴う調査は．既存の建

表 1 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一翌 （アミ部分は本年度調査した地区を示す）

ぬ 地区名（学部名） 所在地 遥跡名称 迫跡の種類 迫跡の時代 備考

黙嬰北地区（法・文 ・教 ・大教センター） 熊本市中央区開嬰2丁1:1,10-1 黒嬰l!IJ追跡群 gs沿h| 縄文 ・弥生 ・

黒嬰東地区（教脊学部附屈特別支援学キ）） 熊本市中央区馬厖5丁H17-1 ・ 奈良 • 平安

2 黒嬰l:l<i地区（エ ・理） 熊本市中央区黒嬰2丁Pl39-I .'，I.1嬰Ill]辿跡li-F u瑶油I:
縄文 ・弥生 ・

奈良 ・ギ安

3 ぷ（町地区 （教脊学部附板Ilヽ・中学校） 熊本市中央区原町本J.5-12 点16［台追跡 集裕.t.11: 弥ll:::・近世

,1 城東地区 （教脊学i'fll附駈幼椎l9l) 熊本市中央区城束町5-9 熊本城址
城館址 ・熊本城1関 近Ill;
述追構

5 教fi学部新南部1此楊 熊本市東区新南部6「115-8 新1H部辿跡 散布地 縄文 ・弥生

1995年度の，→闘1tに
6 沿ii:•域閑境科学教宥研究センター 1•天m•J|i松島町大字合i11606 I 1ir/)、．bll塚 集落址 縄文 ・弥生 よって具塚でない

ことが判1リj

本；IE中地区（発生医学研究所、エイ 熊本市中央区本斗「2丁1-12-l
縄文 ・弥生 ・

7 杓 1て辿跡 散布地・集俗h1: 奈良・ ・'I傍安・
ズ学研究七ンター等） ・

中l!l:

本荘北地区（医学部附屈甜院 ・医学 熊本市中央区本荘l丁HI-l 
本）じ遺跡 散布地 ・集浴hi:・ 縄文 ・弥生 ・

8 （熊大病院敷硲地 古積 ・奈良 ・
祁等）

地遺跡） 、ド安 ・近代

熊本 市中央 区九，\,', ~和1 j• II 4ゞ庄逍跡
縄文 ・弥生 ・， 本荘南地区 （保健学利•等） 散布地・集落Jil: 奈良 • 平安 ・ 周辺逍枕

24-1 
9 | I I I t 

10 k.il．．地区（薬学部等） 熊本市大江本町5-1 ktJ:．辿跡1洋 官猜濯： 奈良 • 平安 周辺追跡

II 渡lJt地区（諜外括動施設） 熊本diilJilJむ1丁11l -1 大il．．迎跡 集落h1. 奈良 ・平安

12 吋溜毛地区（学生寄宿舎殷J.↓ii1舎等） 熊本市中央区黙嬰7T|」 、i•:ftl毛神社周 散布地 弥生 ・奈良 ・

辺辿跡群 平安

第 1章 本年度の言餡査概要
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図 1 黒貶町追跡 ・本庄追跡の位置と周辺迫跨の分布図 (1/25000) 

「II. 
..‘‘. --
1 /,¥l髪町遺筍群

2 本圧遺跡

:1 池l[IIU伏ば遺跡肝

I *h11遺跡群

5 1r遠追跡群

6 rr越 Ll J•¢

7 llti1liーノ 谷横穴群

8 -/谷ji'I跡
9 f’Irll横穴肝

Ill 舟Jり俎跡
11 舟l9IlI{il!I
12 .'P11,(1貨穴群

13 京町台遺跡駐

11 ,;,町2「U追閉

IS t次 i炉f遺路群

lfi I勺坪JI磁 跡

" *1付迅恥
18 I公的j且附群

l!l Ji (i茶111占in群
20,LIlIIIIIIIInin跡
21 り1度町Fitm遺跡群

2ど ｝iii茶山道跡

":, IUfii'I路
21 tI[lll1東中腹遺跡

2；； 『ヤi1毛涌IIJI{fぢ¥1地遺貼

21; hIIIII布2横穴群

27 ,）ヽ 柘ヽ瑣防

28 

29 宇ll'I毛神社周辺

30 1Jプト山遺跡

:11'目rlb¥il1iり
12'FIi1 EBin跡
.,:, 渡IJlj政跡II乍

:1.1 辻追跡

:1r. 新I}i部遺跡群

36 ［・糾迫肘：

37 熊本城跡遺跡群

38 i~l1'1 中学校校庭jn
3!) 新9、i敷滋tぷ
10 kt［白JIl追跡

41 大江遺踏群

12 1t1’I'• I速閉
ぶI llf1Ui!!rぷ軒
l•I 1/1鼠？叩n
•15 ,t晶町迫跡

It; 1li人9tri阻跡
17 北水前、，・遺跡

18 西水Ii"井町逍跡

19 水IIij円税 f跡
aO r;l!LIJ虎、”芹
51 沖水遺跡

52 旧分寺9芥

,:i iC/lti胡遺跡群

91 991水国府粁
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表 2 2011年度調査一跨

I 調査期日 調査番号 地点名 調査の種類 調査面狽 時代 迪構 ・遥物 I 

11 ・ 4 ・ 18 I IO I (!!．＼嬰1h)1IU1I(給水1；l込行改修じlt 立会濁ft 12,rl 迅構 ・逍物なし

4 ・ 19 

II ・ 5 ・ 30 I I 02 ( 4ふII: 中）阪学部）＆礎研究•1戒 A 棟とり 立会，凋介 6211! 追構 ・迅物なし

こわし .ll収配{·r-杵 1: •J( (8.2n-/) 

LI ・ 6 ・ l7 l l O 3 （！！愧昴i)倒木1姐J↓緊急 l?lt 立会溝1f. 6.6111 ii'.l構 ・迅物なし

ll ・ 4 ・ 6 I IO 4 （本荘北）臨l木l廷学教ffriJf究七ンタ ー 立会；凋究／ 試掘3l.21Tf 古代・ 近代 11:1,1:.ht ・浴城 ・ピット

ll ・ 6 ・ 21~ (i反称）f:f．iii’lり菜 発掘逍ft 発hII503.9川 1-．師器 ・須．，Ji．器 ・人,j・J・ .
11・9・22 多Qit.ilし1/jj：：f.}！fl'i 

11・ 6・22 I IO 5 (！!．！嬰1H)J11！蔵文化財，i'l介屯排水竹：取 立会溝介 3.511{ 辿構 ・辿物なし
設 1..1 i 

11 ・ 6 ・ 24 I I 06 （本；（I：中） l父学部）出礎研究 I•東 (A 棟） 立会濶介 1556.0,t rrl 占Jft．古代 ・ 溝 ・ピット

II・ 10 ・ 17-19 とりこわし I..'l[ 発掘，謁介 近Ill: 1:tli t¥)'1.. g[！↓り器

11 ・ 11 ・ l 

11 ・ II ・ 4 

II ・ 11 ・ 10 

11 ・ 11 ・ 21 

11 ・ 11 ・ 24-25 

11・11・28 

II ・ 12 ・ 9 

11 ・ 12 ・ 12-14 

11 ・ 7 ・ 5 I IO 7 (lX刹）II頃鎌TI削 1:•J~ 立会瀾1t 8.9ni 逍構 ・逍物なし

ll ・ 7 ・ 11 I I 08 (!!．I嬰．It)|i,t1f• 行）II{ ｝ il 施設改修「・'Ji 立会潤ィt 7 1. 3 nf (3 n1) 逍構 ・逍物なし

I I ・ 7 ・ JI I I 09 C.I.＼髪．It)Iな，I;-釦fI{JIl施設改修機械設 立会，→•関ft 50.711{ 逍構 ・逍物なし

11 ・ 8 ・ l 佃 l・・ • I[ 

11 ・ 8 ・ 5 

11・7・26 I I I 0 (!．I.I嬰．lt) ／iぶ：j’'じ念創i1ii/樹木シロアリ 立会、凋介 3.53n{ 逍構 ・追物なし

被，1f•よ柱緊急Jr.1. 杵え l..’lt

11 ・ 8 ・ 18 1111 (.9.＇.＼髪 l町也）I＇l然什学研究科研究棟 ・ 立会調1t 0. 4 6 n1 追構 ・逍物なし

理学部研究槻jif通路陥没等補9多」： •lt 15.21廿

LL ・ 9 ・ 21-22 I I I 2 (1父甜））店怜 ・閲Jfl整備 （第611引棟等支 立会逍1f./ 50011{ I I ; J (t．I’t • (t. 竪穴ft1,1:．h|：・溝状追構 ・

11 ・ 9 ・ 26~29 I収配線 ・配ff枠え）機械設（前 I?lt 発掘，一淵ft 近Ill: ピット

l l ・ IO・ 4 I・．師器 ・須．屯器

11 ・ 10 ・ 11 

11 ・ 10 ・ 26-28 

ll ・ IO ・ 31 

II ・ 9 ・ 21 I I I :l ( I~刹）），屈玲 ． J只J立膀 fiil （り361ii棟等支 立会；il1t/ 26483,n l l 12,J/J1f.J也．I.＇．I：と1,;J様
I：紆i凶線・配竹枠え） l．．)li. 発掘，l1介

IL・ 10 ・ 11-13 II I 11 (I父紺） ），屈ii?• 印J;び屯乞拙 （り36甜棟！が支 立会調究／ 184.81 n'l 古代 ・近Ill: { I:l,t:，Jli'? ・ i1li・ヒ・ット

11 ・ 10 ・ 17 隙配線 ・配竹科え）1蔑械設備 I..＇）［その2 発掘瀾介 辿物なし

ll ・ 10 ・ 18 

11 ・ Ii・ I 

11・11・11 

II ・ 9 ・ 20 I I 15 (.1.I．＼嬰北）ラグピー場横給水1i:hi9多ーr.1i Ii．会湛介 2311{ 追構 ・追物なし

11 ・ 10 ・ 24~27 I I I 6 (.'.I．I嬰．lt)文il；学部講義棟使1所増築等 立会溝介 2011-! 占代 竪火i1：屈址？ ・ピット

改修 1:·J~ 発掘潟介 IIjit 1;gi!i器ふ ・ tfi!J.（器；

11 ・ 10 ・ 24~25 l l l 7 (4q1：中）1反学部）よ促研究棟とり こわ 立会，逍~f. •l91.7n{ 迎構なし

Ll ・ 12 ・ 12 しに伴う 中庭樅iiil l：師器｝t

12 ・ l ・ 27 
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i 調査期日 調査番号 地点名 調査の種類 調査面机 時代 遥構・退物

11 ・ 11 ・ l5 111 8 （大ii:)堪柱支線撤l：：）女ぴ支柱新設 立会；謁究 0.、12rrl 逍構 ・逍物なし

11 ・ 11 ・ 22 I l 1 9 (I及紺）J/;:.幹 ・閃培整備 (Ill巾央診根棟 立会溝牡 ,10711-l 追構 ．j立物なし

II ・ 12 ・ M 等とりこわしに伴うよ1収樹木移植等）

12・1・17~18 l:‘l i 

II・ II ・24-25 11 2 0 (|}i1ii)）＆幹 ・閑Jj計登備 （第6病棟北側 立会瀾1t 728rrl 迫楷 ・迫物なし

.,,:};;.i11；とりこわし） l―. 1i 

11 ・ 11 ・ 28~ l l 2 l (.,！．＼嬰lti)），し幹 ・閑J紅削砂iii（圧外排水 立会調ft/ 7748 6 nf 縄文 ・弥生 ft『rJ-tl: ? ・ :I・. J:i'C ・ i悴．

12 ・ 6 ・ 4 訊と1iii’i}；) |.． ’l f. 発掘油1ft 1 1 1 J Ul. 7I，・代・ 溝状辿構 ・ ビッ ト• 土

11, JII: !VJ・近 」j'Li犬閑tWI・ illlJrl: (1畝）

現代JUJ 甕棺 ・縄文土器），'・• 土

tili器｝｝｝・クji!J!・4器｝ヤ・「’f

礫 ・黒ll/1！石チップ ・！！．1，

曜石片 ・礫塊石器 （敲

石 ？）

I I ・ 12 ・ 5 1122 （l父甜））砂'(-• 印 J文屯t iii （血液！！｛！射管： 立会，凋1t 165.5111 辿構 ・追物なし

到改とりこわし） I―.＇lt 

11 ・ 12 ・ 5 1123 (l}請ij) ）か詐 ・JijJJl.腋fiil('11庭支防樹 立会溝1t 2 1 6 ni 辿構 ・逍物なし

12 ・ 2 ・ 3 木撒l;) 1: ・1r 

11 ・ 12 ・ 9 1 1 2 4 （黒嬰北） 北地 lメ伐・r. tJ;｛外給水配1•；•Jこili 立会沿牝’t l.54nl 逍構 ・迅物なし

11 ・ 12 ・ 19.20 1 125 ()< i l...lt)．It 1"l l,tl j且 J;,i りi 哨~ 1ili (hi[昧&・ 立会濶1t/ 8.37ni l l I ・、(t 溝

タト,J:[） 1.．'l r. 発掘，;-o.1J1f. 上師器片 ・敲石 ．J{/ヤ

I I ・ 12 ・ 19 l 1 2 (j (kil..lt).ltl"I/,'，i辺環坑整備 （道路等） 立会調1f lヽ.77ni 辿構 ・辿物なし

I ; ̀ l t 

12 ・ l ・ 12 1 1 2 7 (I戻甜），股りil竹J'ilI東ポイ ラー室 卜‘レン 立会，klft 8.1 ni 逍構なし

配竹1也改修 l:1L 土師器｝ヤ

l2 ・I・ 16 1 I 2 S （ 黒 嬰北 ） 北地 1x: ft ·~t: ・ 1依他七 ンター 立．会 ,ii,~1花 5.22 n{ 逍構 ・迎物なし

I几iftP)カーヌ、nし"i1l多J1|！

12 ・ l ・ 17~18 I I 2 9 (I促~,:り ） J店幹 ，屈椛柩備 (Ill中央診税 立会湖ff./ 7160n1 叩rt.占代 溝 • 土坑 ・ ビ ッ ト

12 ・ I ・ 20 村iとりこ わし） l：＇li 発掘逍介 占イし□土岡ir.fi.紆n.'ど岱ふ ・

12 ・ 2 ・ 3 石製品

12 ・ 2 ・ 6-7 

12 ・ 2 ・ JG~l7 

12 ・ 2 ・ 20~21 

12 ・ 2 ・ 27 

11 ・ 12 ・ 9 I 130 （イi:il；中）1反学部）よ礎研究棟 (B.D 立会凋ft/ 1 lG9.6n-l 111 |ll：以降 溝 ・土坑 ・ビット

11 ・ 12 ・ 13~14 lii）とりこわし 1?lt 発掘；;l/j11: 土師器片 ・動物骨

12 ・ I ・ 24 

12 ・ l ・ 26~27 

12 ・ 2 ・ 8.15 

12 ・ 1 ・ 25 l I 3 I （ 以 IIIIl.J•1 地 ） 環JJ'l整備（法 1f1 i （呆護） 工事 立会潤．1t 9 1. 3 ni 追構 ・辿物なし

12 ・ I ・ 31 I I 3 2 ( I咲病 ） ),~り1？ ・ 屎槌恨 iiii （渡り廊下 C 立会瀾1t 1 4. 6 I lf 逍構 ・逍物なし

12 ・ 2 ・ l とりこわし） l？li 

12 ・ 2 ・ 6 

l2 ・ 2 ・ 8 l l 3 3 （本；／1：中）1公学部Illポイラー室改條機 立会瀾1t 116.511/ 辿構 ・辿物なし

械設1iill?li

12・2・16-17 I I 3,1 (!,1,1.嬰1ti)JII！学部l1fl1場整佃その他t1i 立会幽介 7・l7rrl u:I汗址もしくは溝と息

2 ・ 21 （そのI) われる追構プラン

遺物なし
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調査期日 調査番号 地点名 調査の種類 調査面積 時代 遥構・遥物

l2 ・ 2 ・ l6 I I 3 5 （黒嬰1ti)JII！学部(i])l場旅(iiその他7'.1t 立会，→J:iイt In-/ 追構 ・辿物なし

（その2) (121l811il 

12 ・ 2 ・ L6 I I 36 （！！．＼嬰Iti)PI！学部圃場牧miその他じlt 、［会淑イt 6 0. 8 n1 (I:．屈址か溝？

12 ・ 2 ・ 20-21 （その3) こl:r.lll俗枯I; ・ . aji i.［岱§}ヤ

12 ・ 2 ・ 20 I I 3 7 (！！.!，嬰 1❖i ) 理学部3サ館スロープ収設工9li I［会調介 I 15.6011! 辿構 ・逍物なし

12 ・ 2 ・ 27 I I 38 （字i・.{lt）建物名表示石・41.i.設irt 、［会、1り1t 0.4 9 ni 逍構・追物な し

12 ・ 2 ・ 27 I I 3 9 （黒漿lt.f也）施設名称サイン，設附 l口li II．会；i11t 0.63111 追構 ・辿物なし

12 ・ 2 ・ 28 l. I II (） (];し• lllr) j只J；℃咄冬{iii（社］葡閉冬{iiîS;)| :1i II．会淑1t I 8ni 追構 ・逍物な し

12 ・ 2 ・ 28 I I 4 I (）；［町）I;1坑柩i曲 （南fill)IJJII収）～l：1i 11:．会；閑介 20面 辿構 ・逍物な し

12 ・ 3 ・ 7 I I 4 2 （大il:）：屎 I’;i)Il植物lAl);！外掲示板設irt ＼［会，礼1t l.6ni 辿構・追物なし

1こ’li 

12 ・ 3 ・ 12 II 113 （本II：中）ガス供給施設J収枠 、9,：会，Uがft 2II.8I廿 辿梢 ・追物なし

12 ・ 3 ・ 14 I I 4,1 （本：11：中）エイズ学研究七ンター、生 I'［会，刈ft 7.5吋 沿i朴~ . j且1勿なし

命fti原研究 ・支援セン ター、動物'tti原

|｝t)発研究施設新館 実験排水枡i配符盛

り枠え l..1i. 

12 ・ 3 ・ 36-27 II 115 (I哭甜））駆玲.:i;!J;狂径fill（第6術棟とり ＼i:会湛イt/ 427.30111 古 (t.I I, I I I: 溝 ・」；坑・ ピット

12 ・ 4 ・ 2 こわし） 1：1i 発掘；Jll1t 以降 I:．師器片 ・甑の取手 ・

12 ・ 4 ・ 4 須、＇ぶ器片

12・8・21-23 

物解体11寺も破壊を免れた辿跡の存在に注烈を払う必要性

を実証した．建物の構造 （地下至の有無など）にも左右

され．確認される追構や而籾は決して多くも大きくもな

いが空白 をjlllめる手がか りとなるだろう ．

黒嬰北地区の1116調査地点はこれまで本調究が少な

かった周辺の地形について有力な梢報を得ることが出

米た．本調査地点の周辺では．掘i'iりが深く及ぶことがな

く， また建物に沿った工事のため建物建設時の掘り方に

収まる ことが多かった．本調1t地 点 で は 地表下約 lm

で古代の造物包含府が確認され．その1豆さが0.6~0.7m

と非常に状態も良好であった 2010年度の調究で． 50111

ほど北の地点は辿物包含｝料が表土として篠出しており ．

地山 （辿梢而）も浅いことが確認されており，法文学部

の北側の校舎付近に段丘が存在すると想定していた社

会文化科学研究科研究室試掘地点の成呆とともに．この

想定を補強する結呆である．

焦嬰南地区では．敷地西半分を中心に埋設物 （ガス ・

雨水管 ・汚水笠）の敷設工事を広く実施したこのため．

1121調査各地点での成果は広範囲において試掘を尖施し

たに節しい この中で 共用棟焦髪3北西部で．子供用

と思われる小型の甕棺が検出 されことは新しい発見で

あった．本地点より 北西に約130111.工学部研究棟 IJ-2 

の建設時の9704調壺地点において成人用 ・子供川の甕棺

が確認されているが西に1森接する共用棟黙嬰1建設時

の9601調査地、1!.，：では確認されなかったほかとくに東側

に臨域が広がる様子はなかった．甕棺出土地点の周囲で

は，甕棺の破片など他の甕棺の存在を窺わせるようなも

のは出土せず．現時点では単独で埋設された状況である

が 今後注慈が必要である．

このほか， Tti地区東部に位ii1,'.する園地および敷地外の

llill地では本瀾究は実施しなかったが辿梢而と辿構を

確認し．今後の事業の参考になる成果を得た．

各地厄における事業実施においては既往の調究成果

を参考として．スケジュール調整を しつつ対応した．本

年の調森成呆も．今後の事業実施に活用されるであろう．

ただし．本学の敷地が周知の地蔵文化財包蔵地であり ．

本調究以外にもほとんどの掘削を伴う事業においては立

会調究を必要とする．本年度．黒嬰南地区での碁it令・珠

境腋備事業では．調壺期間の関係上．多地点同時の調査

が不可避となり ．一部を業務委託する事態となった． l閲

係部署には再炭．本学の敷地が埋蔵文化財包蔵地である

ことに慈識を向けた事業計両を希望するとともに． •情報

の共有等辿携をとりながら本学の事業に寄与したい．
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IIー 1 黒髪北地区
よう指祁した．

(I又12・ 3参照）

1'（黒艇北）障害者雇用施設改修工事に伴う立会

調 査 (1108)

く調査期問＞

2011年7月11日

く調査面積＞

71.3面 (3111)

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

1咋害者扉用施設改修工liにおいて最も深く掘i'illする

樹木撤去とカ ーポート），し礎の掘削について立ち会った．

樹木撤去では地表下0.5mまでihlll'jljしたが．JII！土内であ

り辿構 ・辿物の検II'1はなかった．カーポート基礎部は地

表下0.6111まで掘j'jljした．但含l1,1と息われる黒色七li,1の

|．．而までの掘削であり ． J11!• L内に収ま った．辿構 ・辿物

の検出はない．他の」:•liは． これらより掘削深l文が浅い

ため文化財に影牌は、i!！［いと判断し．，t具屯に工事を進める

写真 1 カーポート基礎①作業風棗（東より）

写真2 カーポート基礎①掘削状況 （南より）
:ゞ4JP.1』”鳳’!U:、；

2.（黒艇北）障害者雇用施設改修機械設備工事に

伴う 立会調査 (1109)

く調査期間＞

20111PJJ 1111 ・ 8JJ 111 ・ 511 

く調査面栢＞

50.7面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

給水岱： ．桝設iiIt・ガス1守り）断工・liに立ち会った． 桝に

ついてはIII訥図に出りのみで具体的な記述がなかったた

め．熊本市に辿絡をいれ施 I：の許可の確認を取ったま

たガスの切断についても急速許可を得て施工 した．

給水管については各所でトレンチを掘り深さと土}¥'Ii

の確認を行 った ① 地．1.',I：では地表下0.5mまで掘削し，

水道狩からの分岐が11l能であることを確認した辿構 ・

辿物の検出はない． ②地、1,'.(では地表下0.6mまで掘削した

ニガ土と包含I¥¥1と息われる」：がプロッ ク状に滉在した状

態であった．この地．1,',1,．が 1‘・手になり蚊も深く ．他は浅 く

なるためjll！土内に収まると判断した ③地点の新設桝設

iiit部は4本の配符の l‘’手になる箇所で最も深く．地表―l‘•

0.8mまで掘削した．撤去した既設桝の掘り方と 他の批

乱により． jIIじIー：内であったこれより 南に延びる配行部

は地表下0.6mでニガ 1：が検出されたが．以南の配行部

は上手となり掘削深度はこれより浅いため．f襄韮に掘削

する ように指祁した．辿構 ・辿物の検出はない．

ガス箭は．当初①地．1.'.(．で確認した水道管であった． I中j

側へ広げると別に 2本の狩が検出され．中央が水逍狩で

写真3 ①地点作業風最（北より）

-.. 
- .・,.. 

， ぺ今, ． 
ベ—

9'  """'・ 

第Il.豆 調査の記録





、

図３ 黒髪北地区東半における調査地点配置図
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あった．深さはみな同じだったため．水逍符の分岐作菜

に影秤はないガス管の切断に必要な範囲と深さを掘削

して土）悴を確認したが文化財への影郭はなかった

写真4 ①地点掘削状況（北より ）

,.—’ 

写真 5 ②地点掘削状況 （北より ）

. ，-•も '. ‘抄．．す·ぷ... 
;.. :~ぺ'- 丘ぷ 午年．メ．t＇ • 一

ヽ•... . ， ． •ギ•
・- ¥ ；：北．そ・

．．．（．て．t
--~'' ' :"•.•· 

ら．’.i．位：→;,→
忍紹•—．下ど
均沢径っ

ご::'”

1'.“ ・ヽ Ii ，、， ．4;ぃこ

竺ぐ；
写真6 ③地点新設桝設置部掘削状況（南より）

8月1日は排水管の追加工事を実施した ①地点は既

設管を撤去 し新 しいものと交換するこlご事である 地衷 I‘.

0.65mまで掘削したがJ!I!..::L内である．辿梢 ・辿物の検出

はない． ②地点はプロ ック塀を迂回して新たに給水箭

を通すものである地 表下0.8~0.9mまで掘削したが

第rr章調査の記録

辿梢 ．辿物の検出はないニガ土と思われる七がプロッ

ク状に入っており ．地山までfil」平を受けている可能性が

高い．

写真 7 追加1②地点掘削状況 （西より ）

8月5日．給水管の追加工事を行ったいずれの地点

もこれまでの工事の深さを超えるものはなく ，埋土内で

収まった．辿構 ・追物の検出はない．

写真8 追加2②地点掘削状況（東より）

3.（黒箋北）五高記念館前樹木シロアリ被害支柱

緊急取替え工事に伴う立会調査 (1110)

く調査期間＞

2011年7月26日

く調査面積＞

3.53ni 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

五高記念館前に植 えられている松の樹の木製支柱が，

白蛾に佼食されている ことが判明し樹木および五高記念

館採全のために緊急に撤去 • 取替えすることとなった ．

全部で 8箇所ある支柱を撤去しおなじ場所に新しい支



柱を設骰するものである．撤去に際してはスコ ップで掘

り起こしたがいずれも直径が0.3~0.5m.深さが0.15

~0.3mと小さく浅い範囲に収まった新しい支杜はこ

のまま設樅した．辿構・辿物の検出はない．

写真9 作業風景（南よ り）

写真10 掘削状況（南東より）

-:-_・71¥.. . ~ 
、9.0.．．•‘ 澁已 •_. ・'ー：；'.・. :.: 
-; 

-こゥ

4.（黒髪南他）自然科学研究科研究棟・理学部研

究棟前通路陥没等補修工事に伴う立会調査

(1111) 

く調査期間＞

2011年8月18日

く調査面積＞

0.46111 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

黒貶北地区の全学教宥棟の一部で．汚水行の破州によ

り土壌が流失しll（{1没が発生しているのが確認されたこ

のため．汚水管の補修工事を実施した建物と汚水桝の

|lll．幅0.4mを深さ0.8~0.9m掘削したがいずれも建物

および桝の掘り方内であり 工事は埋土内で収ま った．辿

構 ・辿物の検出はない．

11 

写真11 黒髭北陥没箇所作業風景（現状）（北東より）

写真12 黒槌北陥没箇所掘削状況 （北より）

5.（黒斐北）ラグビー場横給水管補修工事に伴う

立会調査 (1115)

く調査期間＞

2011年9月20日

く調査面栢＞

2.3111 

く調査員＞

石丸忠利子．

く調査概要 ・結果＞

五甜記念館西側のグラウンド手前の道路における漏水

補修に伴う調査である道路表而に漏水が認められ． 2.2

X 1.5111.深0.3mの範囲でアスフ ァルトとバラスおよび

砂／杓部分を取り除き．地表下約0.6111で漏水箇所の配符

を確認したさらに配水箭周辺を地表下0.7111まで掘

り下げた．配管周辺はいずれも現水道箭埋設時の樅乱肘

であった．掘削箇所側而でバラスおよび砂府の下に自然

附と息われる黙褐色土,~を確認したが． 補修工事におい

てはそれ以上広げて掘削する必要はないことから．恨重

に工事をするよう指示 して立会を終了した．辿梢 ・辿物

ともに出土していない．

第n妾調査の記録
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写真13 作業風景（南より ）

写真14 漏水箇所掘削状況（南より）

6.（黒髪北）文法学部講義棟便所増築等改修工事

に伴う立会•発掘調査 (1116)

く調査期間＞

20lliFIO月24日～27日

く調査面積＞

20面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

工事に伴い立会調査を実施していたところ，地表下0.9

m前後で良好な包含陪を検出したこのため．熊本市文

化振典課に連絡をし，発掘調究に切替えた．

他含陪の1旱さは0.7mほどのI原さがあ ったが 逍物が

ほと んど含まれないことと， 上而において辿1翡が確認さ

れなかったため．追構而近くまで 重機に より掘削した．

辿構面を精介 したところ， 調在区西墜下で竪穴住居址

と息われる掘り込みが確認された．掘削を行ったところ，

明瞭な）未而は検出されず．底而は地山 （ニ ガ土）のプ

ロックのため凹凸が激しい． 他にピッ ト数個が確認でき

たがこれらも浅く形状は不明瞭であった．辿物は古代

第II章 調査の記録

土師器 ・須恵器が出土 した．

写真15 調査区全景（北より）

写真16 2号住居址掘削状況 （東より）

7.（黒艇北）北地区食堂屋外給水配管工事に伴う

立会調査 (1124)

く調査期間＞

2011年12月9日

く調査面積＞

1.54 n1 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

馬嬰北地区の南東部に位樅する北地区食盤の北側にお

いて． 漏水が発生 したため．熊本市文化振興課に許可を

取り． l心怠処似を行った． 2X 0.77111の範囲を掘削した．

掘削の深 さは0.5mである．埋士内に収まり．遺梢 ．辿

物の検出はない



8.（黒俊北）北地区食堂・保健センター西側ガス

配管修理に伴う立会調査 (1128)

く調査期間＞

2012年1月16日

く調査面栢＞

5.22面

く調査員＞

石丸忠利子．

く調査概要 ・結果＞

北地区食党南東地．t.I：と保他センター西地、1・＇．I：のガスihiれ

修理」叫である．

北地区食党南東地．I•Iiでは ． パルプの桝の南と北を3.3

X 1.2mの範間で地表下1.2mまで掘j'jljした． ガス鉗料遺U

設時に敷かれた111砂が0.3~0.5m（バルプ部分）輻で確

認できさらに管下O.l5m以上敷かれている状態であっ

た．掘削部の両端に但含IMと．思われる土壌 (II行い茶褐色

」：． しま りあり．やや粘性あり ）を確認したが辿構 ・

辿物は確認できなかったその上Jf1はいずれもJi![I:（黒

褐色七しまり緩い．粘性弱い）であった．

また．保健セ ンター西地点では．保健セ ンターll知の

メータ一部分につながる し8x0.7mの範囲を地表 ド0.5m

掘削した．掘削範1)11はすべてJ1ll1-:であった．保他セン

ター），騒礎脇にはガス鍛竹下には灰色の＃1j：砂が敷かれ．後

IIコンクリート を切断して掘削するが墜而の状況から

判断していずれも悔砂であると考えられるため施工を

了解とする．パルプより西側はすでに新しい塩化ピニー

ル↑汗で．交換の必要は ないため．バルプより保健セン

ター11!l}のみを交換する J:定である．辿構 ・辿物は11,1士し

ていない

写真18 北地区食堂南東地点作業風最（南西より）

心

写真19 北地区食堂南東地点掘削後（北より）

保健セ ンター西地点掘削後（西よ り）

13 
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9.（黒髪北他）施設名称サイン設置工事に伴う立

会調査 (1139)

く調査期問＞

20l2年2月27E

く調査面積＞

0.63111 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

くすの木会館前では，スロープ入口の西側の緑地梢を

試掘 した．0.3xQ.5mの範囲を地表 F0.7mまで掘削した

が盛土内に収ま った 辿構 ・逍物の検出はない．

体育館前では． 入口京側の緑地幣を試掘した．当初の

設ift位岡で排水符が検出されたため．0.2111ほど北へ拡

張した．0.7mまで掘j'jljしたところ．鉱含附を検出した

これ以上の掘削を伴わないため．本こl:’li・の際にはこれ以

l．．掘削しないよう注慈を促 し終了した．

写真21 くすの木会館前作業風最（東南より ）

回

体育館前作業風棗（北より）

写真24 体育館前掘削状況

＂＇ ．．
 

このほか図料館前人11の設置予定箇所は地上構造物

（階段）の 1てであ り，北地区生協入口東側も地上構造物

（石垣）の 上であるため． J里蔵文化財への彩苓限はないと

判断し施工よしとした．

写真22 くすの木会館前掘削状況 （東より）

':』 • 一--・----- -----•一・
． 

第 Il互網査の記録



一1Iー 2 黒髪南地区 (I各14・ 5 ・ 6 ・ 7 ・ 8参照）

1.（黒斐南）車庫給水引込管改修工事に伴う立会

調査 (1101)

く調査期間＞

201lif 4月18日・1911

く調査面租＞

12ni 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

共）11棟焦嬰 7西側の中央部より北へ．建物に沿って掘

削を行った．既設の水道竹を掘り II,1し．北へ輻0.6mで

掘削 した．途中0.5mの深さで地111が検出され． また コ

ンクリ ート基礎などが出てきたため．掘削深／文を0.2~

0.3mへ変更して緑地僻まで掘削を行った．’li・務｝11j車匝

内でば l.QX 1.9mの範l用でコンクリート 1未を撤去し．

既設の水逍管を探した．0.2mの深さで検II'1した．道路

横断祁では． 0.35mで但含！1'1や地111の土が検出される た

め．幅0.6m.深さ0.35111で掘削を行った．1li/1llと追路の

桜では溝をくぐるために0.75111まで掘削した．道路と緑

写真25 緑地帯掘削状況 （北より）

写真26 道路横断部 （南半）掘削状況 （北より）

l冒一

15 

地幣の桜では緑石をくぐるため0.6mの掘削を行った．

いずれも包含悩および地lllの掘削を行ったが．逍構 ・辿

物の検出はない．

2.（黒艇南）倒木抜根緊急工事に伴う立会調査

(1103) 

く調査期間＞

201111: 6月］711

く調査面租＞

6.6対

く調査員＞

大坪志子 ・イi丸恵`利r・・
く調査概要・結果＞

6 J J ll|］の集中袋雨による倒木の撤去に伴う立会調究

である．工学部2り館の北西部．II{｛和43年記念植樹のサ

クラを収り除く作菜では．南北2.0m. 東西2.lm. 東方

で深さ0.45m.北）jで深さ0.5mの楕円状に掘j'jljした 機

械実習工楊 Aの南西部のケヤキを収り除く作業では．

南北2.0111. 東西1.6m. 深さ0.7111で桁円状に掘削した．

根の乖直方向のイl|Iびは顕芳でなく ．掘i'illはいずれも埋土

内であり ．辿構 ・辿物の検出はない．細い根は．掘削内

で剪定して撤去し．J11！め））Jしを指示した．

写真27 工学部2号館北西倒木撤去作業風景（西より）

9”“ -、-;~;..~1 
,‘‘’ =]-、

写真28 工学部2号館北西倒木掘り上げ状況（北より）

第ll克調査の記錫
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3.（黒斐南）埋蔵文化財調査室排水管取設工事に

伴 う立会調査 (1105)

く調査期間＞

2011年6月22日

く調査面租＞

3.5吋

く調査員＞

大坪志子 ・石丸恵利子．

く調査概要 ・結果＞

6月11日および19日の裂雨によ る）斐巫なる建物床上没

水に対応するため．桝の設・iu：工事が行われることとなっ

たそれに伴う 立会調査である．埋蔵文化財調査室の周

りに巡る溝の南東隅に．新たに縦 ・横 ・深さ0.7mの桝

を設骰するため．深 さ0.9mまで掘り下げた．次にそ

こからT¥i束13.4mに位悩する既設桝に排水笠を接続する

ため．既設桝の手前部分を長さI.Om.幅0.3111.深さ0.75

mまで掘j'jljした．埋土はやや暗い褐色の砂）罰で．白川洪

水の砂附と考えられるいずれも辿構・辿物は検出して

いない．排水管埋設部分は深さ0.6m以上掘り下げない

ため．辿構は確認されないであろうと判断し．立会を終

了した

写真29 排水管掘削工事作業風景（南西より）

（南東より）

一

桝設四部掘り上げ状況

写真31 既設桝への接続部掘り上げ状況（北西より）

``  ... / ＊奮
冬 ‘，夕｀

・’ 夕 ．t••ふ

4.（黒髪南他） 自然科学研究科研究棟 ・理学部研

究棟前通路陥没等補 修工事 に伴 う立会調査

(1111) 

く調査期間＞

2011年8月18日

く調査面積＞

L5.2対

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

黒嬰南地区の自然科学研究科・理学部研究棟北側では．

建物に沿って長さ8.8111. 幅 2111にわたって陥没が発生

していることが確認された そのため．原因確認のため

に西側を若干掘削した．掘j'jljは．建物建設時に設骰され

たH銅と矢板による土留めの範囲内で行った．辿構・

辿物の検出はない

写真32 黒嬰南陥没箇所作業風景（西より）

自
，還

第n章 調査の記録
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写真33 黒褪南陥没箇所掘削状況（西より）

5.（黒髪南）基幹・環境整備（屋外排水設備等）

工事に伴 う 立会•発掘調査 ( 1 1 21)

く調査期間＞

20llif11月28|」～2012年6月4日

く調査面積＞

7748.6面

く調査員＞

大坪志子 ・イゴ丸恵利子．

中田裕樹・妹＇；村哲 也 （埋蔵文化財サポートシステム）

輿領友紀也．

く調査概要・結果＞

黒晏南地区rl1. T:咀南部を中心に実施したガス ・排水・

汚水等の整備事業である． J-•• tli範囲が広く植類が多岐に

わたる ため．施工期間を勘案すると 多地点で同時にエ

’li • 立会調査 • 発掘調査を進行せねばな らな い、状況と

なっ た他地区での事業がすでに実施中であり ．調裔員

2名体制では同時に3か所以上の掘削と調杏に対応する

ことは困難であったこのため．埋蔵文化財サポー トシ

ステムに補助業務を委託した．埋蔵文化財調壺セン ター

調査員およびサポー トシステ ムの調査員が工事掘削に1・

会い包含陪 ．辿構面の確認 ・検出を行い．サポート シス

テム調査貝立会箇所については最終確認を大坪が行っ

た発掘調査も大坪の指示のもと実施した．

範囲が広範にわたり ．調査地点も 多いため．調査実施

時に対処範囲を 8区に分割 し． 工事単位師に枝番号を付

した．報告は区毎とする．

第1I章 調査の記録

[ I区］

I I区の①②③④⑤は，雨水桝設附のために 2m四方．

深さ約2.5mの掘削を行った ①は地表下1.75mで追構而

（地山）を検出したが 追構は確認されなかった．②③

は予定の2.2mまでは現代埋土であっ た ④⑤は地表下

2.4-111で地山上に近い砂質土を検出したが追t1，I}は確認

されなかったいずれの地点においても追物包含陪が確

認されず．辿構面煎上まで現代J嬰土 （樅乱土）であり ．

追梢而も削平されている可能性がある．

写真34 作業風景 （南西より）

写真35 掘削状況 （北より ）

写真36 掘削状況 （北より ）
.:,.., c-; ・9’ ニヽ 一9・ -tゞ

- : ニテ•:.'七 ＿ 
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図5 1121調査地点配四図 (I区）（1/1000) 

んl,＼¥IIIIJ ^ —~'＾旦已三---- - - - -- - -- - -- 、
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研究実験棟

機械実習可こ場13

ア

I⑯ — -----

⑥ は．桝①から延ぴる配秤部である 地表下1.6mま

で掘削したが埋土内である．辿構 ・辿物のII'，土はない．

写真37 掘削状況 （北東より）

⑦は． 9 号館南西隅道路に設附する l:li水桝のための~Ii
削である．l.1111ほど掘削したがJI!!.土内である．

⑧ は．新しい共同溝への出入り 11の建設箇所である

地表 ,~ l.8 111 で辿構面 （地 II I)を検出 した精ftしたが

辿構 は靡 認されなかった
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写真38 作業風景（北より）

写真39 南半掘削状況（北より）

第11迂調査の記録
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⑨は，機械実習工場Bの南西隅の柚え込み辺りから逍

路に延ぴる調壺似である．排水管の細秤え工事であった．

工事の掘削深度である地上泊jより 1.6mまで下げたが

ヒュ ーム管挫設時の樅乱であり，埋上内である．

写真40 掘削状況 （南西より ）

⑩イ ンキュベーション ・ラボラ トリー北側の緑地俯に

汚水桝を 2つ設骰 し，配管する」立liである． 2 ml!..Y方，

地表下l7mまで掘削したが埋土内である．配管部も0.9

~l.3m掘削したがいずれも J1J !•土内 である．

写真41 桝1掘削状況 （南より ）

了:

写真42 南北管路掘削状況（南より）

第Il章調査の記録

⑪は，研究実験棟の中庭の汚水符路及び汚水桝の埋設

に伴う工事である．管路部分は既設智の掘り方までしか

掘削を行なわず包含府には逹 しなかっ た．桝部分は地表

下0.9mまで掘削し包含陪 を確認した これ以上の掘削

はないため．現状保存することとした．

写真43 掘削状況 （遠景） （束より）

写真44 掘削状況 （東より ）

⑫は．機械実習工場 Aの西側道路部分に雨水桝を埋

設するための掘iill工事であった． I⑤の北約10mに位岡

する I ⑤の調査結呆を参考に．2.2mまで掘削 したと

ころから立ち会いを行った．2.4mまで掘削したとこ ろ

で｛i少層を確認 し， 2.9m付近で黄褐色砂質土 を確認 した

工事の既定の掘削深度である3.2mまで掘削 した ところ

で茶褐色のやや粘質のある土を確認した この土はやや

混じりがあり，古代の土器を含むため．包含層や地山は

さら に深いと息われる．質褐色砂質土の直上までは中1仕

期の辿物を含む．辿梢は確認されなかった．



写真45 作業風景 （南西より）

写真46 掘削状況（北より）

⑬ は．雨水桝の埋設こl→．事に伴うもので I ⑮の東側に

位岡している．これまでに周圃の調究で堆秘状況が把握

できていたため 2m掘削 したと ころから立ち会いを行っ

た地上 位jより 2mの深さで耕作土と息われる賠褐色土

/f,1を確認した． さらに掘り下げ． 2.7mまで掘j'jljしたと

ころで地山と思われる黄褐色土府を確認した．辿構 ・辿

物共に出土していない．

写真47 作業風景 （南より）

‘’ 
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掘削状況 （地山土検出状況）（東より）

. .,. 

⑭は機械実習工J)）iA · B の南側道路沿いに雨水~llJ r.1'li: を

設骰西端に神i水桝を設ける工事である．i1とも深い桝の

祁分もで lmの掘削であり．埋土内であった．浅い管路

部分については文化財への影評は無いと判断し．施J→●

は問題なしとした．

写真49 桝部掘削状況（西より）

写真50 管路掘削状況 （東より）

て--—·―討

第n栞調査の記録
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⑮は， ⑬の東．道路の中央部に位樅する．雨水桝設附

のため，地表下3.3mま で 掘 削 し た す で に⑤ゃ⑬で確

認していたが 2.7111前後で地山と思われる 土が土Jf1を

検II'1したが辿構 ・辿物は確眩されなかった．

写真51 東壁土屈状況 （西より ）

の道路沿v ヽに汚水‘g• 9ど

ある ．幅1.2m. 深さ1.0111で掘削を行なったが }lll土内

である

写真52 東壁土暦状況 （西より ）

ゆは機械実習工場 Bの北側に設けた雨水桝を． 1①-

I②間に通 した雨水管に繋ぐ工事である．雨水管までの

箭路は地表―F"0.8mの掘削． 接続は既設管の上から繋ぐ

ため掘り方内である．包含府や辿梢 ・辿物の検出はなし．

写真53 作業風景（北より ）

第1I並謡査の記録

写真54 管路掘削状況（南より ）

写真55 既設管接続部掘削状況（東より ）

守寸`四窃ふ' --:= ... 之

、とこ-“'
、二"

[ II区】

①は」．．学基礎教育センター東側人口の道路下に雨水桝

を新設するため．4.4m x 4.4mの範問を3.5mす）』削するエ

事である現アスファル トとバラスの下 （地表下0.5m

地点）で旧道路而と 息われるアスフ ァル ト敷きを確認

し た 地表下1.1~l.8mで地山を確認したが．鋼管やU

字溝十．：行などの JJI!• 設に より． 大きく 削平を受けてい

る地点であった．郡七内および地山）怜表面で土[ili器片

写真56 Il①区掘削風景（南東より ）

z噌・
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図6 1121調査地点配四図 (IIIII IVVVII区）（1 /1000) 
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写真57 Il①掘肖IJ後（南東より ）

が数点出土した．u字溝によ って南側は削｀l；ーを受けてい

るが北西隅にl.8X0.35mの範囲で0.25mの深さを測る

士坑状の落ち込みを確認したさらに壁J(1j北西へ延びる

と考えられる ．辿物は出上していない．

②は工学基礎教育センター束側入口南側の道路下に①

圃様の雨水桝を新設するため．4.4X4.4mの範間を3.5m

掘削する工事である．掘削範lI1|）、］ は，建物晶礎のコンク

リート塊等のガラの埋設が浙しく．地l|」が確認された地

表下2.0mまでは．すぺて樅乱）1'1であった． 北西隅で樅

乱府の下府に II在い茶褐色 — | ••1汁を挟んで地山が確認でき．

地山上而から掘り込まれたO_tlx 0.3 x深さ0.35rnの土坑

を1払確認した． さらに西側セクション ）j|h］に延びる と

考えられるため．詳細は+rリlであるが． 1：坑底部で円殊

を1点のみ確認した．掘j'jlj範lJ廿東側は特に樅乱が顕著で．

地表下2.3~2.5rnで地山）r，1は0.05rn程度残して下陪の

,'．[!；灰砂）杓に達する追物は1'II ・I:していない．

ま た ① ～② |l}］に雨水狩を 設iiftする」―.’ltにおいては，

輻1.0mで掘削した結果．地表 1-・1.3mですべて現代の埋

上であった．追物は出土していない．

写真58 rr区②掘削風景（北束よ り）

第II章調査の記録

写真59 II区②西隅土坑掘削後 （東より ）

写真60 Il区②掘削後（西より）

③ は． ll|ぶ①ゃ② と同様に雨水桝新設のために4.4X 

4.4m の範囲を掘削］，-定であ っ たが掘l~IJ 範囲の西端か

ら1.15mの位骰に輻l.Omの共l,il溝が南北方向に地設し.-,-

おり，さらに 西側にも延びるのが確認できたため．新設

桝は共同溝の束illl1部分に設inする こととなった共同溝

の西側部分は地表 FO.9~l.0mでやや暗い褐色土の包

含附を確認し，地表ドl.2~1.6mで地山を確認した． 0．45

X 3.75mの範1)廿内に， 十．坑 3碁を確認すること ができた．

うち 2基より士師器片が1LI-l：している．共同滞西側はこ

れ以上掘j'jlj を行わないため． （J,~ft を終了した ．

共同溝束11IIj部分では東端から西に最大0.5m幅共

同溝から東へ0.9m1Jl/riの範間はJ肌上であり ，その間の0.9

~l.2m幅に本米の地府が残府しているのを確認する こ

とができた地表下0.9mでやや暗い褐色の包含）怜さ

らに1.2mで地111に達したその狭小な範囲の南祢りの

位骰で小刑の兜柁 （弥’l7．中期＊）が発見されたため発

掘調壺に切り粋えて調在を実施した．甕内部の土 に人

骨や辿物は含まれていなかった ま た 地 山 上 而 で 6甚

の士坑を検出し，地山直上で須恵器片およぴ上師器片が

出土している．



写真61 II区③掘削風景（南東より）

写真62 II区③西側土坑掘り上げ後（南より）

； 

写真63 Il区③東側土坑検出面 （東より）

gさレ炉｛伝ゲつ炉在 :,.，，・

7点1•― 、.• 1.' . -... 

一ー・ ー

':,,'.•.. ・.. . 
~ r -..... _ 

写真64 II区③迫構面検出状況（東より）

25 

写真65 JI区③甕棺出土状況 （北より）

写真66 II区③甕棺取り上げ後（北より）

④は． n Ix．．の蔽北端に設irtする雨水桝設irtのための掘

削である．共同溝が口 区③地、1ばから延びていると千想さ

れたため．東側部分の4.4X 2.2mのみ掘i'illを行った地

表 ド0.9mで包含附に逹し．1.2111で地 111上而を確認し．

北1'り）j向に1と方形状に並ぶ14個のピ ットを検IIlした．但

含悩JlI!_ |：内で縄文土器片および士師器片が数．•.'.,:出土して

いる．

写真67 II区④掘削状況 （南西より）

第 Il老調査の記録
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写兵68 II区④包含阿上面士坑検出面 （南より ）

写真69 完掘状況（南よ り）

べ・

⑤は．④の南に位骰する雨水桝設骰箇所である．掘itill

を進めると ．調壺範囲の北illil2/3が削平され． I中iil[Ill/3は

逍構l面が辿存していた．包含）門を粕査したのち追構1(1j

（地山）を検出 した．南西隅に．住居J1|：の一部と 思われ

る沿込みと ．溝状の辿構を確認した．辿物は土tili器の砕

片のみである．

写真70 ⑤完掘状況 （北より）

““ 

第II京 調査の記録

迫構完掘状況 （西より ）

⑥は．③の北1.7mの地点に小刑桝を設樅 し． そこか

ら⑤の掘り方南東部に新設する小堕桝まで汚水竹を繋げ

る工事である．桝部分は地表下1.25mで地山を検出した

が既設行で半分が破壊されており．残された部分でも

迎構は確認されなかった．管路は輻0.8111で掘削を行った．

地表―F0.75~0.9mで包含J晋が確認され．0.9~1.0m前後

で辿・t/1i『ii（地山）が確認．されるため．数mずつそれぞれ

の上而において辿構を確認 しつつ所定の深さまで拙削し

た．北半分で7個のピ ットを検出．掘削したま た．⑤

との接紬部では北東方向を向く辿構が確認された深さ

や⑤の成果を併せて考えると．住居J•Il -．の可能性がある．

写真72

写真73

多
ヽ

⑥中央部逍構面確認状況 （北より ）

,11 

⑤接続部追構掘削状況 （北より ）
..、ュ・―-、..,

. --



⑦は． II区①のl:|：i水桝設附個所から北に雨水狩を新設

するためのエ：jiで． 0.6X4.3mの範l1JIを地表下1.4rnまで

掘削したが南側3.5m部分はコンクリ ート 塊等の批乱

11'1で北 端の0.6x0.8111の範I用のみで包含／曽を確認する

ことができたその範囲では辿構・辿物はTi(1且認されな

かった．

写真74 Il区⑦掘削後（南より）

写真75 Il区⑦掘削後（南より）

....・ク；： ＿マ` ＿^．．．`
匹 グ・.、， 
‘‘̂. 

⑧は．IV区③ とIII双⑥の汚水桝1iilをつなぐ雨水秤新設

のための工事である． 0.8mx ll.7mの範囲で地表 F1.2 

~J.3mまで掘l'illした結果 雨水桝⑤から北に4.lmの地

}.'.,:で．包含陪から掘り込まれた土坑を確認した． l：坑J阻

-1:.から扁平な円礫 l．点が縦になった状態で出土した．包

含11,11}、1より土師器片．すり鉢等を確認した．

写真76 lI区⑧北側半分掘削後 （南よ り）

恵一． る
ぷ ；
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写真77 JI区⑧南側半分土坑検出面（南より）

写真78 n区⑧土坑半裁状況 （北より）

⑨は．③桝から⑤桝lli]の南北28111のうち ③桝窃りの

l7m分における雨水狩新設のための工事である，幅1.0

mほどで掘削を行った西0.3~0.4111は共同溝の掘り方

である．1．1mほどで追構而を検II'，したが辿構は確認

されなかった

写真79 JI区⑨中央部辿構面確認状況 （南より）

第n翠 詞査の記銭
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⑩は、0区③桝から⑤桝間の南北28mのうち． ⑤桝‘岱

りのIlm分における酎水狩新設のための工事である． 1.0

m輻で地表下1.2mまで掘削した結呆西側は0.3~0.4

mが共同溝の埋」：であるが束側で地山 （辿構而）を確

認した南から1.6m地点で直径0.3m.深さ0.48mのピッ

トが l基検出されたが逍物は出土していないまた．北

端で北東から南西ーに走る溝状辿構の南側の立ち 上がりを

確認した 北側は桝⑤の掘）］に含まれるが桝⑤掘削の

院住居JJI：と思われる掘り込みが確認されており． 一辿

のもの と椎測される．J見土内で石錘？，縄文土悩）［ 土

師器）＇I.を確認した．

]I区⑩南側掘削後
=:てが如

己約

：ふ苓た守安.... n•r· 9-..:. 

写真82 Il区⑩北端溝掘削後（東より）

第lI栞 調査の記録

!J)はガス管こじliである ③の南端から掘り 始め． ①

を通過してさらに 1竹iへ6.5m掘削 したそこから康へ 7

m IIlIがり．さらに南へ 5Ill掘j'jljした 深 さ は0.9mで

埋土内で収まった追構 ・辿物の検出はない

写真83 南北管路掘削状況（南より）

写真84 東西管路掘削状況（西より）

⑲は．Dの続きのガス管工事で更に南へ延ばした箇

所と． I14側へ(I|Iばして 9号館へ接続する工事である．深

さ0.8mの掘削で．いずれも埋土内で収まった．

写真85 東西管路掘削状況 （西より）



写真86 南北管路掘削状況 （北より）

⑬は． ③と①の間の雨水：i守 1 : •J i,である．樅乱で半分ほ

どが削 ‘|iされていたが地』ぐF0.8~0.9rnで包含/f1.1.2 

mで辿構而 （地lll）を検出した ①の北側2mの範間で

住｝,•:·J1l:と思われる追構を検出したが樅乱による削平の

ため全容や詳細は不明である追物はない．

写真87 迫構面確認状況 （東より）

⑭は．①の束側に小型の雨水桝を設irtし．東側の既存

桝と繋ぐ7:’liである．桝設irt楊所では地表下1.15mで

一部迎構而を検出したが辿構は確認されなかった．狩

路部分でも地表7‘• L35mで辿構而を確認したが既に削平

を受けており．逍構は確認されなかった．

写真88 作業風景（西より）

写真89 掘削状況（西より）

.“'：：:：：: ・ 9...．．.．． .．．..．.. 
c.-．．．．．.．" • ・ '＂．.．. ＂. " ・ • •,,,," ●疇冒．．．.．．"I:--―冨”..... 
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⑮は訊嬰共川棟3前の追路の南匝にあるT字路のコー

ナーに 2箇所雨水桝を設ii/1'.し．既設桝との接続をする―I:
’liである．桝設ii1i'.箇所では北は地表下1.6m.南は地表

臼．3111 まで掘削 したがともにJ~ll -I：で 符路 も J~I\ I・.内で

ある．辿構・辿物の検／1＼はない．

写真90 作業風景 （南西より）

写真91 北側桝掘削状況 （北西より）

第II豆調査の記録



30 

写真92 北側桝管路掘削状況 （南西より）

⑯は．ガス管の配符に伴う掘削工事である． n⑤の北

側4m付近を東西に掘削した．束の追路縁石から掘削し．

西へ 2m程で共同溝が検出された．深さ0.9~L.Omで掘

削したと ころで包含肘を確認した．既設のガス秤が埋設

されており．その掘り方のみを掘削し．包含JM部分に関

しては掘削を行わない」;’li・であったため．包含附は調査

せず．現状保存することとなった共同溝の西側は 5m

程掘j'jljした． 北側半分強はガス管の掘り方で既に撹乱

を受けており，南側には包含li1が残存していたが今回

の工事で削平するということであ ったため．調介を行う

こととした．辿構検1|＼の粘呆， ピッ ト一つを検／I・,1した．

埋士は包含）行のものと似ている ピッ トから辿物は出土

しなかったが．包含）iりより土器片が］、1~( 1 11..l している．

調究を行った部分を0.9m程南側に拡張したいという巾

し入れがあり ．縦 lmx横1.2mの範囲の掘削に立ち会っ

た． 0.6m掘り下げたところでガス管とその掘り方を検

出したそ こか ら0.3m掘削すると包含lr1の l・.1（11に耕作

上がやや被っている状態であった．7'．事の掘削深度がこ

こまでのため．包含陪及びに辿構而の調布はせずに現i)，:

保存とした．迫物は出土しなかった．

写真93 作業風景（南より）

第 I[迂調査の記録

写真94 包含屈検出状況 （西より）

写真95 追構完掘状況（西よ り）

は． II④ とIT⑤雨水桝を結ぶ雨水箭工事である．輻

0.6-0.75mで掘削を行った．調究区が狭長なため．3ス

パンに分けて調1tを行った．北側より 6m地点までを第

lスパンとした 北から2.2111までは桝の掘り方で．樅乱

を受けていない場所では地表下0.9-1.0mで包含1習を検

出した工事の予定掘削深度が1.35mであったため．

L.35mまで掘りドげたところ地山 （辿構而）の上面がわ

ずかにみえてきている程度であったそのため．追構を

壊す危険性がないことから現状保存することとした．

第2スパンでは． 6～llm地点までを掘削した． 9 ~ 

10111付近のガス狩の掘り方以外では地表下0.95-1.lm

で包含府を確認した，検1,1,1作業を行い．記録写真の撮影

を行った既定の］．35111まで掘削したが地山 （辿構而）

には逹しなかったため視状保存とした．

第3スパンは llm地点よ り最終地点までの掘削を

行った． llm-ll.5m付近のみ地表下0.9111で包含陪を

検出した．樅乱を 受けている箇所はそのまま掘り下げ．

l.lm程で包含附を検IIIした．既定の1.35mまで掘削した

が地山 （追構而）には逹しなかったため．現状保存とし

た．辿構 ・辿物は検IIIされなかった．



写真96 作業風景（北より）

写真97 第3スバン掘削状況（南より）

稔は．桝設imのための工事で． I]①に隣接する楊所で

長さ 2X幅1.6mの調究区であった地表下0.95mで他含

/1'1が検出された．これ以上工事による掘削が行われない

ため．現状保存することとした．辿構 ・辿物ともに検II,1

されなかった

写真98 包含屈検出状況（掘削完了） （東より）
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⑲は．共用棟黒嬰3の西側．⑰の南側に雨水桝を 2箇

扉股iiItする工事である．北側では地表 1‘.l.lmで他含11'1

を一部検出し．辿構l面ではビット 2つを検出 した．怜illil

では1.lmの深さで辿構而を確認し． ピッ ト3つを検II¥

した．辿物はない．

写真99 作業風景（北西よ り）

写真100 北側 ピット掘削状況 （南よ り）
心‘―••.

ぷ吝
’‘ -・ •. 

写真101 南側ピット掘削状況 （東より）

ー ，1

⑳は①と②の大桝を繋ぐ雨水狩 lこ ‘l~である地表 FO.9

mで包含府を検出したため．上而を籾在し辿構のイi!！世を

確認したのち1.4mまで掘削した．包含l汁内で収ま った．

辿物はない．

第Il迂調査の記録
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[ 1[区］

①は．ガス管の埋設に伴う掘j'jlj工事で．事務局本館西

側から総合情報基盤センタ ーの東側を結び総合•1,1i報基

盤センターの建物に沿うように設定された調杏区である．

調究区が長いため． 6スパンに分割した．

第 1スパンの事務局本館建物周辺では．掘削深度が0.4

mと浅く包含陪は検出されなかったその他の地点で．

樅乱を受けていない場所では地表下0.5mで包含府を検

出した．包含陪掘削を行い地表下0.6mで辿梢而を検

出した．辿梢と思われるプランを確認したがこれ以上

の掘削はないため現状保存することとした

第2スパンのうち．第 1スパンと接している地点より

栢報基盤センター束側駐車場の中央付近までは．地表下

0.5111で包含層を確認した．残りの部分では確認されな

かった

第3スパンでは工事の既定掘削深炭である0.8111ま

で掘り下げたが包含/V,は検出されなかった．

第 4スパンでは 地表下0.5111で包含府を確認した

これ以上工事による掘削はないため．現状保存とした

第5スパンは．地表下0.5111では近 l止期以降の耕作土

IMで． これ以上の掘削がないため現状1娘存とした．

第6スパンは．攪乱を受けており，包含f,1・地山共に

検出されなかった

写真102 作業風景 （第 1スバン）（北より）

写真103 作業風景 （第 5スパン）（東南よ り）

第 Il章調査の記録

写真104 包含屈検出状況（第 1スパン）（東より）
ーー・一一
電 ・I

写真105 包含層検出状況（第2スバン）（西より ）

写真106 包含府検出状況（第 1スパン） （東より）



写真107 包含府検出状況 （第4スパン）（北より）

写真108 包含屁検出状況 （第5スバン）（東よ り）

Ill②は．事務局南西の緑地幣に雨水桝を狸設する工事

である．緑地幣西部を全而的に掘削したが南側で共同

溝が検出されたため．共同溝より 北側の約2.3X5.5mの

範囲を調査した最終的に施工に必要な掘削深度が深く．

重機の掘削範囲を超える可能性があったため．西側 3m

ほどを先に調査し．後に東側に拡張して調査を行った

掘削の結果．地表下0.9mで包含｝f’1を検出した上而を

精査し辿構の有無を確認したのち．辿構而を検出した．

逍構而を粕査した結果．f凋究区幽側に溝状の追構とピ ッ

ト3つを検出した．溝状の追構は北西」南東方向をとり．

西側の溝の府は調査区外である．辿物は出土しなかった．

東側拡張部では， ピッ ト （樹根か） 1つを検出 した．

掘削の結果，辿物は出土しなかった．
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写真109 作業風景（西より）

写真110 完掘状況（南より）

写真111 東側拡張部掘削状況（北より）

③は．事務局本部 ・総合情報基盤センター ・工学部研

究ift料館に囲まれた三叉路部の．インターロッキング改

修工事である．既存のプロックを外し．下の砂を地表下

0.35mでならす作業である． 埋土内であり ．辿構 ・辿物

の検出はない．

第11迂 調査の記録
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写真112 掘削状況（南西より）

[N区】

①は工学部 1号館匝側にある桜の撤去である．樹木を

中心に2.5mll.!:I方を掘削した地表下0.8mで包含陪を検

出し． 1.0mで逍構面を検出したが．辿梢は確認されな

かった辿物の出土もない

写真113 作業風景（南西より）

写真114 追構面検出状況 （西より ）

第II章調査の記録

＠経）は ①の西側を工学部 1号館西側の中央付近から

質料館の南に掘削した汚水智工事である 地表下約0.8

mで包含府を確認梢査したのち辿構而を検出した．追

構而では数個のピ ットを確認掘削した．追物としては．

辿構而の直上で見曜石のチ ップと土器片が出土した．ま

た． ピット内か らも土器片が出土した

写真115 追構面検出状況 （西より ）

④は．②③の続きで南へ延びる汚水！i翌新設のためのエ

事である． 0.7X5.Qmの範囲で深さ1.3~1.35mまで掘削

した状態で地山上而に達した． 土坑を 3基確認したが

うち 2基は木の根による批乱と考えられた．縄文土器片．

こI沸ili器片． 須忠器）わが出土 している．

写真116 IV区④南側掘削風景

· ,. •一 ー一

写真117 IV区④南側掘削後（南より）



写真118 IV区④南側北寄り掘削後 （西より）

写真119 N区④南側南寄り掘削後 （西より）

}＿ ．l＂そク．．
ーィヤ ベヽ・ヽ'

屯 ．`↓々 ` ．，．． ア・・

し＿，＇沌況` 、江．、 濾透釦ぷ

⑤は．工学部 1号館北側から北へ延ばし．工学部研究

骰料館の東側までの間のガス箭工事である． lり館北側

の既設狩から． 骰科館西の既設管を繋いだ．掘j'jljは地表

Fo.6m程度で埋土内で収ま った．辿構 ・追物は無い．

写真120 作業風景 （西より）
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写真121 資料館前東西管路掘削状況（西より

写真122 1号館北南北管路掘削状況 （南より）

マ-`r...—- ---＿皐山直←こ勺-

⑥は．工学部研究狩料館南を東西に走 り．③へ続く汚

水管工事である．③の西には溝状のコンクリー ト構造物

があるため一旦ここま で掘削し． ③ と構造物とのIIIJ0.7

mは，工法を確認後に掘削したほぼ全域において地表

下l.Omで包含陪を確認したため．上而を粕杏したのち

辿構而を検出した． 辿梢としてはピ ットを数個確認した

が．形態がやや不正形である．辿物の出土はない．

写真123 作業風景（東より）... 

第11克 調査の記録
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写真124 造構面掘削状況（東より）

写真125 東端ピット掘削状況（北より）

ーー、.,.ヽ¥--̀  -．i- II 
•- ` '・ ~ -

¥ 

;isュ

：芯込・
ぷd•翠

心⑦は，工学部1号館と工学部研究骰料館の間に．汚水

岱を通す工事である．共同溝：状のコンクリ ート構造物の

北側に沿って施工 したため． 1'•分近くがこの構造物の掘

り）jであったそのため．確認した包含陪 ．辿構面は非

常に狭長であったまた調11:Iメを横断する配管が多いた

め，それらによる削平も荊しかった地表下0.8~0.9m

で包含府を確認 した 工学部 1号館に並行して東幽方向

に樅乱を受けているが調杏区の約30~40％程炭残存し

ていた．包含府を10~30cm掘り下げると．辿構而 （地山

而）を確認した．埋土が包含）；；りと 一致する 7つのピッ ト

を検出した．

写真126 東端掘削状況（東より）

第Il迂調査の記録

写真127 西半掘削状況（西より）

⑧は， ⑦の東端から事務局本部南西部にある緑地帯に

|；りかって北へ汚水狩を通す工事である調査区南側カ

ら0.97mの地点までは地表下0.9mで包含）屑を確認した

辿描がない ことを確認 し予定掘削深度まで下げたが，包

含）i，1内で収ま った．辿物も出土していない．管路がずれ

たため． 1/3程度南から西側に拡張した．包含罰上而の

確認後に掘り下げたところ，辿構而でピ ット2つを検出

した．包含陪の検出深度は，北ほど浅くなる．道路横断

部では地表下0.6mで包含陪を検出したさらに10~

20cm下げたところで辿梢而 （地山）を確認し， ピット 7

つを検出した．辿物は士師器片が数点出士している事

務局怜jillIl緑地哨「の共同溝北側は共同滞の掘り方で大半

はすでに撹乱を受けていた追構而（地11」）は確認でき

たが辿構は検出 されなかった

写真128 作業風景（東より）



写真129 資料館東側迫構掘削状況（南より）

心が二

写真130 道路・事務局南緑地帯部迫構掘削状況（北より）

•国•i-ふ ． ． ．、 一
` P I_! • :i念 →

⑨は．＠灯 の交．1位と なる角の東側 （内側）に新しい雨

水桝を設似し．工学部/iJf究ft料館南から1:li水1怜瑾すエ

・Jiである．桝はコンクリート構造物を一部破壊 ・撤去し

た箇所だった地表下1.3mで包含JMが確認され．包含

｝汁を掘削したところ辿構而でビットが 1つ確認された．

この桝か ら西への符路は0.4~0.6mの深さの掘削で

狸土内で収まった．辿物の出上は無い．

写真131 桝部ピット掘削状況（西より）
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写真132 作業風景（東より）

ぷでる

写真133 工学部研究資料館南管路掘削状況（東より）
9ー _ ：. -

⑩は． IV⑨の桝から口⑦付近までの雨水管及び雨水桝

設iilt1; •liである．包含）M · 追構 1頂確認のため． 3~4m 

前後の距離で北から分1illして調ftを行った．幅0.8m.

掘削深炭l.5mの掘削である．

第 1スパンは．J也表 Fl.2mの深さまで樅乱を受け地

山が削 ‘I;• されており ． 辿構は検II,I されなかった．

第2スパンは．地表 l:l.lmの深さまで樅乱を受けて

いたが包含lt1が10cm程残っていた．包含府の掘削を行い．

辿構而の検II¥作業をおこなった が 追 構 ・辿物共に確認

されなかった．

第3スパンでは地衣7‘-l.lm程まで掘り下げたとこ

ろで他含）I•1 を確認した． 辿構がないことを確認して他含

1t1を掘iliIlした．辿構而の検出作菜を行ったと ころ．ピッ

トを確認した上0ili器片が一、1!i.IIi土している．

第4スパンは地表 f0.9~1.0m程掘削したと ころで

包含附を検II¥した．但含/1"1の I:|（訳で．土坑l基と住屈址

と息われる硬化面を検出したこれらの掘削 ・記録後に

包含)¥'傾lり'illを行い．辿構Ifliで辿構検IIl,Iを行ったが．掘削

深炭が既定の深さに達していたため現状保存とすること

とし．第4スパンの］,¥lff.は終 rした．

第Il豆 調査の記録
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第5スパンは．調森l:lの半分弱は隣接する配管のエ耳i

の際に既に調査済みである地表下0.9111程度下げたと

ころで包含層を確認した．包含／税より土師器片が 1点出

+．している．包含｝罰を掘り下げて追構検出作業を行った

ところ．ピットと不明裕込み土坑を検出した．土坑は

第6スパンの方へ延びるため第 6スパン掘削時に完掘し

たそれぞれ埋土は包含）習の土に近似している．

第6スパンは地表 下l.0m程度掘削 したところで但

含｝名を検出した．調究区の 3割程度は隣接する配管の

事の際に既に調査済みである地表下1.4m程度で辿構

面を確認した第 5スバンで検出していた土坑の続きを

検出し．掘削を行うと． 土坑の下に 2つのピットを検出

した．これらの埋士はすべて包含｝許の土に近似していた

上坑より黒曜石片 1点． 石器（敲石と息われるもの） 1 

点．縄文土器片 2点が出土した． ピットの一つから士器

片1点が出土した

第7スパンは．調査区南端の桝を入れる部分以外は樅

乱を受けており，包含｝罹地山は検出されなかった．調

査区南端 より2mほどの地点では地表下1.7m程掘削

したため批乱を受けていない辿構而を検出したが辿構 ・

辿物ともに検出されなかった

第8スパンは ⑩の南端の桝を入れる部分を0.5m程

広げ． u⑦ に向かって 2m程掘削した．0.5m広げた部

分は地表下1.4mまで掘削し たが．樅乱を受けており ．

包含陪・辿描而ともに検出されなかった．

第9スパンは． II ⑦につながる部分で地表下1.2m

掘削したが前回汚水管を埋める際に掘削した掘り方と同

じであったため包含｝罰．辿構而ともに検出できなかった．

写真134 作業風景（北より）

第II章 調査の記録

写真135 第4スパン追構確認状況 （南より

写真136 第6スパン迫構掘削状況 （西よ り）
. - -・--

写真137 第7スパン遺構面確認状況（南より）

⑪は，雨水管及び雨水桝の埋設の伴う掘削工事である．

これまでの周辺調査成果より．桝部分の 4か所の調査の

み行い．枝番号を振ることとした．

IV⑪ -1は， 工学部研究賓料館南側緑地幣の南端に位

骰し， 1．3xl.5mの調査区である地表下0.9mで包含／罰

を検出した，調査似の北側は攪乱を受けていたが南側

では包含附が残存していた．工事の掘削深度が1.15mの

ため， その深さまで掘り下げたが地山 （追構而）には述

しなかった，辿梢・追物共に検出はない，

lV⑪ -2は．⑪ -1の北直に位樅する．縁石道路11ll)を掘
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削 した 1.2X l.2Ill の湖 1f. l?{ であ る • W⑪ -lと1Iil様に桝

を川［める工事の掘削で．掘削深度は1.15mであった地

d< f0.9mで包含）付を検出 した． 1.15mまで柿li'jljしたが

地山 （辿構而）は検1|'iされなかった．辿構 ・辿物共に検

II\ は無し‘ •

1¥1 II -3は．wー (ft)-2より北西に10mほどのところに

位iiltし．1.4X 1.3mの油11巫であった．批乱が深くまで

及んでいたため． ：l？liの既定の店jさである I.Omで包含

II＇’1を検II'， したそのため．現状保存で調介終 J'となった．

-4は．工学部研究？t料館の西側g£外機横にl.2Xl.3

mの範圃で調壺を行った 地表下1.4mまで掘りドげる

l:1ばであったが樅乱を深 くまで受けており也含附．地

111（辿構而）は検出されなかった．

作業風景（北東より）

IV(i 

写真138

写真139

｀ 

---，← 二ご五
⑪ -1掘削状況 （南より）
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⑫Iは，工事の妨げとなる樹根除去のための掘削であっ

た，掘削は0.4~0.5m程度と浅<, j」It土内で収まった，

写真141 作業風暴（東よ り）

-.. 1一-=-~ ,-＂葛

写真142 掘削状況 （南より）

⑬は．⑫に近接する楊所で既設のガス管の位骰及び

深さの確認のための掘削を行った．ガス竹より両側にパ

ケッ ト1杯分ずつ広げて掘削 したため輻1.7mで．長さ8

mの調介区であっ た．．Itil!lJより3.5111の地点までは0.5111

枷り ードげたところでガス竹を確認した．管を露出させる

ために．1守の両側は0.7111まで下げたが撹乱を受けて

包含附 ・地山は確認されなかった．

掘削状況 （東より）

おり ．

写真143

第Il.迂 調査の記録
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⑭は．ガス管埋設に伴う掘削工事である．共川棟焦嬰

4に沿うように北東側に位憐する逆 L字状をなす調杏

区である工事の既定掘l'ilJ深度は地表下0.8mであ った．

南北方向の調査区では包含層は検出されなかったが． 0.6

m掘り下げたところで辿構面を確認した東西方向は地

表下0.4m程まで掘り下げたところで包含陪を検出した．

包含）F1掘削を行い．地表下0.6111まで掘り下げたところ

で辿構面を確認した．粕査した結果 10基以上の杜．穴．

根穴など確認した工事の掘削深度が地表下0.8111で削

平を受けるため．調査を行うこととなった．辿構掘i!jllを

行った結果． 4つはピッ トであると息われ． これら以外

は．樹痕であると 息われる．包含附より須恵器片が 1点

出土した

写真144 作業風景（南東より）

写真145 東西 トレ ンチ東半掘削状況（西より）

第 1I章調査の記録

写真146 東西トレンチ西半掘削状況 （東より）

IV⑮は，ガス竹の埋設に伴う掘削工事で IV⑪-1~3 

に沿うように延ぴる調査区である．調査区が狭長なた

め． 13スパンに分',111]して調究を行った

第l.2スパンは，予定の地表下0.9mで一部包含陪が

検出した．これ以上の掘削がないため．現状保存とした．

第3.4スパンは．掘削が近泄期以降の耕作土までで収

まることが多く．わずかに投乱を受けなかった包含陪を

検出する程度であった．

第5スパンでは工事の既定掘1'ill深度0.8111まで掘削

したが近世期以降の耕作土｝罰までで，包含｝門には達し

なかった

策6スパンでは既存のガス箭が上に通っておりそ

れをかわすために掘削深度が1.2m程度になるため，他

の料路よりも深く掘削を行ったその結果， l 111前後の

深さで包含附を確認し． 1.2111程度掘削したところで．

地山を確認したが辿梢は検出されず，辿物も出土しな

かった，

第7スパンは 既定の掘削深度0.8111まで掘削したが

近枇期以降の耕作土／罰までである．

第8スパンでは既存の東西方向に走る共同り界を通す

ために 2mほど工学部資料館の方向に調究区を広げて．

共同溝を通す工事であったそのため掘削深炭が1.2m

程度になり．他の行路よりも深く掘削を行った． l 111ほ

ど掘削したところ．大部分は共同溝を埋設する際に撒乱

を受けていたが調査区南端より 0.2~0.3cm程度の幅で

包含｝罰が残存していた． 1.2m程度掘削したところで，

樅乱を受けていない部分では地山を確認したが追梢 ・

辿物は検出されなかった．

第9スパンは第 8スパンと共同溝を挟んで隣接する

調査区である共同溝にガス管を通す工事のため．掘削

深度はl.7mと深かった．掘削した箇所が共同溝の掘り
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)ii}、Jだったためl.7m下げたところで地山 （辿構1f1i)を

籠認した．辿構は確認されなかったが調壺Ix．．北咽I(liに

は地表 下0.95111で包含陪を． 1.05111で地Ill辿構I面を確

認した．その而より掘り込まれた追構も確認できた．

第10スパンは第9スパンと L字状に接して北側に延

びる調査区である． 0.8~0.9111程掘i'illしたところで包含

J1'1を検出した，但含／屑を掘削し． l.Omのとこ ろで辿構

而を確認し． ピッ ト3つを確認、した．辿物は出上しな

かった

第11スパンは第l0スパンから北に延びる』il1t1iであ

る．地表下0.9m程で包含翔を確認したが辿構 ・追物

共に検出されなかった．工事の既定掘削深炭に達してい

たため現状保イf・する こととした．

第12スパンは第11スパンより北側に延びる池1-Jf.区で

ある地 表下0.8m程で包含If1を検出した． 辿構 ・辿物

共に検出されなかった．

第13スパンは第9スパンより l；学研究骰料館の方向に

延びる調壺区である地表下］．2111程まで掘削を行ったが．

樅乱を受けており ．包含陪地111ともに確認されなかった．

写真147 ‘_、）
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況状出検屈含包ンゞース2
 

第

写兵150

写兵148 第10スバンピット完掘状況（西より

写真149 第11スパン包含腔検出状況（北より）

⑯は．⑮の続きでガス箭の狸設に伴う 掘削である．調

如 x：が狭長なため．5スパンに分割lして調布を行った．

如り方向に延びる第 1スパンは地表下0.8mまで樅乱

を受けており ．わずか幅0.2m程で包含肘が追イfしてい

るのを確認した． J勺定の掘）＇illは地表下0.9mであったが

ドの既設管を避けるためこれ以卜は掘削を行わなかった．

第2スパンでは地表下0.8m程炭まで掘削したとこ

ろで包含/(viを検出した地表 ド0.9mまで掘り ドげると

地111（辿構而）が確認できた．根穴と思われるものが

あったが明確な辿構は検出されなかった II'1士追物と

しては．包含附より縄文土器）「が2.i.'.UI¥」.:している．

第2スバン包含恩検出状況 （南より）

第3.4スパンは地表下0.45~0.6m程で包含！1'1を確

認した 第3スパンは 地表下0.8111前後で地111（辿構

而）を確認し村1介した結呆追構を確認した．掘削を

行った結果．近現代期の溝1条と．その下よりビ ットを

lつ確認 した．他は根穴の可能性が翡い．追物はII,1-t．し

なかった．

第n迂 訊査の記録
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写真151 第3スパン辿構検出状況（西より）

第4スパンは地表下0.9111程度で地山 （追梢而）を確

認できた．辿構や根穴と 息われるプランを検出したが，

これ以上の掘削は必要ないため．現状保存する こととし

た．

第5スパンは第 3スパン より西側に延びる調究区で．

ガス箭の樅乱を受けていない部分では地表下0.7111程で

包含／習を確認できたこれ以上掘削を行わないというこ

とで現状保存することとした．辿構 ・辿物は検出され

なかった

写真152 第4スパン追構検出状況 （南よ り）

は．雨水の配管設備工事に伴う掘削工事で． lJ⑤の

桝 とI¥I⑪-1の桝を結ぶ第 3.4スパンの調査を行った．

この調究区内の Il⑯.IV⑪-1と重複する部分は調介対象

外とした地表下I.Om程で包含／名を検出した．工事の

既定掘削深炭であるl.4mまで下げたと ころで地llIを確

認できたが辿構 ・辿物は確認されなかった

第rr章調査の記録

写真153 掘削状況 （南東より ）

・ よ轟•匹＾＂．｀ふし ＊上2阜琶てこ）,, 

写真154 迫構面検出状況（南より ）

⑱は． IV⑯の北端より西側に延びる潤究区で．ガス箭

の埋設に伴う掘削工事である． 2スパンに分割して調査

を行った

第 1スパンは 地表下0.45~0.55mで調査区西側か

ら中央部分にある U字溝の下までは包含層を確認した．

字溝より米側は樅乱を受けていた．検出作業の結果．

2つのピ ットを確認し．辿構掘削を行った．辿物は出」ー

しなかった

第2スパンは．工事の予定掘削深炭である0.8mまで

Fげたところで包含阿を確認したこれ以上掘削するこ

とはないため現状保存する こととした辿構・辿物共に

なし‘・

写真155 第1スパン作業風景（西より）



写真156 第1スパン完掘状況 （東より）

-

写真157 第2スパン包含府検出状況 （南より）

⑲ は．雨水管の郡設に伴う掘削工事で IV⑪ -3の桝

とIV⑪-4の桝を繋ぐ管路部分の調査である．掘削深｝文

は地表下l.0~1.2mで，樅乱を受けている包含府を検II'

したこれ以上掘削を受けないため現状保存することと

した．辿構・辿物ともに検出されなかった．

写真158 作業風景（南より）
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写真159 包含腔検出状況（南より）

写真160 包含屈検出状況（南より）

⑳は．工学研究質料館の西側に位iiIt し • IV⑪ -4の桝

より北側に延びる雨水舒の挫設に伴う掘削工事である．

掘削の都合上．第 1~4スパンに分けて調壺を行った．

第 1スパンは．調査区北隅の桝設骰部分で．0.8x0.8m

の規校であった 地表下1.0m程で包含附を確認した．

地表下1.3m程まで掘削したところで地山 （追構而）

でピッ ト2つを確認し．掘削を行った．

第 2スパンは地表下1.6m程で包含陪を確認した．

これ以上掘削を受けることがないため．現状保存とした．

第2スパンより共同溝までの区間を第 3スパンとした．

地表下1.2m程まで掘削したが．樅乱を受けていた．

第4スパンは共同溝からIV⑪ -4に接する地点まであ

る地表下1.5m程まで掘削したが，樅乱を受けており．

埋土内だった．

第Il章 調査の記録
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写真161 作業風景（北より）

写真162 第1スパン包含層検出状況（南より）

写真163 第1スパン追構完掘状況 （南より ）

写真164 第4スパン掘削状況（北より）

第1I章調査の記録

Pは．共用柚黒炭 4の西側に位似する倉廊 より延びる

ガス行の狸設に伴う掘削工事である． IV⑱ とも接してI,

る．調杏区が狭く長いため． 5スパンに分割して調査を

行った．

第 lスパンは．調査区の東端より鉄僻が辿設されてい

る部分までとした地表下1.9m程まで掘削したが．ガ

ス箭による樅乱を受けていた．

第2スパンは第 1スパンの続きからヒュ ーム管が埋設

されている部分までである地表下0.8rn程掘削したと

ころ で地山 （辿構而）を 確認 し． ピッ トを検出した．

ピットの掘削を行ったが辿物は出土しなかった．

第 3スパンは地表下0.8m程掘削したところで地l|＿l

（辿構而）を確認 し， ピッ トと上坑を検出した．追梢を

掘削したがいずれも辿物は出土しなかった．

第4スパンは．第3スパンより一部トンネル状に匹側

に伸びる調査区である 地表下0.8m程掘削したとこ ろ

で． 一部地山（辿構而）を確認した．批乱に切られた

ピットを検出したピットの掘削を行ったが．辿物は出

上しなかった．

第5スパンは．lV⑳の北端よりコンクリートが埋設さ

れている部分までの区間である．第 5スパンの北端より

中ほどまでは樅乱を受けており．地山 （追構面）は残っ

ておらず．地表下1.5mまで掘削したところで砂府を確

認した．中ほどから南側のコンクリ ート埋設部分までは

0.7111の深さで地111（辿梢面）を確認した．士坑のよう

に見えるプランを確諒し掘削を行ったが風倒木の痕跡

であったその他辿梢 ・迫物は確認されなかった

第6スパンは第 5スパンと第4スパンを結ぶ調奔区

である．第 6スパンには既設のガス箭が埋設されており．

その管の掘り方のみを掘削する工事であったため． jll!.:I::.

内の掘削であった．

写真165 作業風景（北より）



写真166 第2スパン逍構検出状況（西より）

.. ・-、;

写真167 第4スパン完掘状況（西より）

写真168 第5スパン完掘状況（南より）
... 
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⑫は．総合•Ii'灌基盤センター南側の道路を横断し．セ

ンター西の植え込みまで雨水溝を設樅する工事である．

地表下0.9mで部分的に包含府を検出したこれ以上の

掘削を行わず施工することとした．

写真169 作業風景（南より）

写真170 道路横断部掘削状況（南より）

写真171 植え込み西側部掘削状況（北より）

. -
- ～・夕 誓 ． 、 ..,. ..

第n姦調査の記録
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[V区】

①は．数理工学科研究棟mの東側植え込みの撤去およ

び整地の工事である． 5.0x2.5mの範囲 内で地表下0.15

~0.2mの深さで樹木撤去を行ったまた地表下0.4mま

で掘り下げを行ったがいずもれ埋土内に収まり，辿

構 ・辿物は確認されなかった

写真172 V区①掘削風景（南東より）

写真173 V区①掘削後（北西より）

・・・=-' .d 

己沿釈桑雫←詈農霞、、乞 ：図

②は1I③から 0⑯ までの間のガス管工事である．共圃

溝のような コンクリート構造物の西側に沿って掘削した．

幅0.6m. 深さ0.9mで掘削を行ったがすべて埋土内で

あった

写真174 作業風景（南より ）

第II章調査の記録

写真175 掘削状況（南より）

③は旧柏報処理センターの南東隅既設管と②を結ぶガ

ス竹工事である．幅0.6m. 深さ0.8~0.9mで掘削を行っ

た．包含陪上面を検出したがこれ以上の掘削ば必要な

いため，現状保存と した．

写真176 作業風景（南東より ）

シ

写真177 掘削状況（東より）

①は， 0⑳側に並行して 9号館東側を L字に囲む

ように雨水竹と桝を設樅する工事である．

大桝設協部では．地表下2.3mまで掘削した． 1.2X 1.3 

mの範囲で東側 l/3で辿梢面を検出したが追構は確



認されなかった．

小桝設骰個所では 地表下0.2mまで掘削を行った．

予定の掘i'ilj深度まで達したところ ． 近•Ill:の耕作士陪を確

認し．不走形の追朴Itと思われる掘り込みを検出した．埋

土は．包含陪の土と地山プロ ック （径5~40mm程炭）を

多く含んでいた． しかし．掘削した墜而に黒色土）r1がき

れいに廻ることから近世の耕作土直下の包含府の可能性

も考えられる．辿物は出土しなかった．

管路はいずれもこれらの桝より浅<.j1|［上内で収まった

写真178 桝部分作業風景 （西より）

写真179 大桝東壁土屈状況 （西より）

写真180 小桝部分完掘状況 （西より）

47 

写真181 9号館東側雨水管路掘削状況（北より）

⑤は． 9号館北東隅の縁石コーナーに雨水桝を埋設す

るための掘削工事である．縦0.8x横0.8mで深さ1.5mま

で掘削を行った．樅乱を深くまで受けており ．1.5mの

深さで調壺区の半分で地山を確認したが辿構 ・辿物は検

出されなかった．

写真182 作業風景（北より）

写真183 掘削状況（西よ り）

⑥は． ⑤ とII①雨水の桝を繋ぐ｛i翌路の掘削工事である．

調査区の大部分が樅乱を受けていたが 両端に包含府が

残存しており．調究区北西端では工事の掘i'ill深度である

第n迂 調査の記録
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1.3mまで掘り下げたところで鉱含屁を確認した．これ

以上掘削を受ける ことがないため．包含1r1以下を視状保

1fする ことと した．Ifi束端は．既設の桝を埋める際の掘

り方の掘j'jlj範囲に含まれな かった部分が． l．2mili|！削し

たところで確認でき ．辿構状の包含府土を検出 した．掘

削した結呆不定形のナ坑状になっ た ）jfl1)りの地山の 1：は

況入物が多く．一炭掘り起こした可能性がある．他含陪

より」潅Ii器片が 1点出土した．

写真184 調査風景（北より ）

写真185 包含阿完掘状況 （南より ）

写真186 管路全体掘削状況 （西より ）

⑦は．総合liJf究棟の西側の罪協楊の南側に隣接する通

路の Fに1:|；i水狩と桝を狸設するこL?li・である．輻0.85mで

駐輪場に 並行して駐輪場の匝端部辺 りまでは狩路を掘り ．

その先に桝部分の掘削を行った．狩路部分は 地表下0.8

m掘削 したところで既定の深さに達し．埋土内であった．

桝部分では．地表下1.2111まで掘削し．一部地山 （辿構

而）を確認した辿構 ・辿物は検出されなかった．

写真187 雨水管路掘削状況（西よ り）

写真188 桝部分掘削状況 （西よ り）

⑧は． V③の中程より 北側に延ぴる調査区で雨水川竹

路及び桝を設骰する工事である．竹路幅は0.8m. 深

0.8mで」とさ20m程度である．桝は 2か所あり，調究似

l lこ！程と 北嬬に桝 を配協する ．桝部分 は地 表下l..l5m.

1.35mである ，笠路の部分では既定の掘深炭まで下げ

たが． jll！土内であっ た．桝部分では南側の桝で．0.9

m程炭掘り下げたと ころで包含府を検出 した．l．15mま

吋屈り下げたが地山 （辿構而）は検出されなかった

北端の桝でも0.9mの深さで包含／界を検出 した掘り,-:

げると L.25mの深さで南側半分で地山（迫構而）を検

出したが追構 ・辿物は検出されなかった，

北側桝より 旧情報処理センターに沿うように西側に「4:j

水管の竹路掘削を行った．先の調究より この調査区周1J廿

では狩路の掘削深度である0.8111の深さでは包含／粋に到

第 1I立調査の記録



達しないことが分かったため桝部分のみ調'ltを行った

桝は旧情報処理センタ ーと百周年記念館の間の辿路沿い

に位附し．地表下1.25mまで掘削したが樅乱を受けてお

り．包含f1.地山ともに確認されなかった

写真189 調査区全景・北側桝部包含屈検出状況（南より）

写真190 北側桝部分掘削状況 （東より）

⑨は．患嬰総合研究棟南西側のT字路の南側角に雨水

桝を設irtする工事である．

桝は 1Illまで掘削を行ったが樅乱を受けており．包含

府は検出できなかった．桝につながる箭路部分は掘削深

炭が浅く，包含陪まではI司かないと予測できたため施工

良しとした．

写真191 作業風景 （東より）

49 

写真192 掘削状況（西より）

合̂
. ≪二．C• • 

翠き竺ヨーーユニ名•` 
⑩は． 雨水の配管設備工事に伴う柑l！削工事で以前掘

削した II⑤の桝と V⑧の桝を結ぶ調査l区である．工事の

既定掘削深炭であるlAmまで下げたところで．調布区

の大半は樅乱を受けていたが南1lll)の一部で地山を確認

できた．梢4tしたが．辿構 ・辿物共に検出されなかった．

写真193 作業風景 （北東より）

1rr er,”ー・・ ------7• 

写真194 掘削状況 （東より）

9 -
e- t ― 

:••` -マー

第II章 訊査の記録



50 

リは．旧情報処理センターの西側建物沿いに配管する

事である地表下0.45~0.6mの深さで掘削したが埋

土内であり逍構 ・辿物の検出はない

写真195 掘削状況 （北より）

― 
写真196 掘削状況 （南より ）

iヽi

[VI区］

¥I(①はペンチャ ー・ ビジネスラボラ トリー北東角に雨

水桝を設ii岱する工事である．既設桝を撤去し．1.1X I.l 

mの範囲を深さ lmまで掘削した．掘削は埋士内で収

まった．

写真197 作業風景（東より）

I 

第II章調査の記録

掘削状況（西より ）

②は．＼I[① とは道路を挟んだ北側． 9号館南側緑地帯

の端に雨水桝を設置する工事である． Llx 1.2mの範囲

を地表下l.Omまで掘削したが埋土内で収まった

写真199 掘削状況（北より）

翌ゞ攀虹ニ灼,.,,.•. ＾ ---
2 4、―’~~--'•• > z—•.. 、r.，.

＇凶9ヰ丘屯r..::tイ,...,・-
.，返

・ ク;,:::::,.~• --・ なしt-.
③は共用棟黒髪 3の南側にある緑地幣南東角に雨水桝

を設骰する工事である地表下0.9mで．近現代の埋土

から褐色土に変った．包含陪に類似したきれいな土であ

るが追梢 ・辿物は検出されなかったさらに1.3mま

で掘削したが．土層は変わらず辿梢 ．辿物は検出されな

かった．

写真200 作業風景（北東より）

ら
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写真201 掘削状況（北より ）

ヽ •"r.~
tナJ-．．．っ・9• 作-E'` ↑ {― 

譴ーた—9. ： • ;; 
9 :,• ぶ •~1\
・--r,・ 

ら:;:__ ~~~ 
:.'ヤ＇・?i・ i..., 
V•' 

且

し、` ，・.咋．;‘j  "．、i、.令 ，ヽ匹．ャ ｝ 
‘ヽ．叫 '!.;f費 ・

•. . • >. .

冷’’
.,.-. 
●看 ・乙‘ ・

’‘ 
①は． w②の北側に爾水桝を設ii1i'.する ―|:Lliである．3.5

X 3.5 lllの範囲を掘i'iIlした．』，ll1t区の南束角には既設の

桝があったため ． l/3f乱が悦乱を受けていた 地表 l ‘• 2.2

mで辿柑羅1iを検出し，精介した結栄．撹乱を免れた部分

において畑址を確認した． 4条の畝を(i(1認した 出土辿

物はない．

写真202 畝検出状況 （南より ）

⑤は．インキュペーション ・ラボラ トリ ーの北側． I 

⑩の南東側の迫路沿いに l:|:j水桝を設ii梵する工事である．

地表下0.8111まで掘削したがJ-11じL：内に収ま った．こ の桝

に繋ぐ箭路はこれより浅いため， h他l：良しとした．

写真203 作業風景（西より）

..：'で駅？一ローj

ぃ7

第1I章調査の記録

写真204 掘削状況（南より ）

， 

--]名互呟丘•1罵さ-ニニ．．~今
⑥は． w① とは道路を扶んだ北側の角に雨水桝を設樅

する工事である．既に共圃溝のような構造物があり ．そ

れを撤去 したのちに施工することとなった．工事範囲は

投乱内に収ま った

写真205 掘削状況 （東よ り）

⑦は，ベンチ ャー ・ピジネス ラボラトリーの北1111)，①

と⑤の間に位骰する道路沿いに雨水桝を設骰する」：事で

ある地表下l.Ornまで掘削したがJ』!+．内であった．

写真206 調査風景（西より）



写真207 掘削状況（北より）

⑧は．VI⑥ とは道路を挟んだ東側に雨水桝を設骰する

工事である地表下l.Omほどまで掘削したが埋土内

であった桝に繋ぐ箭路はこれより0.3mほど浅く．や

はりj.lli土内である．

写真208 桝部分掘削状況（南より）

-•一喧込ぷ上

写真209 管路部分掘削状況（南より）

53 

⑨は．工学研究機器センタ ー前西側の緑地帯にある汚

水桝を結ぶ管路の掘削工事である．調究区は長さl~2 

m.輻0.8m.掘削深度0.8mであった．掘削は埋土内で

包含陪 ・地山ともに検出されなかった．

写真210 掘削状況 （南より）

⑩は．工学研究機器センターの北東側道路に沿うよう

に埋設されている汚水箭の絋替え工事である． 工事の既

定掘削深度は箭路部分で0.9m.東端の桝部分で1.05mで

あった工事の既定掘削深度まで掘り下げたが埋土l}、J

で辿構 ・辿物共に検出されなかった．

写真211 掘削状況（西より）

位I区］

洲①は．共用棟黒髪3玄関前の南側緑地喘を南北にrt
き．黒嬰地区RI施設束側までガス箭を通す工事である．

全長40mの調査区の2か所にトレンチを設定して試掘を

行った共）廿棟黒嬰3南側緑地幣中央付近がトレンチ 1.

黙嬰地区 RI施設側が 1、レ ンチ 2である試掘の結果．

規定の深さ0.9mでは包含／音・辿構面には述しないと判

断した．辿構・辿物は検出されなかった．

第n章調査の記録
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写真212 トレンチ 1作業風景（北より ）

}ゞ

写真213

-. 
トレンチ 1掘削状況 （北より ）

写真214 トレンチ 2遠景（南より ）

写真215 トレンチ2掘削状況 （南より ）

i 'i 

1 

•.. 

ヽ

②は．ガス管の配笠エ:J;jj.に伴 う掘削で．共同製I;:(|酋濁i

西角付近から．工学部研究棟 Iの1¥iI}り隅に繋ぐエ4iであ

長さ1.3X幅1.5mで深さが1.2mであった．共同製

図室と共/fl棟黒嬰 3の間は地表下0.8mまで工学部

研究棟 I付近の緑地；附は地表下0.5mまで掘削 したが地

-1：内であった．工学部研究棟 Iへの接続部は既設符が4

本すでに辿っており ．挫乱を受けているため掘削深炭の

1.2mでは包含｝晋地山 （辿構而）は確認されなかった．

辿物の出上 もなかった

る

写真216

写真217

共用棟黒製 3東側掘削状況 （南より ）

工学部研究棟 I南西隅掘削状況 （西より ）

③は．共用棟焦嬰 3の南東．音糊凍験至の北西地点に

雨水桝を新設する 1：事である．lJX 0.8mの範囲 を地表

下LOmまで掘削したが．辿構 ・辿物は確認されなかった

また．桝③の新設箇所変更に伴い．北側隣地点を1.5X 

l.lmの範圃で地表下l.0mまで掘削 した．JlIl土は樅乱／r,1

であ った

第1I音 調査の記録
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写真218 VII区③掘削状況（南東より） 写真221

写真219 V11区③掘削後 （北西より）

V11区③掘削後（南西より）

ぞ‘ ...,. 1J. •• t拾出｀

④は③地点から共川棟．I！．濃3の建物）i向に延びる地点

（芝地 ・縁石 ・逍路の榜部分）の神i水桝新設」？liである．

1.2 x l.Omの範囲を地表 I‘.l.0mまで掘l'illしたが辿構 ・

辿物は確認されなかった．

⑤は．①から東の近路）協に伸びる地点 （縁石 ・道路の

様部分）のI:li水桝新設―l?liである． lJX 1.2mの範囲を

深さ 1.2111 まで掘削したが J』!•土はいずれも樅乱／科で，

辿構 ・辿物は確認されなかった．

写真222 VII区⑤掘削後（西より）

--., -
、ミ吋=---rご・・ム ー -_..,-;;._，....で—ュ益

⑥は．共川棟I!．!：嬰3の花而入り目からやや南西のU字

溝新設の-c・Jiである．1.5X l.lmの範囲で深さ1.0m掘i'ill

したがいずれも樅乱Kサであった．辿構 ・辿物ともに確

認されなかった

なお．桝1illをつなぐI:|i水狩については桝部分より浅い

掘削であるため．文化財への影押はないと判断し．恨重

に l―.’liを進めるよう指ぷした

写真223

vn区④掘削後（南東よ り

l~ 
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V11区⑥掘削後 （東より）
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⑦は． II区④桝から」ー．．学部 2号ffi手前にある既設桝ヘ

配水管を接続する工事である ．2.2X 0.6mの範間を工事

に必要な地表下1.2mまで掘削した ところ． コンクリ ー

卜塊や氾）王線が さらに 1ヽ方に土狩の J II !• 設が認められ．

すぺて埋土であった．辿物も出」孔．していなし．

写真224 Vil区⑦掘削風景（南より ）

写真225 Vll区⑦掘削後 （西より ）

-
⑧は．工学部 2号館西側の既設桝と D'．を 繋ぐ工事で

ある．幅0.6m. 地表 ―Fllm までi~li !'jljしたが既設竹等

があり埋土内であった．

写真226 掘削状況 （南西より ）

第Il章 調査の記録

⑨は，工学部2号館の北西側の緑石部に雨水側溝を設

骰する 工事である．輻0.8m. 深さ0.8mで掘削した．包

含It1上而であったため．これ以上の掘削を行わないよう

指示した．

写真227 作業風景（南東より ）

写真228 掘削状況（西より）

⑩は．雨水桝及ぴ竹の埋設に伴う掘i'illエLliである．共

）廿棟、！］且嬰3より南側に10m. さらにそこから西に 6m先

のマンホールまでのし字型の調壺区である． 幅0.8mで

掘削深度が地表下1.4~1.6mで掘削したが近 i止の耕作

土｝屑内であった．辿構 ・辿物は検出されなかっ た．

写真229 調査風景（東より）



写真230 南北掘削状況 （北より）
- ..,.,. .... 」

:-. -≪,;.. 

写真231 東西掘削状況（東よ り）

⑪は．共同製図室の北東に位骰し．既存の汚水桝と竹

の間に新規に管を狸設するエ市であった．掘削深度が1.7

mと深いため．4スパンに分けて調杏を行った第 l~

3スパン までは1.1~ 1.2mの深さで樅乱を取り除いて地

山を確認することができた精究の結果辿構 ・追物は

検出されなかった第4スパンでは． 1.7mの深さに屯

線が通っていたため批乱を受けており．辿構 ・辿物共に

検出されなかった．

写真232 調査風景（西より）
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写真233 第2スパン地山検出状況 （東よ り）

写真234 第3スパン地山検出状況（西より）

[¥1!1I区】

珊①は．水理実験棟南西隅で．南北と東西に走る既設

管の接続部を確認するため．Q.6Xl.lmの範囲を深さ0.75

mまで掘削 したいずれも埋土内であり．辿構・辿物は

確認されなかった

写真235 VIII区①掘削風景（南よ り）

---, l 
T - マ--1

浜 T ----,—→
・=・... -----, 

レ—

一
----,今ゼ，

し

第lI栞 調査の記録



58 

写真236 VIII区①掘削後（南より）

写真237 VIll区①掘削後（西よ り）

②は，水理実験棟北西隅で南北 （①からの接続）と

束西に走る既設符の接続部を確認するため， 0.6x1.5m 

の範囲を深さ1.3mまで掘削し たいずれもJ11ビ1-.内にJI

まり．辿構 ・辿物は確認されなかった．

写真238 VIll区②東側掘削後（西より）

第II互調査の記録

写真239 VIll区②掘削後（北西より ）

③は．防災実験棟の北西隅で東西 （①からの接続）と

南北の接続部を確認するため， lJX 1.9mの範囲 を深さ

1.2mまで掘削し たいずれも埋土l}、Jであり ．辿構 ・辿

物は確認されなかった

写兵240 VIII区③掘削状況 （南東より ）

① は， ③ を西側に延長するかたちで 1.7mx0.9mの

範間を0.3まで掘削したが浅い部分で軍気の既設線が

多く JI|！設されており，ガス管を確認することができな

かったため．この地、,.'.(での確認は1j111:.した．

Rは．防災実験棟西側の④から南に延びる既設狩の接

続を確認するため． 2.9x0.5mの範囲を深さ0.5~0.75m掘

削したいずれもj!［土内で．追棉・逍物は確認されなかった．

写真241 VIII区⑤掘削風景（北より ）



写真242 VIll区掘削後（南より）
斗

⑥は．水理実験棟南で既1fの雨水配符を確認するため．

2.0x3.0mの範囲をl.O~l.5mまで掘i'illしたが．配竹を確

認することが出米なかったいずれもJII[-L:l}、1で．辿構 ・

辿物は確認されなかった．

写真243 VIll区⑥掘削後 （西より）
-r̂-と r -・ってJ

⑦は．⑥から南に延艮し． 0.6xl.8mの範圃を0.8m掘

削した地点で配行を確認した．本地．•.'.(も JII!」：内で．辿

構 ・追物は確認されなかった

写真244 VI11区⑦掘削後（北より）
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⑧は． I．．学部!iJf究機器センターI中jil[llにガス管を埋設す

る l:!liである．幅1.4m, 深さ約I.Omで掘削を行ったが．

J』!•上内で辿梢 ． 辿物の検出はない．

写真245 作業風景（西より）

. i, 

写真246 掘削状況（西より）

I`  町ー-, I, 

. .., 

⑨は．防災実験棟の南西隅 ⑤の南側に汚水桝を埋設

する」？liである．掘削を行ったところ地表下l.lmより

l.8mまではJ11l|：．であった． 1.8~ 2mのところで砂lt1を

確認した．砂}f1は地山ではないが人為的な堆梢ではな

いようで河川の氾濫によるものだと考えられる． エ ’l~

の予定掘削深度の2.2mまで下げたが土に変化はなかっ

た．辿構 ・辿物共に出土していない．

作業風景（東より）

第1l章 調査の記錢
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写真248 掘削状況（東より

⑩は．汚水桝埋設に伴 う掘削工事で．狸蔵文化財調壺

センターの南側に面する道路に幅2.5m. 長さ3.5111．深

さ2.15111の調査区の掘削を行った．こI-．事の既定掘削深度

まで掘り下げたが現代辿物を含む地上であった

写真249 調査風景（南より）

写真250 掘削状況（南より

⑪は南地区ポンプ完の南側に排水岱を設iiりする工事で

ある ．南北と東西の L字に掘l'jllした南北部分では地表下

1.3mで地山が検出されたが．辿構は検出されなかった．

辿物の出土もない

写真251

⑫は， ＼lll⑨ とllmほど南東にある汚水桝とを結ぶ汚水

管の管路設骰に伴う掘削工事である．管路の掘削深炭は

2 m.幅1.5m.長さllmであ った地表下］．．4mで砂陪

になり ． 2mまで掘り下げたが包含屑地111ともに検出

されなかった．

さらにV111⑨ と珊⑩の桝を結ぶ岱路部分の調壺を行った．

管路の掘削は同様に 2mで，輻0.8mであ った地表下

1.4mでやはり砂層になり ．2mまで掘り下げたが包含府

地山ともに検出されなかったまた． ＼ilIl⑨ より 8m付近

から西側は樅乱を受けており， jliヒI：内であった．出土辿

物もない

写真252

掘削状況 （北よ り）

； 
1 

調査風景（北西より）
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写真253 南東部掘削状況 （東よ り）

写真254 VIll⑨ ー⑩問掘削状況 （西より）

⑬は． I冊⑩の西約 15m の地．•.'.(に ． I I il 様の汚水桝を設 ii','.

するための掘削である． i'；1;分的に は地表 Fl.7mまで

昭和28年の洪水砂と思われるl:Id色の砂のJI味'tがあり． 一

部では地表 Fl.3mで地111|．．の一次JIiifitと息われる褐色

（オレンジ色）の砂質士が確認された．逍構 ・辿物は検

出されなかった．

写真255 作業風景（東よ り）
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写真256 掘削状況（西より）

⑭は．珊⑩ と⑬の人孔を結ぶ調壺区である．掘i'iIl深炭

は東から西へ勾配がつくため1.9~l.6mであった工事

の既定の掘削深度まで掘削を行ったが．砂／怜樅乱を確

認したのみである．

写真257 作業風景（西より）

写真258 掘削状況（西より）

⑮は．センター前の追路沿いに位ii'i'.し．汚水竹埋設に

伴う馴'jl]J'事 で．＼ll⑬の汚水桝につながる地表下L.65

~1.9mまで札ll削した結呆砂陪までしか至らなかった．

しかし．説l.1t|X'．の中央より西側では地111に近い特徴を持

第n克調査の記録



62 

つ土を確認する ことができ今後周辺の調査をする際に

は注意する必要がある．辿物は出土しなかった ．

写真259 作業状況 （東よ り）

写真260 掘削状況（東より）

⑯は，衝腺実験棟の西側の通路からインキュベーショ

ン・ラボラトリ ーの南東隅に向かって北に延ぴる汚水管

の管路及び桝埋設に伴う掘削T．事である．調査区の幅l

m. 深さが管路で0.7m. 桝部分で0.9mである．既定の

掘削深度まで掘り下げたが，南側桝より 3111地点までと，

調査区北端の桝より南側に 5mの地、点までは撒乱を受け

ていた．残りの部分でぱ砂｝習（昭和28年の大洪水のもの

か）を確認した．包含屑辿構 ・辿物は確認できなかった．

写真261 作業風景（南より）

第 1I章調査の記録

写真262 掘削状況 （北より ）
c 

⑰は．防災実験棟の南側にあるポンプ付近に雨水桝・

雨水管を設闘し， さらに⑩ゃ⑭に並行して雨水節を迎 し．

⑬の南側にある既設桝に接統する工事である．

地下ポンプ付近の既設雨水桝付近では地表下2.2m

まで掘削を行ったが砂l科のみの検出で包含）罰 ．辿構の

検出はなかった． これより 北側12mの地、点を桝設悩のた

め地表下2.5mまで掘削し たがやはり砂陪である．管

路も砂l呂のみの検出であった辿構 ・辿物の検出はない．

⑨の南側を桝設個のために地表下2.3111ほど掘削したが

やはり砂附であるこれより．西へ⑩や⑭などと並行し

ー⑱の南西にある既設雨水桝までを．輻1.7m,深さ 1.6

~l.9m前後で掘削した．この40mのIi間は約 8mずつ

5スパンに分けて調査を行った．撹乱以外の部分では地

山に類似した黄褐色の砂質士を検出したが包含府 ・辿

構は検出されなかった 出土追物もない．

写真263 東側ポンプ付近掘削状況（北より）

f 



写真264 調査センタ ー前東側掘削状況 （西より）

写真265 調査センター前西側掘削状況 （東より）

⑱は．Jlll蔵文化財調査センター南西にある ゴミ樅き場

前の既設雨水桝と．その北側に埋設さ れている雨水箭を

繋ぐ工事である．1.0X 1.6mの範囲を地表下0.6~0.95m

まで掘削した．北端に既設の管が検出され．これに新設

の竹を落とし込む形で接続する追構 ・辿物の検出はな

し‘ •

写真266 掘削状況 （北より）
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6.（黒俊南）理学部圃場整備その他工事（その 1)

に伴う立会調査 (1134)

く調査期間＞

2012年2月1611・ 17「I・ 21日

く調査面栢＞

747ni 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

黒南地区東端に位irtする理学部圃場の移転事業である．

移設元の支l知や物の撤去の立会を行った．

lilll場北側にあった建物基礎については．北側 ・南側を

地表下0.4mまで掘削 した．基礎は0.4mまでの深さで

韮機で一部を破壊したところ簡易なつくりでこの深さ

までで十分撤去できる ことを確認した．1襄重に行うよう

に指祁した．

写真267 北側基礎撤去作業風景（南東より）
2し、・

写真268 基礎北側掘削状況 （北西より）

第11迂 調査の記録
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図8 黒髪南地区 （東部）における調査地点配四図 (1/2000) 
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写真270 北西通路試掘状況 （北より）

),~礎の近くにあった水逍についても．地表下0.'lm ま

で掘削して配笠や栓を検出したこの掘削深度で11'．水」：

•Jj.は行えることを確認した．‘|襄重に行うよう指麻した．

写真269 道止水工事掘削状況（西より ）

圃場内に東1囮に走るコンク リート通路について 北1llI],

中央部．南側の 3箇所で試掘を行った．通路はいずれの

地点でも30cmの屈さである ことを確認した， Jlll土内に収

まるので この深さで↑兵爪に撤去を行うよう指森した．

圃楊l't-i側に設附してある水梢の南側を試掘した．）割礎

は地』<|、.0.35mまでで，重機で抜く （転がす）方法で撒

上が11l能 である ことを確認したこの深さでh'utに作業

をするように指諒 した．

写真271 基礎掘削状況 （南より ）

'-V― ク、9
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移転元の畑の土の採取については地表下0.4mの深

さで訛き取るように指示した．

移転先については．包含l名・辿梢而が浅いことが1冴想

されたので試掘を行った．

蔽•も西側の畑地 1 では． 予定の地表下0.5m まで掘j'jlj

したと ころ．辿構面の直上でとどまった このため．こ

の畑地については所定どおり0.5mの掘削を行うよう指

示した

中央の畑地 2で は地表下0.4mで部分的に辿構而が

確認されたため．理学部担当者及び迎営基盤竹理部 （施

設担当）担当者と協謡し．掘削は0.4mまでとした．

最も東側の畑地3は．地表下0.2mで辿構而が検出さ

れた中央部では幅2.3mの住居址か溝と息われる辿構

プランを確認した このため．東側の畑地は協議の結呆

0.2mまでの掘削とした．

写真272 畑地3住居址確認状況 （南西より）

写真273 畑地2漉き取り状況 （北東よ り）
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写真274 畑地3漉き取り状況 （南西より）

7. （黒斐南）理学部圃場整備その他工事（その

2) に伴う立会調査 (1135)

く調査期間＞

2012::r 2 J J 1611 

く調査面栢＞

1 rri (1248ni) 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

撤去予定のフェンス基礎の立会を行った． 予定では地

表下0.45mまでであったが尖際には0.7m以上の深さで

あった．巫機での撤去を行うと．周囲の包含）杓・辿構而

に影押が出る可能性があるため．巡営基盤箭理部 （施設

担当） 担当者と協議をした結呆．」塙110.4mを除去し．

以下は現状のままとすることにした．フェンス外の石列

の撤去のため．深さを確認した地表下0.3m程度であり ．

、I襄重に作業するように指祁した）(ij|用の撤去予定の縁石

についても同様の指示をした新設フ ェンスは掘削が0.4

m以内であり ．文化財に彩押ないと判断した．

写真275 石列撤去 ・掘削状況（西よ り）

第Il菜調査の記録
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写真276 縁石撤去・掘削状況 （東より

8.（黒髪南）理学部圃場整備その他工事（その3)

に伴う立会調査 (1136)

く調査期間＞

201211=-2月16日・20~21fl 

く調査面積＞

60.80面

く調査員＞

大坪志子

く調査概要 ・結果＞

移設元圃場内の樹木の抜根の立会を行った．20本近い

樹木の うち，大きな樹木 6本について立ち会っ たいず

れも．周囲 を地表下0.4mまで掘削 しその後引き 倒す

方法をとり ．いずれも埋土内で作業を行う ことができた．

他の小さな樹木についても同様の作業を指示をした．

写真277 樹木①撤去作業風景 （南より ）

叫場西側のフェンス沿いにイ1lIIti,ll＇と桝を設i在するため．

北側から掘削を行った地表下0.6~0.65mで包含陪を検

出 した包含層か らは． 須忠器片 • 土師器片が出土 した

北から 一つ目の桝設樅部分では．地表下0.6111で包含層

を検出したため．精査を行い逍構がないことを確認して

第n．章 調査の記録

掘り下げた． 0.35111下で辿構而が検出され． 南半でtl・：居

址か清と息われる辿構のプランを確認した 工事はこれ

以上の掘Iljllを伴わないため．辿構はこのまま現状保存と

側溝掘削 1スパン掘削状況（南より ）

写真279 桝①追構検出状況 （南より）

南側にいく につれ．現地表而が低くなるため二つ目の

桝の部分では地表下0.6mで辿梢而を検出した，包含IP:

は削平されl耳さ は5cm程度と非常に薄くな っている．こ

こでは辿構は検出 されなかったこれより 南側では，攪

乱が多く．辿柚而を検出しても ．辿梢は確認されなかっ

た．南端の桝については既設のものがあ ったため新設

は中止とした．

写真280 溝掘削11スパン作業風景 （南より ）

- ．、
/ 



写真281 溝掘削11スバン掘削状況 （南より）
● ヽ ← 、

I 

, l 

9.（黒髪南）理学部3号館ス ロープ取設工事に伴

う立会調査 (1137)

く調査期間＞

2012年2月20EI

く調査面栢＞

115.60対

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

理学部3号館西北に位附する出人り 11に．

設iiやする工事である．

スロープを

スロープ設骰位irtの中心に．縦 li|！にそってトレンチを

設定し地 表下0.3mまで掘削をしたが．JIlば 内に収ま っ

た．辿構 ・追物の検出はない．階段 lこの設iiIt部分も．コ

ンクリ ート をはつったのみである．

配水管設間部分は．既設の桝に繋ぎこまれている既設

1・;：の上に乗せるのみである．表 LをO.lm程度除去した

ところで．既設竹を確認した．JII!.l：内に収まる追構 ・

追物の検出はない．

写真282 作業風最（南西より）

67 

写真283 スロープ本体トレンチ掘削状況 （南より）

写真284 排水管設四部掘削状況 （北東より）

第Il.章 調査の記録
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IIー 3 本荘北地区 （図9参照）

1. （本荘北）臨床医学教育研究センタ ー （仮称）

整備事業に伴う試掘•発掘調査 (1104)

く調査期間＞

試掘調査 2011年4月6日

発掘調査 2011年6月21日～9月22日

く調査面積＞

試掘調査 31.2m 

発掘調森 503.9面

く調査員＞

大坪志子 ・石丸恵利子．

く調査概要・結果＞

旧こばと保育園跡地の駐車楊にIM/;},+;医学教脊研究セン

ター（仮称）を新設する工事である．辿側に隣接する医

学部基礎研究棟建設工事に伴う 発掘調杏 (9601地点）の

際調資区の東端に．大学敷地として撒価される前に存

在した仙崇寺の藻が地表下 lm以下にはまだ残されてい

たことが確認されており，さらに東にも広がっている可

能性が高いと判断されたため試掘を行った調査予定地

の中央部にT字にトレンチを 2本設定して掘削を行った．

その結栄北部寄り東洒方向の トレ ンチ l (1.8 x 14m) 

では， トレ ンチ全休の 4~5肖lj程度の範囲で古代の造物

包含府を確認 した トレ ンチ 1の南に南北方向に設定し

たトレン チ2では， トレンチ北側に{liiかに古代の包含層

を確認したのみであっ たこれらの結呆から古代の辿

物包含爵及び追梢面は調査区北部に辿存しており， 而梢

としては全体の1/4程度と想定したまた発掘調壺を

実施する必要を確認した．

調壺は．計画建物周辺の外灯． 排水桝 ハン ドホール

新設などの計画建物／剖辺整iliiiのための掘i’jllから開始した．

計画建物北側の外灯新設部分で0,7m掘り下げたと ころ

で火葬骨の入った壷を 2点確認したこれ以上掘り下げ

る必要がないことから壷の取り上げのみ行ったまた北

西隅から西に延ぴる排水桝取り枠えのための掘削箇所示

は． 0.7m掘 り下げたとこ ろで一部黙褐色の古代の包含

)fliを一部確認したがこれ以上掘削する必要はないため．

現状保存とした．迫物 ・辿梢は検出していないまた，

北西隅ハンドホール新設（地表下2.0111)．東側外灯新設

（地表下］．4m)，南匝隅外灯撤去（地表下l.0m)．西側排

水管新設部分 （地表下0.7m)においても ．いずれも埋

+．で辿構 ・辿物は確認できなかった．

計画建物建設部分における発掘調査は． 1次掘削によ

り調奔区全体を厚さ0.6~0.8mを重機で掘削したのちに．

第II芸調査の記録

手掘りによる調壺を 1開始した南北方向に 4つのグリ ッ

トに分けて北側から調査を行ったが地表 f0.8m以ド

には調査Ix：全面に近代墓が広がっている こと が明らかと

なったダも1麻 木柁，桶棺な どの埋葬主体が確認され．

埋非関連施設は約430基を数えた埋葬の平而プランは

方形や長方形であり， 埋葬姿勢には座位，側臥仰臥を

確認することができたまた副葬品として窃永通宝や

天保通宝などの銭貨や泥而子などが多 く出士し，硲末か

ら明治期においての埋葬様式を知るうえでi'.t重な骰料を

得ることができた．さらにその下）邑では大半が墓戦に

よって破壊されていたが一部で古代の住居址やピット

を確認することができた．

写真285 追跡遠景（南より）

写真286 ST-11子ども埋葬検出状況（南より ）

写真287 STl 32,144坐位埋葬検出状況 （南より）
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写真288 ST-287仰臥埋葬検出状況 （西より）

写真289 ST149副葬品出土状況 （南西より）

写真290 住居址2完掘後 （南より ）

写真291 住居址3検出状況 （北東よ り）

第 I1章調査の記録

写真292 調査区南東砥道部分遠最（南より ）

2.（医病）中庭掘削工事に伴う立会調査 (1107)

く調査期間＞

2011年7月51-1 

く調査面積＞

8.9吋

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

附艇病院の中庭で陥没箇所が発見されたため．）J;UAI究

明のために掘削を行った． 陥没箇所を 中心に3.3x2.7m 

の範問を地表下2.2mまで掘削した近現代の埋土であっ

たが陥没のI原因となるような異前は発見されなかった．

さらに掘削を行い2.2mで丁度地山を検Illしたが，辿構

はなく掘削もこれ以上は行わなかった． Ill土辿物もない．

写真293 作業風景（北より ）



写真294 掘削状況 （北より）

3.（医病）基幹・環境整備（第6病棟等支障配線 ・

配管替え）機械設備工事に伴う立会 •発掘調

査 (1112)

く調査期間＞

立会調査 ：2011年9月21日・22EI・ 29日

10月4日・10月11日・10月26日

発掘調査： 2011年9月26日～29EI・ 10月27日

28日・31日

く調査面積＞

500111 

く調査員＞

大坪志子 ・石丸恵利子．

く調査概要 ・結果＞

総合研究棟 ，図粛購義棟の北側を東西に通るルー トを

東側から掘削した輻0.6m．深さ0.8111で掘削したが

埋土内であり辿構 ・辿物の検出はなかった西端で一部

辿梢而を確認したが，辿梢 ．辿物は検出されなかった．

写真295 総合研究棟・図書講義棟北側掘削状況（東より）

71 

総合研究棟東側を南北に通るルート を北側から掘削し

た．研究棟東側出入口付近で約3mの間で辿構而とビッ

トを検出したこれ以上の掘削は必要ないため．現状保

存とした．

写真296 総合研究棟東側掘削状況 （北より）

写真297 造構確認状況（北より）

図杏講義棟西側を南北に通るルー トでは．北側約30m

は俎気配線があり．新たな配管はその上を通すこととし

た南側約20mは所定の深さまでは埋土であった中央

約17mの間で良好な包含陪を確認したため．熊本市文化

振典課に許可を得て発掘調査に切り替えた．調究の結

呆，竪穴住居址が2illfとピッ トが約50個検出された出

土辿物は土師器・須忠器である．設備箭理棟南東隅付近

で西側へ分岐するルートの一部をあわせて調査した

精査の結果，ピット 2つを検出した西側のインタ ー

ロッキング部分は掘削深度が浅くなり，埋土内に収まっ

た．

第n章 調査の記録
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写真298 既設配線確認状況 （北より ）

写真299 調査区全景（北より ）

写真300 管理棟南側ガス管部掘削状況（東より）

写真301 管理棟南側配管東端部遺構検出状況（東より）

.ゞ.・・ 

ー’

第 JI葉調査の記録

入辿院棟西側の給水管切替工事は，既設筐の下にはさ

らに配管が通っており．掘り方内で作業が可能であるこ

とを確認した新規配箭部分についても ．包含附」濯iiで

掘i'illを止め．以下を保存とした．

写真302 給水管切替既設管確認状況（北より）

写真303 給水管切替掘削状況（東より）

人退院棟北側の排水漕新設部分では．南北7m．東西

2.3mの範囲を掘削した南側から南北輻l.8111部分は地

表下0.55111. さらに北側に幅2.2m部分は地表下1.5111ま

で掘削して終了 しも っとも 北側部分は幅1.3111でヒュー

ム管を確認した深さ （地表下1.6m)までで掘削を終了

した これらの部分はいずれも現代の樅乱）晋であった．

ヒューム笠の南か ら幅1.7m部分は．排水柏 を埋設する

ため2.5mまで掘り下げる必要があり． さらに掘削した

結呆 地表下2.2mで地山を確懃し．溝状の辿構を確認

したため発掘調壺を実施した．

その結果．南北方向に延びる深さ0.65mの溝状辿構の

西側の立ち上がりを確認した．掘削範囲が狭く．東側の

立ち上がり は調査区外に相当し南北方向にも広がると

考えられるが描かどうかの判断はできなかった．



写兵304
1111 , 

排水槽新設部掘削風景（北より）

I I ——し．＿＿ ．→ I I • ． 、1

写真305 溝状迫構掘り上げ状況 （東より）

4.（医病）基幹・ 環境整備（第6病棟等支障配線・

配管替え）工事に伴う立会•発掘調査 (1113)

く調査期間＞

201 ]'.Iド9月2111

く調査面積＞

264.83面

く調査員＞

火坪志子．

く調査概要・結果＞

机 ’|：は池気配線を 11的とした工事である が 配線ルー

トが1112調査地点と1lilじため．同一範圃内で 1?liを行う

こととした このため．調布成呆は1112と1lil様である．

5.（医病）基幹・ 環境整備（第6病棟等支障配線・

配管替え）機械設備工事その2に伴う立会・

発掘調査 (1114)

く調査期間＞

I,L会調査 ：2011年LOJ J I l ・ 17 ・ 18 H. J 1 J J 1 ・ 111□1 

発掘調壺 ：2011年lOJJ12 ・ 13日

く調査面和＞

184.81111 

く調査員 ＞

大屈詞・.

く調査概要・結果＞

73 

①地．I!．i:自家発直機室の北側を東西に掘削する沸分

（東il[l)で1112調介地．1位と接続）では西側半分では地111

を検出したが逍構は検出されなかった．束半分ではビッ

トや住｝叫11：と、思われる追構プランが確認されたため．本

調柏こ切り枠えた．調1tの結呆．近現代のものと思われ

る溝が1条と．古代の住居址 と息われる掘り込み．ピッ

トが検出された．

写真306 1114①調査区全景（東より）

②地点 ：設備管理棟南側のガスを｝敷設箇所においては．

1112調介地．1位の続きとなるが．掘削深l虻が浅く埋土内で

収まった．切断部分においては既設狩を検出し．作業に

必災な範囲お よぴ深さまでを ~l!)'jlj したが JllヒI： 内で収

まった．

管理棟南ガス管掘削状況（東より）

第1I豆調査の記録
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③地点：ガス管のりJ替のために既設竹を探す掘削 を

行っ た旧中央診療棟と外米等を繋ぐ廊 ドの西側地点示・

は東側の廊 I‘―沿しヽ に6.7X l.8111の範間で掘削を行い．

既設管を出すとともに 切枠作菜が行えるJ]）j所の確認と

必災分の掘削を行 った地表 l‘.0.7mまで掘削したが

JII!• - 1」内であり辿構 ・ 逍物の検／ li はなかっ た．

写真308 ③地点作業風景（北西より）

写真309 ③地点掘削状況 （北より ）

ク

④地点： MRI装骰棟南ill)地．I,＇．，：で も，ガス竹の切替の

ために既設管を探す掘削を行った地表 F0.6mまで掘

削したがすべて埋土内であり辿構 ・追物の検出はな

かった．

写真310 ④地点作業風景（東よ り）

第Il章調査の記録

写真311 ④地点掘削状況（南より）

6.（医病） 基幹 ・環境整備（旧中央診療棟等とり

こわしに伴う支障樹木移植等）工事に伴う立

会調査 (1119)

く調査期間＞

2ou1n1月2211・ 12月lLII 

20121F 1月1711・ 18日

く調査面積＞

407.0n-i 

く調査員＞

大坪志子 ・ ~ i丸忠利子

く調査概要 ・結果＞

移植先から枷1削を開始した． 旧救急棟前の①地点では

1.3 X 1.4mの範II廿を地表下0.8111まで掘削した． 中央には

鉄行が通っており． これ以上の掘削はない． j.ill土内であ

る． ②地点では1.7X l.7mの範囲を地表下0.9mまで掘削

した． 0.8mまでjll!.I；で，以下は砂11'7:であった．辿構 ・

辿物の検出はない． Ill救怠棟前広場の東端に位骰する③

地点は地下の貯水柏にあたってしまうため， この地点

での掘削は中 1I・.となった．

写真312 移植先①作業風娯（東より ）
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写真313 移植先①掘削状況 （南より） 写真315 移植元①作業風景

写真314 移植先②掘削状況 （東より）
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樹木移植元は．それぞれ幹の周囲を輻0.7m.地表下

0.7mまで掘削したいずれも埋士内で辿構・辿物の

検出はない．移植予定3本のうち， 1本は移植先を掘削

した結果支隙物が発見され．移植不可能となったため，

一且中止と した新たに移植先となった楊所③地点は，

中庭南側中央の地下暗渠施設の南1Jll)で． 1.5X 1.5mの範

囲を地表下0.7mまで掘削した．範l)月内には鉄箭やコン

リー トガラなどの支l令閥物が多く狸設された埋土であり．

辿構 ・辿物ともに確認されなかった．

移植元は．樹木周辺の3.4X 3.9m内で幅0.7m.地表下

0.9mで掘削した．埋土にはレンガやコンクリ ート塊を

多く含み． 一部で包含｝杓の上而を確認したが辿梢・辿

物は確認できなかったこれ以上の掘削は行わなずとも

樹木の根巻きが可能との判断から．‘|襄煎に工事をするよ

う指示して立会を終了した．
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写真316

写真318 移植元③掘削状況（南より）
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写真319 移植元③掘削状況

昨年実施していなかった樹木撤去7こ事を実施したもの

である．撤去予定の MRI-CT棟の北東関の 6本と． ,H

束隅の 1本を撤去するため．各樹木の周辺を深さ0.3~

0.7mまで掘削したいずれもJ!I！土内であり．逍構 ・辿

物は確認できなかった

写真321 樹木⑨撤去後（南東よ り）

第II迂調査の記録

7. （医病）基幹・環境整備（第 6病棟北側平屋部

とりこわし）工事に伴う立会調査 (1120)

く調査期間＞

2011年ll月24日～25E 

く調査面栢＞

728ni 

く調査員＞

大坪ぷ子．

く調査概要 ・結果＞

第61ii棟北側に付幣している乎）至建物とス ロープを撤

去する」；事である．

スロープについては周辺と 中央にトレンチを入れー

甚礎の底部まで深さ確認のための掘削を行った．

いずれの楊所でも．基礎部位部まではJill土内であった

ため．菜者には掘j'jljは基礎底部までで）;1,1囲には極力掘削

を1上げないよう禎重に取り壊すように指祁した．

写真322 スロープ中央作業風景（東より）

写真323 スロープ南側掘削状況 （東より ）

•'..., ．． 
• • . 、



写真324 平屋脇スロープ北側掘削状況 （北より）

｀ 

平屋については建物内部の）木にトレンチを人れた．

もともと盛土の」：に建てられており．現状地盤より上位

で取り壊し工事を行われることを確認した．追構・辿物

の検出はない．

写真326

.~ 
＇ 
... 

ヽ•
；ュタ知J,

平屋内試掘作業風最 （南より）

,·~・ ・`

がゞ“三ー ・`!,-:'"'. ・'・ 

平屋内試掘掘削状況 （南より）
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8.（医病）基幹 ・環境整備 （血液照射管理室と り

こわし）工事 に伴う立会調査 (1122)

く調査期間＞

2011イ1こL2JJ5II

く調査面栢＞

165.5対

く調査員＞

大坪必 j’・・

く調査概要・結果＞

建物北Ii射術の階段脇から掘i'illを1}fl始した．0.7m程I文

掘i'illしたところ．建物甚礎のI氏が確認できたこの深さ

まではj!ll|．．である．階段南側．および建物束側でも同様

であったため．これより上位で作業するよう指示した．

建物北側にある人）t!!桝については．地表下1.5mまで掘

削を行い．その後は大Jf,!！屯機で引き抜いた．tl!」：内で作

業ができたため．残り l枯の桝についても同様に撤去す

るよう指ぷした．追構 ・追物の検出はない．

写真327 作業風景（北西より）

(＇「クン ・

写真328 建物西側試掘状況 （西よ り）

1i 

.•` -9,j 

. i.. a. 

道』一
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9.（医病）基幹・ 環境整備（中庭支障樹木撤去）

工事に伴う立会調査 (1123)

く調査期間＞

201Ui=-12月5[ I 

2012年2月 3II 

く調査面積＞

21.G面

く調査員＞

大坪志子 ・石丸忠利子，

く調査概要 ・結果＞

血液！！せ射管理室1囮側の樹木撤去に吃ち会った樹木の

胤囲3X3m程の範囲を， 一旦地表下0.6mまで掘削し

撤去できる範I用の株 ・樹根を撤去した地中に深く入っ

ている根については．樹木北側をさらに地』ぐ下1.7mま

で掘削したちょうどこの掘削深度で辿構而上面を確認

したが，辿構は検出されなかった木の根は巫機で引き

抜いた．

旧中央診療棟 J(1129調壺ではlV区とした部分）の南

fl[IJ (II区とした西側）の2本の樹木撤去をおこなった．

北側樹木は．樹木周辺を2.7X3.05mの範間を0.6mまで

掘削し，南11[ll樹木は．2.4X 1.8mの範lJ廿を0.6m掘削して

撤去したいずれも狸土内で，辿物は出土していない．

写真329 作業風景（北より）
I' -, ． -・ ~ 

写真330 抜根後状況（東より）

頑極函，~·

I 

第Il章 調査の記録

写真331 旧中央診療棟南樹木①撤去後（北より）

マーー／，

写真332 日中央診療棟南樹木②撒去後（南より）

; 1 

10.（医病）設備管理棟ボイラー室ドレン配管他改

修工事に伴う立会調査 (1127)

く調査期間＞

2012年 l月12日

く調査面稲＞

8.］面

く調査員＞

石丸恵利子，

く調査概要 ・結果＞

ボイラー室ドレン配管の詰まりおよび老朽化に伴うエ

事である．共同溝裏（南側）からポイラー室土間の北側，

地 1汀翡水梢にかけて，幅0.6mで掘削を実施した，共同

溝裏 （共同溝とボイラ ー室間）の5.0X 0.6111の掘削範囲

内には，雨水や汚水管， ガス管などがJ-lll設されていた，

改修される廃水竹下まで地表―F0.75mまで掘削したが，

埋上はすぺて前述の設樅工事の山砂による狸め土であっ

た，

共同溝東側においても， 1.8X 0.6m. 地表下0.65m掘

削したが埋土内で辿構 ・辿物は確認されなかったま

た士問の北側においても， 6.0x0.6111の掘削範囲内に



使）lJ済の鋼管やガス管．水追行がJliじ没しており ．地表下

0.7111の地点で 一部包含Ii,1を確認した辿構は検出さ

れなかったが土師器片を数点確認した ・1立後に地下

ぢ＇！水柏束側の配箭の接続部改修のため． 0.8X 0.4111の範

囲を地表下0.4mまで掘削した この状態で改修工事は

可能であることから．これ以上の掘i'illは行わなかった

J!li土内にとどま り．辿構・ 辿物は確認されなかった．

写真333 作業風景 （南東より）

写真334 土間北側掘削後 （東より）

写真335 地下環水槽東側掘削後（東より）

1乏ミ・
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写真336 共同溝裏掘削後（東より）

11. （医病）基幹・環境整備（旧中央診療棟とり

こわし）工事に伴う立会•発掘調査 (1129)

く調査期間＞

2012年 1月17LI・ 18日・20日

2012イド2月3日・ 6日・ 7日・ 161::I・ 17日・ 20LI ・ 

2 l l-1. 27 11 

く調査面稲＞

716.0m' 

く調査員＞

石丸忠利子．

く調査概要・結果＞

建物撤去および周辺整備に伴う工事である．建物基礎

の撤去樹木 ・フェンス支柱 ・縁石 ・アスフ ァルト等の

撤去に伴い立会をおこなった．建物ごとに区分けして実

施した

[ I区］

MRI•CT 装iiIt棟お よびその周辺を I 区とした ． 建物碁

礎外周に沿って．北側 ・東側 ・南側の 3方而を輻0.9~

l.Omで掘削した．捨てコン底部が確認できる翡 さ（地

表から拾コン下までが1.05m)まで掘り進めた．掘削範

囲は．いずれの楊所も建物基礎を建設するときの埋土内

であった．建物南西部の掘削範囲内で樹木移植の際

(1119調査地、1位： 本調査区の東側芝地）に確認されたコ

ンクリートとレンガの塊と同じ状態のものが確認された．

東方の芝地部分から続くものと考えられるが．西側は建

物基礎で切断されている．辿構 ・辿物は確認されなかっ

た．

建物敷地外周を廻るフェンスの撤去は．土填の掘削を

行わず．巫機によりフェンス支柱をま っすぐ上に抜き取

る方法で行われたため．掘削は埋土内に収まり．文化財

への影押はないまた．フェンスに沿った低木撤去にお

いても．フェ ンス支柱と 同様に重機で抜き取って作業し

第11迂 調査の記録
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た．根は深くイlllびておらず．

あった．

掘削はいずれも埋土内で

また南側の左伍両l"l扉撤去においても． Il'l罪の基礎

(0.5mWり方 x0.7m深）はフェンス (0.2m四方 X0.4m深）

よりも人きかったが，凪機による引 き抜きで作業を終了

した． l,f!辺の土穣はやや盛り上がったが周辺の 1：壌は

いずれも埋土であった．建物東の芝地の縁に敷かれた緑

伍撤去では．0.5X 2.5111四方で確認したところ．緑Ti1;・ 

は）I』[さ10cmの捨コ ン，バラス が敷き詰められていたので．

工事に よる文化財への影粋はないと 判断したいずれの

場所においても辿構 ・辿物は確認されなかった．

建物粘礎撤去においては．その一部でコンクリート）よ

礎をはがした状態でその下陪の状態を確認した．捨コン

の Fには砂利が 5cmオ＇l！炭敷かれており． この砂利を残し

た状態で埋め戻し．これ以上の掘削は必要ないため． •t孔

前に「.’liをする よう指示して立会を終 l’したただし．

今後地表下l.lm以上の掘削工事が必要な楊合は．，淵1t

が必災となるであろう．

礎外周北側掘削後（茄上し

写真338 I区基礎外周東側南半部掘削後（北より ）

第 lIf.I 調査の記録

写真339

写真340

写真342

I区基礎外周南側東半部掘削後（西よ り）

／ン ＇

I区基礎外周東側北半部掘削後 （南より ）

マ.... 
.-..." 2 

I区基礎外周南側西半部掘削後（東より）

u ,、-―、}: ，べ4i
．芯了―lh
―i 

I区低木抜き取り状況 （南東より）



写真343 I区門扉西側基礎抜き取り後（北東よ り）

i 
：ヽ▲ 

写真344 I区基礎下確認状況（南東より）

[ JI区］

旧中央診療棟ー1の南側の基礎2本の撤去工事の楊所

をII区とした．基礎内側 （建物内部）はすでに1米―flm

掘り込まれている．南側より ．染に沿っては幅0.7mX 

2.0mの範囲を0.3m（地表―n.3m)掘削したこの地点

で梁の下に敷かれたバラスや砂利が確認できこれ以上

掘削せず内側に倒 して撤去するため．文化財への彩椰は

ないと判断される．

基礎周辺は．梁から1.5111X南北長さ9.5mの範圃を掘

削 した． 基礎llり にはフューム符がJ~［！設(」 •• I面で地表下2.0

m)されており ．わずかに0.1~0.2111の幅のみ地衷下］．4

m地点で地山）けを確認 した．辿物は・・確認されなかった．

基礎下には捨コ ンが敷かれており (1舎コン下場が地表―I;•

2.54111:これより 下は地山の下で灰緑砂lr1)．地山を掘

り抜いている．

南側基礎 （幅l.8111. 北側も 1汀）様）は． 1.5X 2.8mの範

囲が甚礎梢築のための掘方であり．拾コンは基礎端から

南側に0.3111，束側に0.4m.北1111)に0.4mの範訓に確認で

きる．北側基礎は．捨コン幅は南が0.53m.東が0.45m.

北が0.15mである．北側については．掘り方内に巫機の

バケットが入らないため地山を掘削する ことになり ．こ

の部分についても文化財を調究したが追構・辿物は検

81 

出されなかった（地表下l.3m)．その後さらに下への

掘削を許可して作業をつづけた．捨コンは必淡な範囲の

掘削後にそのまま流しこんだ状態であるため．捨コンと

地山の間がほとんどない．捨コン下はすでに地山下IM

（その下の砂附）に達しているため．文化財の残存はな

いと判断される．

本立会においては．建物内部は現状で掘削を行わない

ことから未調査であるただし槌而の状況から．地表

下1.2m以上の掘削の場合は地11」に達する可能性があり ．

調査を要することとなるであろう．

写真345

写真346

写真347

II区掘削風景（東より）
_, 

]I区基礎間地山残存状況（北東より）

ぷぞお、さ鬱益て一....

II区基礎捨てコン上掘削後（南より

第11克 調査の記録
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写真348 II区北側基礎外側地山検出状況 （北より ）

【m区】

旧中央診療柚ー2の基礎周辺撤去工事の拗所を ll区と

した． 建物外周部の南側は． 0.9m幅で建物上屋壁面に

沿って13.0m掘削し．地表下1.7mで捨コン上部を確認し

た．0.9m幅ではすべて埋土であっ た東側については．

建物上屋の槌而から0.8111は基礎の外端に達せず，さら

に外側に0.8m（計l.6m幅）の部分まで広げた範囲を掘

削した結果地表下1.9111で捨コンとその下の砕石を確

認した北側については．1.2X 13.0111の範囲を地表下1.4

mまで掘削した建物外）iF1部においては．掘削したいず

れの場所においても辿物・辿構は確認されなかった．

建物内部については．本棟が MRI-CT装骰棟同様に

総掘りに よる平而状の一体型基礎梢築であるため． 一部

2.0 X 1.5mの範囲でのみ捨コンおよび砕石の下に地山）杓

を確認したこの而において辿物 ・辿構は確認できな

かったこの高さは地表下1.8mに相当 し．本来の地山

上部はすでに削平を受けている可能性が高いなお，捨

コン除去後これ以上の掘削は行わないことか ら現状 保

存と した

また．建物南側の樹木4本の撤去作業もおこなわれた．

西から1.3X l.6111の範囲を深さ0.3111, 1.5 X 1.5111の範囲を

深さ0.3m. 3.6 x 2.3mの範 1狙を深さ0.6111. l.5x2.lmの

範囲を深さ0.5mまで掘削して樹木を撤去したいずれ

も埋土内であり．追物 ・辿構は確認されていない．

なお．本区においても ．地表下l.5111の部分に地山l杓

が残存するのを南側セクションで確認したため． 該当範

囲の掘削を要する際は注窓が必要である．

第II章調査の記録

写真349 ill区建物外周南側掘削後東寄り （西より）

写真350 ill区樹木撤去後 （南東より ）

i・ 

写真351 ill区建物外周北側掘削後（東よ り）

写真352 ill区建物底部検出面 （西より）



[N区］

旧中央診療棟ー1.の基礎周辺撤去工事の場所を 1V区と

した．旧中央診療棟ー 1とII」中央診療棟ー2の間を南側

から掘削した結栄基礎Ililは0.6111程しかなく．旧中央

診療棟ー 2側は地表71.75mですでに上部が削平されて

いると考えられる地111」.:.i(ii（捨コン下の砕石下部分）を

確認し．旧中央診療棟―l側はさらに深く掘削されてい

ることを確認したまた．基礎構築時の余掘りも非‘m・に
狭く．狭いところでは0.2111程炭しかないことが確認で

きた．旧中央診根棟ー 1は．独立払礎のフーチングによ

り構築されているため． フーチング間は必要以上に掘削

されておらず文化財が残存している可能性が高いこと

も分かった

そこから続けて． ILi中央診療棟ー1の南東隅の基礎撤

去のために周辺を掘削した結呆．本工事で残す南側の基

礎との間には包含府は残存していなかったが西側につ

いては基礎間に地111]杓を確認することが出来た．北から

2番目の基礎と 3番Hの払礎Ililにおいては．すべてjll［土

であり．そこから南北方向に延びる．東から 1番目と 2

番目の基礎II!]および2番目と 3番目の基礎fli]もすべてJ.ill

土であった．辿物は出土 していない．

確認の結呆． i立も北側の基礎と 2番目の基礎の間と．

北から 3番目の基礎と一番南の基礎Ilil（防火水槽が設骰

されていた東側以外）および基礎南側 （建物外周部）で

地山陪の残存が確認されたため．発掘調査を実施 した．

調査の結果．溝および複数の土坑やピットを確認するこ

とが出来た．古代土師器頒忠器．石製品などが出土し

ている．

写真353 !V区西側スバン掘削風景（北東より）
,- I 
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写真354 W区南東隅および中央基礎間の地山確認面 （南より）

写真355 IV区西側スパン中央部分掘削後（南より）

写真356 N区北東隅から中央基礎間の南北掘削後 （北より）

写真357 IV区北側スパン完掘後 （東より）

第II尭拇査の記録
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写真358 N区建物外周南側スパンの西側掘削後 （南より）

写真359 W区建物外周北側堀削後（西より）

写真茨氾 W区建物外周北側スパンの東側掘削後 （南西より）

第II章調査の記録

12. （医病）基幹 ・環境整備（渡 り廊下 Cと りこ

わし） 工事に伴 う立会調査 (1132)

く調査期間＞

2012年 1月3]日・ 2月1日・2月6H 

く調査面積＞

14.6面

く調査員＞

石丸恵利子．

く調査概要 ・結果＞

旧救急棟から11:1中央診療棟ー2をつなぐ渡り廊下を撤

去する工事である．廊下西側のスロープ部分の周りを掘

削 し．基礎―ドの高さを確認南側はII在渠 （共同溝）施設

に接しているため掘削は行わなかった 北1llIlは8.2X 0.9 

mの範囲を地表―F0.5111まで掘削 し．i囮側は4.2X 1.0111の

範囲を 地表 1<o.5mまで掘削したいずれも埋士内で．

追物は出土 していないスロープ全休は盛士の上に設骰

してあるため． li1ijりの掘削により士穣を確認したことで．

地下の文化財への影評はないと判断したまた．スロー

プ北西に埋設したコンクリート基礎 (0.9X 1.9 X 0.5111. 

用途不明）の撤去においては， l,騒礎北西側を2.7x l.Om 

の範囲を地表下0.6mまで，南西側を2,4X 0.9111の範囲を

地表下0.5mまでを掘削して基礎の底部を確認 した あ

とは諏機により引き上げて撤去したいずれも埋土内に

収まり．辿物は 1,1,1七していない．

廊下の碁礎撤去の工事においては基礎の北側を1.3

x3.5mの範訓を廊下上場から1.75m （地表下0.75111)掘

削し，基礎の下場を確認した．基礎下には捨コンが敷か

れており．基礎撤去後はこれ以上の掘削を行わないが

基礎下に杭を確認した杭は｝吉lりの掘削を行わず打ち込

みによる施工であり．南側の共同溝の補強のためと考え

られる．杭は抜き取らずそのまま埋めて工事を終了する

ため．本工事による文化財への影牌はない辿物は出 —L

していない

写真361 スロープ北側掘削後（西より）

｀ 
-•- 9 -



不明基礎掘削後（南より）

写真363 廊下c掘削風景 （東より）

写真364 廊下c掘削後（西より）
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13. （医病）基幹 ・環境整備（第6病 棟とり こわ

し）工事に伴う立会•発掘調査 (1145)

く調査期間＞

立会調査 ：2012年3Jl 2611 ・ 27日

8月21H ~23 H 

りを揖惰月望t: 2012if:: 4 JJ 2 Fl ・ 4日

く調査面積＞

427.30ni 

く調査員＞

石丸恵利子．

く調査概要・結果＞

病院地区における基幹・玖'ij]'［整備 （第6病棟とりこわ

し）に係る工事である．第6病棟北側西半分に憐接する

平／至建物の基礎撤去部を I区 その東側の共同溝と給気

塔等撤去部を I1区としたまた．建物南側の配府 ・桝等

撒去場所および南西部の1臨床講義棟地下り本体撤去箇所を

Ill区として立会を実施した．

[ I区］

平崖建物の北11[ll基礎の東から 6本および南東隅 1本の

基礎撤去の掘削においては．建物外周部 （基礎北側）を

幅1.2111で撤去に必要な深さまで掘削した地表―Fl.2m

で捨コン下面に達し．東から4本目と 5本目 1il]の同レベ

ルで地山の残存を確認したまた東端基礎の東外周部

の掘削においては．輻l.lmで深さ1.4111まで掘削した結

呆．掘削外に地JI」を確認したが．工事のための掘i'illは掘

り方内で収まり ．これ以上康側への掘削は行わないこと

から現状保存としたこれより東側では地表下1.3111に

は地111が残存する可能性はあるが．深さ2.0mの共同溝

が近接しているため．良好な文化財の残存は期待できな

い．それ以外の部分ではフューム符や錮箭などが埋設し

ており ．基礎撤去に必要な深さにおいてはすべてJJIヒト内

であったいずれの楊所でも辿物は出土していない．

また．建物基礎内側においては．幅1.2mで深さ1.2~

1.4111まで掘削した結果， 基礎内側 （建物内部側）はllii

2.5mまで床ピ ットが張られており．改めて床ピ ッ ト1}、J

側を輻1.3111で掘削を開始した．掘削箇所の西端には水

柏が設骰されており ．その下而では1.5X 1.Qmの範囲に

地山の残存を確認することができた掘削範囲の西端0.3

m幅のみで地山府の上而に焦褐色土陪の残存（斜めに削

られた状態でその上而が地表下l.1111)が確認されたが

辿物は含まれていなかったそれ以束においては． /,j(

ピット撤去に必要分の捨コン下（地表下1.45m)まで枷

削したいずれも且I!:I-．内であった．

また南東隅の基礎周りの確認においては．建物外側

第11章調査の記銭
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の東側部分を幅1.2111X南へ3.4mの範囲を深 さ2.0mまで

また内側の西側部分は輻J.2X 4.5111の範囲 （第6病棟北

端から3.0m)を深さ1.7~2.0mまで掘削した（トレンチ

①)．いずれも埋土であ った第 6病棟は地下 1階まで

あり．建築の際法而をつけて土壌を削っている可能性．

があり ．ここより南illll（建物側）はすべて埋上内の可能

性が閥いさらに東から 3本目辺りで南側に幅1.0x

4.3rn（第6病棟北端から3.5m)の範囲を深さL.7~2.0m

まで掘削したがこの地，I訊でもすべてがUl!•土内であった

（トレンチ②）．よって． トレンチ① と②間はすべて埋土

と判断される．

前述の床ピ；； トを撤去したのち．西端から7.0rnまで

別の基礎の残存を確認西端から6.7111に．幅1.3mで地

表下1.3~1.5111に地111の残存を確認し．ピ ッ ト (Q.32X 

Q.26 X深0.26m)を 1基検出した． 一部．黒{i少／悦と円礫

が抹中する場所があったが機能は不明である東西3.7

m南北残存幅0.7m（南端は未掘削部分につづく ）で確

認した．追物は含まず．それ以外の部分はいずれも埋士

であった

I区掘削風景（東より ）

写真366 I区建物北側外周掘削後 （西より）
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第II菜 調査の記録

写真367 I区建物内側中央部分掘削後 （北より ）

写真368 I区梁内部掘削後（北より）

定- .~CE

[ II区］

I区の建物基礎束端から共同溝① （東西方向：共同溝

①，南北方向共同溝②）が延びており．その両側（北側

と南側）の掘削を1}ll始した． 北側は．水逍管や鋼管の埋

設が認められたが，すべて現在は未使用のものであり，

jlI!• 土内で撤去可であ った，南側はl.O~l.3m の幅で掘削

し．地表下1.8mで捨コンに達し，この状態で撤去を行う．

いずれも埋士内で辿物は出土していない給気塔周り

は地表下 3mまで掘削して建設されておりその周りを

基礎下の裔さまで掘削したが．包含府は確認されなかっ

たまた．共同溝②の両側については西側は1.0mlllfti

を地表下1.8mで捨コンを確認した．共同溝の東側には

ハンドホールがあり．撤去のための掘j'jljをおこな った

その結果地表下0.9~1.0mで厚さ0.15mほどのコンク

リートの床が検出 された西端は，共同溝②の掘方まで

で終わるが東側にはさらに延びている，これはすべて

撤去範囲となっているため． これより東側の掘削が必要

である．申請範囲内の地表下4.0mまで掘削する場所は．

立会が必要であるコン クリート貼り床を撤去すると ．

その下に地表下l.2~1.3mで地山而を確認し．不整形の



土坑より 土師器や須恵器片が出土 したため．発掘調壺ヘ

の切り替えを行うことに した．

地111検出而で辿構の調査を実施した．掘j'jljの結呆．土

坑2基 （土坑① ・②）．il界1条（溝①） を確認した．土坑

①からは．甑の収手．須恵器片．土師器片等の土器片が

出土した．溝①．土坑②には追物はほとんど含まれてい

なかった

写真369 JI区掘削風景 （東より ）

写真370 JI区共同溝南側掘削後 （東よ り）

炭各苓ほ硲？今屯—

、こ叫

7ズと7・・＃． ．．． ．． 

II区給気塔西側掘削後 （北西よ り）

：̀て・
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写真372 JI区発掘調査区完掘後 （南より）
t̀ 

[ lII区］

第6病棟南側外）］i1部に沿って埋設されている配符 ・桝

の撤去においては．建物南側では長さ約46m．幅1.2~

3.6mの範囲を．深さ0.8~2.0mで掘削した．建物東側で

は 長さ約6m. 幅約 3mの範囲を深さ0.9~1.9mで掘

削した．配行はいずれも埋土内で撤去可能であったさ

らに建物南東方1{ijに延びる部分では．長さ約7111.幅約

3 m. 深さ1.1~l.9mで掘削した結果．深 く埋設された

配管下の長さ6.4111, 輻0.95の範囲において地表下1.8

~1.9mの部分に地11」を確認 した． さらに1伐乱府が深く

掘り込まれた部分もあるが配管新設の掘削而であると

考えられる．明確な辿構は検出されず．辿物も 出土 して

いないただし地山検出而の中央西側に．薄く砂｝けを

確認する ことができたが上部はすべて埋土であったこ

とや辿物を含まないことから．性格や時期は不明である．

第6病棟削西側の講義棟残附基礎上部の撤去において

は．上部のみ約1.5mを取り除くため．基礎と地中梁の

南側において長さ約12.5m. 幅1.0mの範囲を．深 さ1.5

~2.lmまで掘削 し た いずれも埋土内であり ．辿構 ・

辿物は出土していない．

写真373 ill区配管 ・桝撤去東寄り掘削風景 （西より）

第11豆 調査の記録
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写真374 ill区配管 ・桝撤去東端掘削後 （南東より ）

写真375 ill区配管 ・桝撤去西寄 り掘削後（東より ）
,p...,.,-. or''I 

写真376 皿区基礎撒去掘削後 （西より ）

第n章 調査の記録

II —4 本荘中地区 （図10参照）

1.（本荘中）医学部基礎研究棟 A棟とりこわし支

障配管替工事に伴う立会調査 (1102)

く調査期間＞

2011:.r-: 5月30日

く調査面積＞

62rri (8.2nf) 

く調査員＞

大坪志子 ・石丸恵利子

く調査概要・結果＞

生命質源研究 ・支援センター 動物質源開発研究施設

本館南ガスメ ーターと新館東側の既設菅を繋ぐ工事であ

る，新館側から道路横断部分では．幅0.4111. 深さ0.7m

で掘削を行った．以西では，多種の既設管がありそれら

の回避のため掘削深度を0.4mと浅く したいずれも埋

土内であり ．辿梢 ・辿物の検出はない

写真377 作業風景 （研究施設新館側）（東より ）

写真378 本館南側掘削状況（西より）
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図10 本荘中・南地区における調査地点配匹図 (1/2000) 
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写真379 道路横断部掘削状況（東よ り）

2. （本荘中）医学部基礎研究棟 (A棟）とりこわ

し工事に伴う立会調査•発掘調査 (1106)

く調査期間＞

20ll:iF6月24ll 

10月171」~l9日

11月HI・4日 ・10日 ・21日 ・24fl ・ 25日・ 2811 

12月9日 ・12~14日

く調査面積＞

1556.04111 

く調査員＞

大坪志子 ・石丸忠利子．

く調査概要 ・結果＞

［支障樹木］

建物解体に伴い支彫となる樹木の撤去工事に立ち会っ

た．樹木はソテツが 5本と 小木のカイヅカイプキl7本で

ある． ソテツは本体が大きく既設建物から離れた位i『tに

あるため，掘削にあたって包含}f,1や辿構面への影押も 予

想さ れたが根が小 さく浅かったため地表下0.8111程度

の掘削で抜根が可能であった．カイヅカイプキは建物際

に植樹されていたため， 掘 り方内と f想された いずれ

も地表下0.8~1.0mの掘削で抜根できた．追物 ・辿構の

検出はない

写真380 ソテツ①作業風景 （東より）

第1I栞 調査の記録

写真381 ソテツ①撤去状況（東より ）

写真382 小樹③撒去状況（西より ）

［建物撤去等］

研究棟の上屋と基礎の撤去お よび周辺樹木撤去の工事

である．撤去がおこなわれる建物は．昭和33年建設で地

下室を有するため．地表而から建物基礎の上部までは既

に1.6m前後削平されている．当時は． 韮機を使用せず．

手掘りによる掘削を行っていたため．基礎構築に必要な

い部分は削平されていない可能性が高い．2003年に行わ

れた本調奔区南側の0314(J，！1t地点において．基礎間に旧

地表而 （地山）が残存し．複数の溝やビ ットが確認され

ているため． 本調壺区においても造物 ・辿梢が残されて

いる可能性があった．

撤去対象の建物は． コンク リー ト碁礎によ って東西方

向に26スパン，南北方向には2スパン (2~16スパン目 ）

もしくは 3スパン (l・ 17~26スパン目 ）で梢築されて

いる．束側からlll[［に文化財の確認をお こなった結果，建

物内爵Iiについては，コンクリー トの非礎上部の商さから

20cm前後下 （地表下l.6m前後）で．碁礎梢築時の掘削

埋土の間に部分的に黄褐色の地山層が残存しているのを

確認することができたただし． 11スパン 1=1から19スパ

ンは梁の高さがそれ以外の部分よりさらに0.55m深い位



i性に構築されているため．特に北11[ll区画の11~14と17ス

パン目ではすでに地山が掘り抜かれている状況であった．

地山が良好に残存する場所 （地表―F1.6~ 1.9111 ILIJ)にお

いて東から 2スパ ント1北側区画 5スパン目北側区画

6スパン目南側IX画． 9スパン目北側区画，21スパンEl

北側区画． 22スパ ン1」北側区両．同南側区画でそれぞれ

ビット1基 25スパ ン1」北側区画でビット 2基． 9スバ

ン目南側区画で北西から南東方向の溝1条とピ ット6基．

10スパン南側区画でピ ット6基．20スパン北側区画で北

東から南東方向に延びるi/lj:1条を確認することができた．

溝とピ ッ ト埋土より須恵器や土師器片が出土している．

なお当 初9801調究地点で確認された 3号溝の北東方向

への続きが．本調究区の南東隅で確認できるのではと期

待されたが残念ながら確認することはできなかった．

調査区外 （より南方向）に存在するか基礎構築時に削

平された可能性が指摘できる．

建物基礎外周祁においては東西方向に渡る梁の外側

而から建物外側に0.5~1.0mの範囲で．基礎および梁の

撤去が可能な深 さ （梁上から0.0~0.5111)を掘削した．

部分的に狭小な範囲で地山を確認したが．基礎周りはい

ずれも建物構築時の埋土内で地山部分に辿構と辿物は

確認されなかったただし本調査範囲外の建物から外

側に lm以上離れた部分には地表下1.5m前後で地山

陪が残存していることがこt}屑セクションで確認できた．

なお．建物東側基礎の4支柱すべておよび南側基礎の東

から13支柱は，地上部分のみを解休し地表下部分はその

まま残してjlllめ戻しを行っている．

また，看板移設 (ll.9nf)においては．移設先を3.0m

x2.0mの範囲を地表下I.Omまで掘削した地点でピッ ト

を2基検出し． ピッ ト埋土より．古代須恵器片と土師器

片を確認した建物周辺のアスフ ァルト撤去 (11.1吋），

排水管設附 (26.1rrl)，支1旅樹木撤去 (52.5面）場所にお

いては，掘削はいずれも埋土内で収まり，辿梢 ・追物は

確認されなかった

写真383 A棟甚礎南側5~9スパン掘り上げ状況 （東より）

iFJJ&`戎さ→・‘’・一囁どニ五'...:戸
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写真384 南側東から9・10スパン目ピット掘り上げ （南より）

こ -- 入‘

写真385 建物外周部北側7スバン目 （南より）

写真386 20スパン北側溝硬化面除去後（南西より）

写真387 20スパン北側発掘風景 （北より）

第n尭 言岡査の記録



92 

写真388 A棟南東隅 U字溝掘削後 （西よ り）
•ヤ

3. （本荘中）医学部基礎研究棟とりこわしに伴う

中庭整備に伴う立会調査 (1117)

く調査期間＞

20ll.iflOJ=J 24 ・ 25 El ・ 12月1213

2012年1月27EI

く調査面積＞

491.7 ni 

く調査員＞

石丸恵利子，

く調査概要・結果＞

中庭整備に伴う樹木の抜根． Ili！車の基礎およびアス

ファルトの撤去工事である．撤去樹木はサクラ 7本．ケ

ヤキ 5本ツバキ 1本，シュロ 2本，メタセコイヤ 8本，

ビワ 1本， タイサンボク 1本，マキ 1本である．サクラ

は0.3x 5.0m四方．ケヤキは3.0x5.0m四方， ツバキは1.0

X 1.2111, シュロは1.1X 1.7m. メタセコイヤは2.2X 8.3111, 

ピワは1.8X 1.9m, タイサンボクは4.2X4.4m.マキは1.2

x2.0mの範囲を掘削した，樹木の周辺をl.0~5.4m四方，

深さ0.2~0.7mで掘j'jljして樹木を抜き取った．サクラと

ツバキの根は浅く，容易に抜き取りを完了したがケヤ

キやメタセコイヤは根が広く密に伸びていたため，抜根

作業は困難を極めた特にメタセコイヤは深く伸びた根

が地中から抜かれる際 地山と思われる黄褐色の土穣を

舞い上げたがそれ以上下陪の掘削は行わないため，現

状で作業を終了した地表下0.7mまではいずれも埋土

内であった．埋土内より土師器片を確認したが，逍構は

検出されなかった

車耶 4棟のコンク リート の土場およびプロックの撤去

では コンクリートおよび区画を示す外周に組まれたプ

ロックの下にはバラスが5~10cmの原さで敷かれており，

+．壌の掘削はほとんど行わず工事は埋土内で終了した．

また，中庭の中央を東西に敷かれているアスファル トの

第II幸調査の記録

撤去においても ，7 cm前後の原さのアスファル トを撤去

するのみであり ，掘削はいずれも埋土内に収まり，辿

物・辿•fi降 は確認していなし＼，

ケヤキ1掘削風景（南東より ）

写真390 ケヤキ 1撤去後 （北西より ）

写真391 車庫土間撒去風景（南西より）



写真392 アスフ ァルト撒去後 （西より）

4.（本荘中）医学部基礎研究棟 (B・ D棟 ） とり

こわし工事に伴う立会 • 発掘調査 (1130)

く調査期間＞

2 0 1 1 ーイf. 1 2 J I 9 1 1 ・ 1 3 1 1 ・ 1 4 I ― l 

20 1 2イド 1JI 211 H ・ 2611 ・ 2711 ・ 2 JI 8 11 ・ 1511 

く調査面栢 ＞

l.169.6ni 

く調査員＞

石）L恵利了・.

く調査概要 ・結果＞

医学部甚礎研究棟 B棟と D棟のとりこわしこl;’liであ

る今lil解休の対象となる箇所は．B棟の西端570対部

分とすでに解体および肌蔵文化財の確認を行った A棟

( l ]06』誡地．I•If. ） と B 棟をつなぐ部分の D 棟448面である ．

B棟は． A棟同様に地下至を布する構造で． Il{1手1132年

に建築された B棟の増築部分である．建物の I．．部を解

体したのちに基礎掘削部のIlilの文化財の確認を行った．

A棟と楳なり ．J出礎およ び梁の？、はさが邸＜ ．j!I!.土も｝豆

い状況が確認できた．基礎Ilil（建物内部）はすべて哩土

で総掘りによる払礎構築と判断される． 梁下0.45~1.2

mで灰黄褐色から淡緑灰色の砂｝iりがまだら状に堆秘する

土}¥'Iiで．すべて埋戻し土と考えられる．梁上部から1.1

mを超える 高さ（地表下2.5111)で硬く締まるシルト ・

砂｝1"1が検II,iでき．すでに地111を掘りぬいた1,9:jさに逹して

いると考えられる．J,韓礎内部では辿構 ・辿物は11,1土して

いないま た．T飢i横 ・両壁 ・北壁の撤去のため．それぞ

れの基礎外l且lりの確認を行った．建物l}、1部を深く掘削し

ているため．内側に)~礎を倒すことによ って撤去が可能

で．梁上から深さは0.2~0.3mまで掘削し．外側に1.0~

1.3m幅の掘削を行った．基礎撤去に必要な掘削範囲は．

いずれも埋上で追構 ・追物は確認されなかった．
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D 棟も地 F至をもつ構造で B 棟解体」こ事と同様に 1••

部を解体したのちに基礎掘削部の間の確認を行った．

D棟建設は A棟と同年のII{｛利133年であり ．基礎1iilに地

山 （辿構而）が残存している可能性があり．禎重に掘り

下げを行った全8スパンで基礎掘削部liilに地山府が残

存していた地Ul上而の翡さは．梁上部から一0.1~0.3

m.地表下2.3~2.4mに相当する北から5スパン [Iに十．

坑を 1J，駐検出 したが辿物は確認されなかったまた8

スパンIIで溝 (1号溝）を確認したため．発掘調究に切

り替えて調ィtを行った．

1サ溝は．北束から南西方向に延ぴており． 9511調究

地、1.'f.の第30り溝と980]調究地点の 3号溝につながる溝と

考えられるただし．上／r,1は建設に伴 う掘j'jljによって破

壊されており ．底部から0.2mが確認できたのみであり ．

溝の幅や本来の深さは不明である．溝の埋土からは，ウ

シの歯およぴ祁位不明のI柑）I支‘ti・と土師器片数点が出土し

たまた．調査範囲南西閑で 1号溝に直行する方向の溝

(2号溝）と考えられる追構を確認した．溝本体は調壺

区外に延ぴるため規校等は不明である．辿物は出土して

しヽ なし‘・

また．Bi東西側と北西祁の樹木撤去においても．地表

Fo.7mまで掘削して撤去を完了し． u字溝新設箇所では，

3.3 X 1.5mの範IJl1を地表下0.7111まで掘削したがいずれ

の地］．閉もJllヒI：内であり ．追構 ・辿物は確認されなかった．

写真393 B棟東から3スパン目南側掘削後（北よ り）

第n豆 調査の記録
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写真394 8棟北壁外側西から3スパン目掘削後（南西より）

写真395 B棟北西部伐根風景（西よ り）

写真396 D棟掘削風景（南西より）

写真397 D棟東側北から3スパン目掘削後 （西より ）

第II迂調査の記録

写真398 D棟1号溝完掘後（西より）

5.（本荘中）医学部旧ボイラー室改修機械設備工

事に伴う立会調査 (1133)

く調査期間＞

2012年2月8日

く調査面積＞

116.5111 

く調査員＞

石丸恵利子．

く調査概要・結果＞

II— l ポイラ ー室南側の地下 タンク撤去およぴ周辺設備の

工：Jiである．タンク撤去においては． 9.2x3.8mの範囲

をタンクの西側側而で地表下2.lmまで掘削した． i町IIIl

をこの翡さまで掘削 したのちに． タンクを西側に倒 して

引き抜くため．これ以上の掘削は必要ない．掘削範囲は

タンク設骰工事時の皿土内であっ た．辿物は出土してい

ないなお．タンクの上部には地表下0.5mまでコンク

リートのフタ (9耳さ0.5m)があり ．拮l|JJ1には計8本のコ

ンク リートの支柱が設設された構造であった

給水笠引き込み箇所においては南側と北側で試掘を

行った南側は幅0.7111で lm範囲を0.65mまで掘削した

結果ガス管お よび楊水管の埋設を確認し いずれも埋

-一|：内であった姐物は出土していない．北側は幅0.7m

で1.5111の範囲を0.8mまで掘削した結呆．消火管 ・拗水

管 ・給水管が埋設 しており ．いずれも J11！土内であった．

辿物は出土していない．

旧ボイラ ー室東側の枡への排水管の付け粋え箇所では．

OA X0.4mの範囲 を0.2m掘削したいずれも 既設菅の埋

ートである．辿物は出」；していない工事範囲は，これら

の既設管が埋設している楊所であるため，すべての場所

で文化財への影親はないと判断して． 立会を終了した



写真399 タンク掘削風景（東より）

／ 
/-----

写真400 タンク西側側面掘削後 （南より）

瓦 ・

写真401 給水管引き込み南側掘削後 （西よ り）

’"““'”`‘3,•、.,rm•-
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写真402 給水管引き込み掘削後（南より）
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写真403 給水管引き込み北側掘削後 （南より）
f 

写真404 排水管付け替え掘削後 （南より）

6.（本荘中）ガス供給施設取替に伴う立会調査

(1143) 

く調査期間＞

2012.ィf:3)]12[1

く調査面栢＞

24.8111 

く調査員＞

石丸恵利 f-.

く調査概要 ・結果＞

ガス約収杵および新設に伴う既1fのガス配符のJIl［設状

況を確，認するための試掘工事である．4地，1.':(で掘削を行

い．北から①～④地点とした．

①地、1.’iは．医学部敷地の北西隅で北側追路から構内に

引き込まれたガス笠の楊所や深さを確認するため．J)］卜か

らガス屯までの6.2mIHIで7.7111の範Iltlを札li削 したまず．

ガス狩が'）|き込まれていると記録されている楊所で確認、

を行ったと ころ．申詰の深さ l..2mでは竹まで逹しなかっ

たおそらく ．さらに深い部分に哩設されているであろ

うことを確泌した．配線にはその先にある桝をlhl避し

て新設しなければならないため．束か両に同避する必災

第I1迂調査の記録
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がある．その左右の埋設物の布無を確認するため．西側

を掘削したところ，コンク リート塊がイヂ在し，ルー トを

確保する ことが困難であることが分かった東側には，

NTTの通信配線が複数埋設していたがその下を通す

ことで設i性が可能であることを確認した ①地点周辺に

は ． 汚水桝や水道， 通信配線などが多く Jll!•設さ れており．

地表 n.2mではいずれの場所も j』!.-l-．であっ た．辿物は

/1¥+．していない．

写真405 ①地点西側掘削後 （南より）

｀ 

写真406 ①地点南側延長部掘削後 （東より）

②地、1れは．ガス室西側に配線が可能であるかを確認す

るために掘削を行 った が地表下I.Ornで配管を複数確

認 しこの地点での新設は不可能である ことを確認した

ため．これ以上の掘削は行わなかった．埋土内であり辿

物は確認されなかった．

③地点は．ガス室南側の配岱を確認するもので計7.4

nfの範囲を地表下1.2mまですhl!i'illした結呆．その高さで

配符上部に達 した． 本立会では．配符の位i位を確認する

のみであるため．これ以上の掘l'jljは行わなかったいず

れもJ肌土内であり．辿物はIll+.していない．

第II章 調査の記録

写真407 ③地点掘削風景（北東より）

写真408 ③地点南側掘削後（南西より

写真409 ③地点東側掘削後 （北西より）

＇ 9,  ， 

①地点は．医学部ボイラー玉の北側に西側道路からガ

ス行を新規に引き込むためのルー トおよび既存のガス笠

の位i位を確認する ための掘j'jljで東西7.8mの範囲で掘

削を行った．最も深く掘j'jljを行な ったのは西側道路寄り

部分で 地表下1.2mまで掘削した 東側については

地表下0.5~0.7mで既存 のガス箭．同0.7mで複 数の

フューム岱や NTT配線． Inj0.25mで水道管．同0.4111で

不明の頷l管な ど複数の支1僻物のJlil設を確認したいずれ

も埋土内であり ．辿物・辿構は確認されなかった．



写真410 ④地点掘削後東側 （東より）

写真411 ④地点掘削後西側 （西より）

7.（本荘中）エイズ学研究センター，生命資源研

究 ・支援センター，動物資源開発研究施設新

館 実験排水槽配管盛り替え工事に伴う立会

調査 (1144)

く調査期間＞

201211：： 3)]14[1 

く調査面和＞

7.5対

く調査員＞

石丸恵利子

く調査概要・結果＞

排水漕および配行杵えに伴・う工事である．掘削深炭が

最も深くなる東側から掘削をIJH始し．地表下0.8mで雨

水竹：を． また地表下0.7mで水道管の上部を確認した．

配狩新設における支障物の有無を確認するため西側へと

掘削を紐けた結果水道管は地表下0.55mの邸さに上外

していたがこの邸さでの配竹新設が可能であることか

ら．これ以上の掘i'illは実施していないいずれもJJLヒI：内

で．辿物は出土していない．
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写真412 作業風景 （東より）

写真413 東側掘削後（東より）

.＂ で~

写真414 西側掘削後（東より）

第1I豆 調査の記録
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工

II -5 大江地区（薬学部） (I没Ill参照）

1. （大江）電柱支線撤去及び支柱新設に伴う立会

調査 (1118)

く調査期間＞

2011年11月15日

く調査面積＞

0.42面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

薬学部北門に設附されている氾柱を支えているワイ

ヤーが外構工事の支齢となるため撤去し． 別の楊所に士

柱を設戦する工事である．ワイヤーを固定 しているアン

カーを掘り出す作業について立ち会った．手掘りで0.6

x0.7mの穴を地表下l.lm程度まで掘削 したのち，アン

カーをサ 1き抜いた．掘削はjlll:L：内で収まり．辿構・辿物

の検出はなかった新設の支柱については，逍柱同様に

大型のド リルで掘削するもので，施工よしとした．

写真415 作業風景 （東より ）

a 

写真416 掘削状況（南より）
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2 （大江北）北門周辺環境整備（植栽・外灯）

事に伴う立会•発掘調査 (1125)

く調査期間＞

2011年12月19日・20日

く調査面積＞

8.37面

く調査員＞

石丸恵利子．

く調査概要 ・結果＞

薬学部北門周辺の樹木移植および外灯移設の工事であ

る．各工事地点のもっとも深く掘削する場所について立

会調査を実施 した． 樹木 （ソテツ）移梢先花埴にはもと

もとッツジが植えられており．それらの上部を伐採した

のちに東西l.6111. 南北0.6m. 深さ0.85~1.0mを掘削

した地表下I.Omの地点で土管の埋設を確認し，掘削

範囲内で辿構 ・辿物は確認されなかった．移梢において

これ以上深く掘削する必要はないため， 必要な範囲での

掘削を指示してこの地点は立会を終了したまた．樹木

新植（シダレザクラ）とそれに隣接する移植元（ソテ

ツ）では．樹木新植先を東西0.6111X南北1.7111の範囲を

深さI.Omで掘削した．本地点も埋土内で辿構 ・辿物

は確認されなかった

外灯撤去 （移設元）においては基礎の西側を．東西

Q.65X南北1.7mの範囲を深さ1.55mまで掘削したが基

礎の直下で包含陪と思われる1腎を確認したが辿構 ・i翡

物は確認されなかった．さらに北側と南側を同様の深さ

まで掘削したのちに外灯を重機で引き抜くことが可能と

のことであり．それ以上 （基礎底部より下）の掘削は行

わないよう指示したまた，外灯移設先においては 11I

詰箇所にクスの切株が残存しており．株の南側を東西1.3

x南北0.6mで深さ1.55mまで掘削した結果土Ilili器片を

1点確認 したため．抜根ののちに移設先全体を確認する

こととした

抜根後、東西2.2x 1h北2.4mの範囲を掘り下げたとこ

ろ．地表下1.35mで南北に走る溝．と息われる西側の上端

を確認したため．熊本市文化振興課に辿絡して発掘への

移行の許可を受けて発掘調壺に切り替えた．溝の東側

は調査区外であるため幅は不明であるが．深さは約0.6

mで． 床面は硬化が認められた．溝の埋土は．締まりが

あるややII音い灰褐色砂まじりの粘質土で地山の鮮やカ

な黄褐色土をまだらに含む床而やや上部より土師器片．

床直上で敲石と瓦片が出土した．溝床而で地表下1.95111

まで掘り上げ．外灯はこの範囲内で埋設されるため．調

査を終了した．

第 II章 調査の記録
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写真417 ‘ノテツ移植先掘削風景（北西より） 写真419 外灯移設元掘削後 （北より）

写真418 樹木移植先掘削後（東より） 写真420 シダレザクラ新植地点掘削後（北よ り）

第Il章 詞査の記録
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写真421 外灯移設先作業風景（北西より）

i 

写真422 外灯移設先溝完掘後 （南より ）

3 （大江北） 北門周辺環境整備（道路等） 工事に

伴う立会調査 (1126)

く調査期間＞

20] lイド12月19日

く調査面積＞

4.77 n-f 

く調査員＞

石丸恵利子．

く調査概要 ・結果＞

北1"l周辺における現境整備のためのT．事である．樹木

新植箇所については，0.5X 0.5111範囲を0.5111の深さで 1

か所の試掘を行った． 0.5mの深さでは包含）習に逹せず．

他の樹木新植箇所についても文化財への影押はないと判

断しその他の箇所の施工を了承した．梨水桝新設箇所

については，北rIrJ南端の両端でLOx].Orn範囲を深さ0.75

mと0.8X 1.2111範囲を0.7111で掘削し，北l"l北端では0.6x

0.6m範囲を0.7mの深さで掘削して士穣を確認したま

た．側溝および花壊新設箇所では．0.7X 1.7mの範囲を

0.5mの深さで掘削して文化財の確認を行った．外灯配

線新設部分においても．0.65xL25m範囲を深さ0.6111で

掘削して確認し作業を行った．掘削箇所ではいずれの地

点も埋 —| ： 内 で辿梢 ・ 辿物は確認されなかっ たため．整備

範囲では地表1‘̀0.5~0.7mはいずれも包含陪には達しな

いと判断し．その他の施工は慎粛に工事するよう指示し

ー立会を完了 した．

写真423 樹木新植地点掘削後 （北西より）

写真424

写真425

集水桝新設地点掘削後 （西より ）

ぇ伝忌詞

側溝新設地点削後（西より）

.， ．t 91 ^・``立、

ぶ冷，：℃ ．；,.‘. : 9,9,．̀ ｀ ．ヽ
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写真426 西側集水桝新設掘削後 （南東より）

写真427 外灯配線地点掘削後 （東より）

4.（大江） 薬草用植物園屋外掲示板設置工事に伴

う立会調査 (1142)

く調査期間＞

2012年3月7日

く調査面積＞

1.6面

く調査員＞

石丸忠利子．

く調査概要 ・結果＞

薬学部薬草用植物園の屋外掲示板を新設する工事であ

る．植物園敷地に．束西3.250111南北0.5111の範囲で深

さ0.55111まで掘削したいずれも埋土内で．辿物 ・辿構

は確認されなかった．
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写真428 掲示板設四箇所掘削風景（東より）

i M --

写真429 掲示板設四箇所掘削後（東よ り）
ro --． n 

J' 
--
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II -6 宇留毛地区 IIー 7 京町地区 （図12参照）

1.（宇留毛）建物名表示看板設置に伴う立会調査

(1138) 

く調査期間＞

2012年2月27日

く調査面積＞

0.49ni 

く調査員＞

）ゞ 坪志子

く調査概要・結果＞

学牛寮 ・職員宿舎等がある宇留毛地区のl"Iに，看板を

設ii梵する工事である．門柱の前に設附するため．掘削し

たと ころ， 地表下0.35mでl"I柱の基礎が検出された南

側へ10cm程度拡張したがここでも地表下0.55mでコン

クリートが検出された． 巡諮基盤管理部 （施設担当） 担

1ヽ，.者と協議 し， 基礎を大きく して強度を確保することと

これ以上の掘削は行わないこととした．基礎は0.7

x0.7mの範囲とした．熊本市文化振典課との取り決め

では．許容の変更範囲である．掘削は埋土内に収ま った．

し，

写真430 作業風景 （南より）

写真431

I 
I 

掘削状況 （南より）
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1.（京町団地）環境整備（法面保護）工事に伴う

立会調査 (1131)

く調査期間＞

20121f-1)寸 25|—l

く調査面栢＞

4.3対

く調査員＞

石丸忍利子

く調査概要・結果＞

附屈小学校 ・中学校の構内西側の旧テニスコート ，現

在J:tllとして利）11している敷地と市道問のコ ンク リー ト塀

内側の法而を1糾iiiする工事である．対象箇所はプロ ック

塀設骰の際にi)){，の基礎高ま で掘削され．また塀に沿って

U 字溝が設附されてい る ため，工事範囲はjli!•土である v·

能性が邸い場所である最初に東端で既設の桝を確認す

るため． 1.35mx l.Omの範囲を地表下0.5mまで掘削し．

コンクリート桝のフタ を確認した桝に続く U字溝を 3

か所 (0.9x0.9m, l.2x0.9m. l.3X0.8m)で確認した結

写真432 掘削風景（北よ り）

東端集水桝掘削後 （北西より ）

--寸,； 

) .̀i, 9 — 

写真433

第Il章 調査の記録
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図12 京町地区における調査地点配匹図 (1/3000) 

｀ 口
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果それぞれ深さ0.5111.0.7111. 0.7mで1Jlll溝のフタを確

認した．掘削内はいずれも埋土であった．桝およびU字

溝周りはプロック塀からl.6111は皿」，．で 工事は畑11[llの

掘削は行わず盛り土をして整形することから．文化財ヘ

の影評はないと判断され．立会を終 j’ した．

写真434 中央部 U字溝掘削後（東より）

2 （京町）環境整備（法面整備等）工事 に伴う立

会調査 (1140)

く調査期間＞

20121,~ 2月28日

く調査面栢＞

l.8111 

く調査員＞

石丸忠利子．

く調査概要 ・結果＞

迎動場南西側法而においてフェンスを新設する工事で

ある．6本の支柱を設骰するため．3か所での試掘によ

り文化財の確認を行った一番北側地点においては．径

0.95111の範岡をまずコンクリート基礎設附に必要な地表

下0.4111まで掘j'jljしたさらに中央部分の鋼管 （径0.2

m)を打ち付ける部分を芋ほり具によって径0.3mの

範間を地表下l.Omまで掘削した．広い而和を深くまで

掘削すればフェンスを打ち込む部分の土壌が緩くなる

ため． i立低限のI|l品で掘削作業を行った．辿物は出土して

いない．

北側から 4本目においては 0.7XQ.65mの範囲を地表

下0.4111まで掘削 し．さらに中心部分を径0.3mでl.lmま

で掘削したまた．一番南側においては．0.8X0.6mの

範lJIiを0.6111まで掘削し・さらに径0.3111をl.Omまで掘削

した．辿物は確認されなかった．

第n章調査の記録
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なお． 北側では地表下0.6mで）火色の砂利および角礫

を検llIし， 北から 4本目と南側では地表 ド0.4mで歯

いオレンジ色（部分的に非常にiWい）でやや枯性のある

I I 1-1-：を検出したが運動場鰤iliの際の盛り士と考えられ

る 地表下0.4m の地点ではいずれも j!I !• 十であった．た だ．

深さ0.8mでやや黒い士が混じる土を確認し．追物包含

陪と考えられる土嬢であった．いずれの地、,,'.(においても ．

l.Omまでを掘削して確認を終了した．

写真435 新設フェンス最北箇所掘削風景（南より ）

写真436 最北箇所鋼管部分掘削状況（南西よ り）

~ 

写真437 北から4番目甚礎部分掘削後 （西より ）

第ll迂調査の記録

これまで巡動楊南端にあたる校舎等改修工事に伴 う

調査 (0719・ 0721調1t地点）において． 地表―ド0.8111で

辿物包含を確認しており，述動場北西部においても ．0.8

m以ドに追物包含／i，1が残存する可能性があるため．該当

する．T．事の際は注訟が必要であろう ．残りの 3地点にお

いても仔国な工事を指示して立会を終了した．

写真438 北から4番目鋼管部分掘削後 （南西より）

3.（京町） 環境整備（南側囲障） 工事に伴う立会

調査 (1141)

く調査期間＞

2012.イド 2JJ 28日

く調査面栢＞

2.0ni 

く調査員＞

石丸恵利：：f．

く調査概要・結果＞

附屈小学校校舎南側の囲1硲付け替えのためのこI:ijiであ

る 既設のプロック塀に沿っ て．敷地側 3か所で試掘を

おこない．文化財の状態を確認 した．東側掘削地点では．

敷地側控えプロ ック廻りを0.6X0.7mの範囲で地表1‘―0.6

mまで掘J'jljした 中地点では控えプロック 間を1J外に

沿って0.9Xl.lmの範囲を0.6mまで掘削した西地点で

は．0.7X0.9mの範囲を0.6mまで掘削した．いずれの地

点も掘削箇所は埋土内であり．辿物 ・辿梢は確認されな

かった．今回の工事範囲は，石垣およびプロック塀構築

時に試枷1地点同様にすでに掘削さ れていると判断され．

吃会 を終 j’した．
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写真439 囲障東側地点掘削風景（西より）
．当

グ

写真440 囲障東側地点掘削後 （北東より）

写真441 中地点掘削後（西より）

写真442 西側地点掘削後（北より）

第1I草 調査の記録
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本年度は，埋蔵文化財調究室が年度半ばに埋蔵文化財調査センター （以下「センター」

という ．）に改組された変化の年であった．2011年4月，調査室の活動を長年担ってこら

れた小畑弘己准教授が文学部教授として異動された．小畑教授のこれまでの貢献に対して

感謝の念を表し，今後ますますのご発展をお祈りしたい．

センター准教授の後任人事までの空白を補うために国際日本文化研究センター （京都

市）から新進の動物考古学者である石丸恵利子氏に急速おいでいただいた石丸氏は，大

坪助教とともに近現代の墓が密集する本荘北地区の臨床医学教育研究センター整備事業

に伴う発掘調査を担当されたが普段動物の骨を扱い1質れておられる身にも，これほどの

人骨の取り扱いはたいへんであっただろう ．猛暑が熊本をおそった夏の調査であっただけ

に， 事業を無事に終了させた二氏ならびに関係各位の労をねぎらいたい．

本年は 6月の雨期に移転後間もない建物 1階が2回にわたって床上浸水の被害にあい，

また東日本大碇災の影聾もあって年末から年度末にかけて学内の工事が集中し，職員はそ

の対応に追われた秋10月 1日にはセンターが発足し，これにあわせて熊本大学「地下の

文化財」のパンフレットが完成したこれは村田事務補佐員の尽力の賜物である．来年は

さらに英語 ・中国語 ・韓国語版を計画している．

センターは今後，大学の文化財関係業務を担う組織の一つとして，大学の教育研究に寄

与する ことが期待される．基本業務である発掘調査を迅速かつ正確に実現しつつ，セン

ターならではの貢献を果たせるよう，今後も智魃をしほろう ．

2013年1月

埋蔵文化財調査センター長

文学部教授木下尚子
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| s umma ry|  
In 1985. Kumamoto University planed a reconstruction of campus. 

But it was known that some of campus is designated as buried 

cultural assets zone. In the fiscal year 1994. Kumamoto University 

formed the Archaeological investigation committee and the 

Archaeological operation office in haste. and has been excavating the 

campus sites when the supcrannuared school buildings were rebuilt. 

We have two main campus sites at other areas. The one isしhe

Kurokami area where is constituted of faculty of science and faculty 

of Engineering (south area). faculty of Education. faculty of Laws. 

and faculty of Leuers {north area).and locates in Kurokamimachi 

site. The site is located al the foot of油．Tatuta(above 151.6ml on 

a low terrace (above sea level 18 -25111) formed by the Shirakawa 

River. The site is regarded as an ancient station "Kokai". The other 

one is the Honjo area where is constituted of School of medicine. 

college of Medical Science (south area). and Kumamoto University 

hospital (nonh area). and belong to Honjo site. The site located on a 

low terrace (above sea level 12 -13111) formed by Shirakawa River. 

similar to Kuroka111i111achi site. Ii is 2km from Kurokamimachi site 

10 1-lonjo site in a straight line. fnしhecircumstance of 1-lonjo site. 

there are large ancient settlement sites like Oe site and Shinyashiki 

Sile. 

The number of investigations in the current year isしhe

following:10 excavations.45 presence investigations. In Lhe current 

year. investigation spots were concentrated in the Kurokamimachi 

sitc(norlh and souしharea). the Honjo site(nonh and south area). The 

mnin results are Lhe following. 

At 1116 excavation spot in the Kurokamimachi site (norih area). 

we excavated ihe site before enlarged the lavatory. vVe found the 

layer containing cultural remains under lm below ground which had 

not destroyed so hard. At the spot of 50111 in the north. the layer 

containing cultural remains crops out and the depth that strucしural

remains arc found is shallow. We assume that a river terrace 

exists nearしheschool building of the faculty of literature and the 

department of law. This result supports our assumption. 

At 1121 excavation spot in the Kurokamimachi site (south area). 

we excavatedしhesite before construct the gas pipe.しhcdilch and 

Lhc soil pipe at Lhc west area onしhesouしhcampus. This excavation 

is the same as doing trial trenching covers a wide area. At each 

excavmion spot. we found the layer containing cultural remains. 

postholcs and pit dwellings. 

We found a burial jar for a child. and the discovered spot is an 

unexpected area. It is new knowledge. 

At 11011 excavation spot inしhellonjo site (north area). we 

excavated the site before built a school building. We excavated 

about 400 human skeleton of modern period. ¥Ve found many kinds 

of grave goods from burial pits. These are life miscellaneous goods 

that are usually excluded from the subject of research. butしheseare 

relics that tell us the phase of life and the aspect of life. 

The result of excavation al 1112. 1113. 1114 and 1129 cxcavauon 

spots show that the density of structural remains is high and 

structural remains has been left in good condition in nonh area. ¥¥'c 

must be attentive to buried cultural properties however small the 

construcuon 1s. 

In the current year. we adjusted the research system to,¥・ork 

schedule with difficulty. ¥Ve wishしheauthorities concerned plans 

work schedule that is considered that our campuses holds buried 

cultural properties. and we would like to haveしhedata of buried 

culしurn!propenies. to cooperate each other to contribute to work of 

I<umamoto University. 

Summary 
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1 付篇 1 2011年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織 I 

1. 国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査委員会規則 (HJ6.4.l~)

（設骰）

第 1条 国立大学法人熊本大学法人），し本規則 （平成16年4月1日制定）第29条第1項の規定に）よづき、国立大学法人熊本

大学 （以下 「本学」という 。）に、国立大学法人熊本大学埋蔵文化財瀾ft委且会（以下「委貝会」という。） を

樅く 。

（組織）

第2条 委員会は、次に掲げる委具をも って組織する。

(I) 文学部、教育学部、法学部）文ぴ医学部附属病院から選出された教授又は准教授 各1人

(2) 大学院自然科学研究科及び大学院II・：命科学研究部から選出された教授または准教授 各2人

(3) 運営基盤管理部の施設担当部長

(4) 埋蔵文化財調森至長

(5) その他委員会が必要と認めた者 J',：干人
2 前項第 1号、第2サ及ぴ第5りの委員は、学艮が委I屈する。

3 第 1項第 1号、節2サ及ぴ第5りの委員の任期は 2年とし、再任を妨げない。

4 第 1項第 1号、第 2サ及ぴ第5りの委員に欠具を生じた場合の有l)欠の委具の任期は、 1Fi項の規定にかかわらず、 1iij

任者の残任期間とする。

（任務）

第3条 委員会は、本学の施設乎各1iiiに伴うJI|！蔵文化財の発掘調究に関する重要事項を池l1酋栢議する。

（委員長）

第4条 委員会に委は長をii/1'.き、委員のIi．選によ って定める。

2 委員長は、委貝会を召集し、その議辰となる。

3 委員長に事故があるときは、委具長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。

（議事）

第 5条 委員会は、委員の過 1'••数が出席しなければ、議事を開き、謡決をすることができない。

2 委員会の議事は、 II¥l紺した委uの過半数をも って決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（慈見の聴取）

第6条 委員長は、必要があるときは、委具以外の者を委員会に出席させ、慈見を聴くことができる。

（調査室）

第7条 委員会に、 Jlll蔵文化財の発掘調ftに関する棠務を行うため、埋蔵文化財調布杢．（以下 「調究至」 という。） を

骰く 。

2 調査室の業務、 組織その他必災な ’j i•項については、 別に定める。

（事務）

第8条 委員会の事務は、巡‘i月），し盤狩則部施設符理ユニッ トにおいて処理する。

（雑 則）

第9条 こ の規定に定めるもののほか、 委且会の巡‘態に関 し必要な事項は、委且•Lとが別に定める。

附則

1 この規則は、平成19年5月2411から施行する。

2 この規則施行後、 1立初に委I載される第2条第 1項第2号の委員の任期は、同条第3項の規定にかかわらず、平成21

年 3月31Flまでとする。

附則 （平成21年12)l 24 11規則第29li}）

この規則は、平成22年 lJl 1 11から施行する。

附則 （平成22年 9Jj 3011規！lll第201り）

3 この規則は、平成22年lOJJ 1 11から施行する。

付篇1 2011年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織
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2 熊本大学埋蔵文化財調査室要項

（趣旨）

1 この要項は、国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査委員会規則（平成16年4月1日制定）第7条第2項の規定に基

づき、国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査室（以下「調査室」という。）の業務、組織その他必要な事項について

定める。

（業務）

2 調査室は、国立大学法人熊本大学（以下「本学」という。）の施設整備に伴う埋蔵文化財の発掘調査に関する次の

業務を行う。

(1) 実施計画の立案及び実施に関すること。

(2) 出土した埋蔵文化財の整理、保管及び保存に関すること。

(3) 文化庁等に提出する報告書の作成に関すること。

(4) その他必要な事項

（組織）

3 調査室に室長を置く。

4 室長は、調査室に関する業務を掌理する。

5 調査室に調査員その他必要な職員を置くことができる。

6 調査員は、発掘調在に関する業務を行う。

（室長等の任命）

7 室長及び調査員は、本学の教員のうちから学長が任命する。

8 学長は、必要がある場合は、学外の者を調究員に委嘱することができる。

（事務）

9 調査室の事務は、関係学部等の協力を得て、巡営基盤管理部施設企画ユニットにおいて処理する。

（雑則）

10この要項に定めるもののほか、調究室の述営に必要な事項は、学長が別に定める。

附則

11 この要項は、平成16年4月1日から実施する。

附 則（平成22年9月30日要項第30号）

この要項は、平成22年10月 1日から施行する。

9,  

3. 2011年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織
l,,,＇9 9 9 9 9 9 9 9 • 9 9 

1 埋蔵文化財調査センター組織

くセンター長＞ （併・文学部教授）

く調究員＞ （併・文学部助教）

く技術補佐員＞（2011年5月1日～）

く事務補佐員＞

＜室内作業員＞（2011年5月～2012年2月）

(2011年5月～2012年3月）

2 埋蔵文化財調査委員会

委員長 伊東龍一 （大学院自然科学研究科教授）

委員 杉井健 （文学部准教授）

付篇1 2011年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織
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木下尚子 (2005.10.1-)

大坪志子

石丸恵利子

村田知聖

小山正子

首藤優子

末吉美紀

山薪早苗

古開満代

江口路

鬼塚美枝

増井弘子

任期 (2011.4.1-2013. 3. 31) 

(2011.4.1-2013.3.31) 



稲議事項

2011年 5月12日

然武彦 （教脊学部准教授） (20ll _ll.1 ~2013.3.31) 

大澤 t導明 （法学部教授） (2011.4.1~2013.3.31) 

安仁）せ勝 （大学院自然科学研究科教授） (2011.ti. l ~2013. 3. 31) 

伊束 i狙一 （大学院1、1然科学研究科教授） (201J.,I. l ~2013.3.31) 

宇1ii f,}HIj郎 （大学院4:．命科学研究i，fIS教授） (20LJ.4.1 ~2013.3.31) 

.＇J,!，崎 It,l．雅 （大学院I|：．命科学研究部准教授） (2011.4. l ~2013.3.31) 

平井俊範 （阪学部附属病院准教授） (2011. 4. J ~2013. 3. 31) 

Ill代 文彦 （巡‘i;\•)，し盤竹理部施設担当 i11ふ長） (2009. 9.16~) 

木下 尚—f• (JII！蔵文化財調介センター・長） (2005. IO. l ~) 

議題

L) JJll蔵文化財批喩委且会委且長の選出について

2)平成23年炭JI|！蔵文化財包蔵地における1：木じJj.]'.'-:,．しについて

3)、ド成23年度JJIり祓文化財調1滋臼噂配分（条）について

4)「発掘調介乎Iiりj..11::」1:ll行スケジュールについて

報告

l)平成22年）父J!ll蔵文化財発叩紐結果・について

2)平成22年1文JIIり祓文化財調杏至巡‘i的'lt実泊'tについて

3)その他
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I付篇2 埋蔵文化財調査センター2011年度調査・研究活動記録 I 

【センタ ー長］

木下尚子

• 平成23年度 I:1 本学術振邪会科学研究1~補助金），し盤研究 (A) ( 2 ) 「琉球列 ），•砂先史時代後半期における生業と交易

に関する実証的研究」[JJf究代表者

• 平成23年度 El本学術振興会科学研究伐補助金晶盤研究 (A)(2)悔外 「台防人の11述歴史の採集分析に基づく日

本統治から戦後への台約社会の転換に関する研究」研究分担者

［調壺且］

大坪志子

• 平成23年 1文 日本学術振射↓会科学研究1し補助金 府手研究 (A)「石製装身具の1i材分析からみた縄文社会の地域

間交流と股耕化への変遷過程の研究」研究代表者

・玉束町受託研究 「西南戦争辿跡II,It小銃弾の傾向 X線分析」「玉束111r西1+.i戦争逍跡J玉束Ill.［文化財調査報告科：第8

狛

・玉文化研究会研究発表 「九州における縄文時代後晩期の石製装身具の様相」(2011年10)]29[1)

・九州考古学会総会研究発表 「,{_j材からみた九州縄文時代後晩期におけるイi製装身具」(2011年11月26日）

付篇2 埋蔵文化財罰査センター2011年度調査 ・研究活動記録
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ふり が な ふりがな コー ド
北緯 東経 調査期間 調査面稲 調査原因

所収 遺 跡 名 所在地 市町村 追跡番号

くまもと
32° 130° 20110406 試掘31.2n-i 学校敷地内ほんじょう ＂桂本県 20110621 

本庄辿跡 熊本 1|i 113 201 285 4 7I 42' 
―― 

発掘503.9ni の開発事業
(l l 0 4地、,,'.() ほんじょう 49.9" 47.6" 20110922 に伴う

本 ;l i : 

20110624 
20111017 

~ 
20111019 
20111101 

くまもと 20111104 
ほんじょう

熊本県 32° 130° 2011 l lLO 学校敷地内
本］上辿跡；

f僕本 I|i
4 3 2 0 l 285 4 7' 42' 20llll2L 1556.04111 の開発事菜ほんじょう

(l l O 6地．点）
本 ;／ 1 : 40.8" 4 5.4” 20111124 に伴う

2 0 l l l l 2 5 
2011)128 
20111209 
20111212 

→-

201 ] ］ 2] 4 
20110921 
20110922 
20110926 

くま もと ~ 
ほんじょう 熊本県 32° 130° 20110929 学校敷地内
オこ／七迎跡； 熊本 Ili 43 20L 285 4 7' 42' 20111004 500ni の開発事業

(l l l 2地、＇・1f.) ぽんじょう 51" 42" 20111011 に伴う
本 :l l : 20111026 

～ 

2011.1028 
20111031 

くまもと
ほんじょう 熊本県 32° l 30° 学校敷地内
本庄辿跡 熊本 1|i 43 20l 285 47' 42' 20110921 264.83面 の開発事業

(l l 1 3地．I！．i) ほんじょう 49.7“ 41.5" に伴う
本 ;l l ; 

20 l l l 0] l 
~ 

ほんじょう
くまもと

32° 201Jl 013 
学校敷地内熊本県 130° 

本庄辿跡
熊本 ，Ii 43 20 1 285 47' 4 2' 20l I l017 

184.81111 の開発事業(l 1 1 4地）．＇i.） 20111018 ぽんじょう 50.3" 40.6H に伴う
本 ；ll: 201111.01 

20.111111 

くまもと
くろかみまち 熊本県 32° 130° 20lll024 学校敷地内
頂嬰町辿跡 1指本 lIi 113 20 l 278 49' 43' ~ 20m' の開発事業

(］ 1 1 6地，＇・1i.） くろかみ 0.8" 37.8" 20111027 に伴う.. ’1 ・.1 , 髪

報告書抄録
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く黒ろ髪か町み迫ま跡ち 熊熊く ま本本もとI県li 32° 130° 20111128 学校敷地内
43 201 278 48' 43' • ...... 7748.6面 の開発事業

(1 1 2 1地点） くろかみ 46.9" 37.8" 20120604 に伴う
黙複

おおえいせきぐん 熊熊く ま本本もと市県 32° 130° 
20111219 

学校敷地内
大江 迪跡群 43 201 283 47' 43' 8.37111 の開発事業

(1 1 2 5地点） おおえ 43.2" 17.3" 
20111220 

に伴う
大 iエ

20120117 
20120118 
20120120 

悶くまもと
20120203 

ほんじょう 32° 130° 20120206 学校敷地内

本庄9逍地跡点
ほ本ん本本じ4ょ:I市県; う

43 201 285 47' 42' 20120207 716rri の開発事業
(1 1 2 )  48” 43.9" 20120216 に伴う

20120217 
20120220 
20120221 
20120227 
20111209 
20111213 

ほんじょう
"くgまもと 32° 130° 20111214 学校敷地内

本庄0迪地跡点
熊本 本 市県 43 201 285 47' 42' 20120124 1169.6rrl の開発事業

(1 1 3 )  ほんじょう 40.1" 45.9" 
20120126 

に伴う
本 ;ff. 20120127 

20120208 
20120215 
20120326 

：：： くまもと
20120327 

ほんじょう
本本 市県

32° 130° 20120402 学校敷地内
本庄逍跡 43 201 285 47' 42' 20120404 427.30面 の開発事業

(1 1 4 5地点） ほんじょう 47.2" 41.9" 20120821 に伴う
本荘 --

20120823 

※北緯・東経の数値は世界測地系に基づく値です

所収遥跡 種別 主な時代 主な遥構 主な遥物 特記事項
ほんじょう 土師器・須恵器・人骨
本庄迫跡 集落址．墓地 古代・近代 住居址．墓城・ピット

(1 104地点） 銭貨・泥面子・甕棺

ほんじょう
本庄迫跡 集落址 古墳・古代・近世 溝・ピット 土師器片・須恵器

(1 1 0 6地点）

ほんじょう
竪穴構住居・址ピッ・溝ト状逍

(1 本1庄1逍2跡地点）
集落址 古墳・古代・近世 土師器・須恵器

ほんじょう

(1 本1庄1迪3跡地点）
1112調査地点と同様 1112調査地点と同様 1112調査地点と同様 1112調査地点と同様

ほんじょう

(1 本1庄1迫4跡池点）
集落址 古代・近世 住居址？・溝・ピット なし

(1 （黒ろ1紐嬰1町ま6ち迅池臨点） 集落址 古代 竪穴住居址？・ピット 古代土師器・須恵器

くろかみまち 縄文・弥生中期・
溝坑住状状居遺遺址構構？ • 土ビ坑・溝・土． 

蜘・叡土器片・揖器片・
黒髪町遣跡 集落址 古代・中世期・ ・ ット 須恵器片・円礫・黒躍石チップ・

(1 1 2 1地点） 近現代期 ・畑址（畝） 熊曜石片・蝶塊石器（敲石？）
おおえいせきぐん

土師器片・敲石・瓦片
(1 ブ1エ25地点）

集落址 古代 溝

ほんじょう 古代土師器・須恵器・
(l 本l庄2追9跡地点）

集落址 古墳・古代 溝・土坑・ピット
石製品

はんじょう

(1 本1庄3逍0跡地点）
集落址 中世以降 溝・土坑・ピット 土師器片・動物骨

はんじょう
溝・土坑・ピット

土師器片・甑の取手・
(1 本1庄4迫5跡地点）

集落址 古代・中世以降
須恵器片
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